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第1章 緒 論

今 日二於 ケル人類 ノ日常 生活 ノ・、相當 二人爲的

工作 ノ加 ヘ ラレタ環境 ノ中二行 ノ・レテ居 ルガ、

然 シ爾 ソノ工作 ノ・自然 ソ ノモ ノ・攣換 ノ黙 二於

テノ・或 程度 テ越 エル事 ノ・不可能 デアル。特 二自

然 ニ ヨツテ形成 サ レテ居 ル環境 ノウチ廣 義 ノ氣

候 二由 ルモ ノへ 人 工 ニヨ ツテモ ソノー小部分

ラ攣換 シ得 ルグケデ アル.例 ヘバ氣温漁度等 ノ・

住宅拉 ニソ ノ内部工作 ニヨツテ或程度 ノ人爲的

痩}換ハ可能 デアルガ、 ソ ノ程度 ニノ・自 ラ限度 ガ

アリ・叉氣歴ノ・殆 ンド人力 ノ如何 トモ シ難 キ所

デ・ 日光 ノ如キノ・人力テ超越 シタ自然力 デア

ル。廣義二於 ケル氣候要素
、即氣温、氣漁、氣

歴∴氣流、大氣 ノ汚染度拉二帯電状況雨雪日光

等ノ・・地球上 ノ地理的位置 ト密接 ナ關係 ノアル

モ ノァアル。 ソレ故此氣候要素 ノ総括 デアル所

謂氣候 モ・地理的位置 ト云 フ因子ニヨツテ特徴

アル氣候型 ラナ シテ居ル。水陸デ分テバ海洋氣

候、海濱氣候、内陸氣候等 デアリ、海抜 ノ程度 デ
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分 ツナ ラバ低地氣候、中山氣候、高山氣候、山岳

氣候 二分チ得べ 久 人類生活 ノ稠密度カラハ都

會地氣候、田園氣候 ノ別 ガアリ、植物繁茂度 ニ

ヨツテ林間氣候、沙漠氣候 二分 ツ事 ガ出來 ル。

是等各種氣候 ニノ・夫々ノ特徴 ガアリ、 ソノ特徴

ハ直接間接二人膿二=影響 テ及 スモノデ、 ソノ影

響 テ保健拉 二治病二慮用 スル ノガ即氣候療法 デ

ア ル 。

私達ハ昭和元年以來、海抜1000米 ノ富士見高

原二於 テ、高山氣候ニヨツテ結核性疾患 ノ治療

二專念 シテ來タ。文献 ノ煩テ避 ケテ、結核 ノ高

山療法ハ歌洲大陸二於テハ既二40年 前 アルプ

ス山中デ行ハ レ、 ソノ後 モンブラン山其他デ開

始 サレテ相當 ノ成績 テアゲテ居タ ノデアルガ、

吾國デハ東北 ノ須川温泉、信濃 ノ登哺温泉ガ俗

間「肺病二数 ク温泉」トシテ経験的二知 ラレテ、

結核 ノ高山療法ノ褒芽ラナ シテ居タガ、四季 ラ

通 ジテノ目醒 メタ高山療法ハ私達 ノ富士見高原

療養所ガ唯一 ノ存在デアルノノ・遺憾 トスル所

ア ア ルo

所謂氣候 ノ・地球上 ノ緯脛度ニヨツテ甚 シイ差違

ノアルモノデ、標高 ノミデー律二論 ズル事ハ出

來ナィ。從 ツテ欧洲大陸 ノ高山 ト日本 ノ高山 ト

ハ相當二氣候 ガ違 ツテ居ル。 ソノ結果或程度迄

日本 ノ高山療法ノ・日本的 ノ掲 自性テ持 ツベキデ

アル。私達 ノ今迄 ノ経験 ト研究ハ未グ10絵 年

二過 ギヌ ノデ、此意味 デノ掲 自性 ガ貧弱デアル

ノノ・誠 二遺憾 デァルガ、西野會長 ノ御好意ニヨ

ツテ、此報告ノ機會ガ與 ヘラレタノテ感謝 シツ

ツ、弦 二綜詮的 ノ記述テ進メル次第デアル。

第2章 高山ノ定義

高低 ノ・云 フ迄 モナ ク比較語 デ アル。普通土 地 ノ

高低 ハ海面 テ 基準 トシテ ノ標 高 ニ ヨツテ示 サ

レル。 高山療法 ノ,鼻租 トモ 云 フベ キスヰス ノ
つ

Dorno,Mosso(1〕 ノ・此標高 ラ 指針 トシテ次 ノ如

ク云 ツテ居 ル。 海抜1000米 乃 至2500米 テ高山

氣候Hochgebirgsklimaト シ、500米 乃 至1000米

ラ中山氣候 叉ノ・亜 アル プス氣 候Mittelgeblrgs-

klimaodersubalpineKlimaト シ2500米 以

上 ハ 人類 二 有 害 ナ高所氣候 且oehenklimaデ

ァル ト。 コ レノ・彼 ガァル プス山地帯 二與 ヘ タ定

義 デアツテ、歌洲 ノ北緯45度 附近 デアツテ、日本

デ云 フ ト北 海道 ヨ リム シロ樺 太 デ アル。欧洲 ハ

暖 流 ノタメ日本 二比較 スル ト、同緯度 デモ遙 カ

ニ氣温 ガ高 イ。富士見高原 ノ・北緯35度54分 デ

Davosヨ リ遙 二南 デアル ト共 二標高998米 デ ア

ルガ、氣温 ノ貼 カ ラ云 ヘバ先 ヅ高 山氣候 ノ低 キ

モ ノニ支 配 サ レテ居 ル ト認 ムベキ デァ ラウ。

氣 候要素 中最 モ卒直二標高 ラ示スモノノ・氣 歴 デア

ル。高 山氣候 ノ重大 ナ特徴 ノー トシテ此低氣歴

ハ重要覗 スベ キモ ノデ アル事 ノ・勿論 デ アルガ、

然 シ恐 ラク 此氣 巫 ト同程度 二評 償サルベ キ氣

候要素 トシテ漁度 ガァル.後 述 スル女ロク標高 ト

共 二氣厘ハ降ルガ、 ソノ低下率 ラ越エテ絶封漁

度ハ低下スルモノデアル。此事實ハ日光紫外線

量蚊 二日光中 ノ最短波長 ノ關係上、高山療法 ノ

ー部 テ占ムル日光療法二重大 ナル影響 ラ及 スモ

ノ ア ア ルo

氣流ハ強請的二上昇スルモノデアツテ、此上昇

ト共 二氣塊ハ露黙二達 シテ雨雪 ラ降 ラシ、尚上

昇 シテ乾燥 スル。帥此上昇氣流 ノ現象 ヨリ標高

テ塵分 スレバ、低地乾燥帯、中高降雨帯、高山

乾燥帯 トナル。勿論此塵二云 フ乾漁ハ絶封漁度

デノ・ナク關係1熱度デアル。中高降雨帯ハ大膣二

於テ中山ノ高 キモノヨリ高山ノ低 キモノ迄 ノ標

高 ニー致 スル。

上昇氣流 ノ・卒野 二於 テノ・大膿垂直方向二向フモ

ノデアルガ、山岳地帯特二高山ノ裾迄 ノ傾斜高

原 デハ地形 二沿 フテ上昇 スルモノデアル。叉標

高 ト共 二氣温 ノ低下スル度ハ、地表カラ垂直二

登ル方ガ、傾斜地面二沿 フテ登ル ヨリモ強 イ。

ソノタメZF野 ノ中ノ離山例ヘバ筑波山ナ ドハ比

較的雲 ガカ ・リ易イガ、同標高 ノ富士見高原ハ



第9號 】 正木=結 核 ノ高山療法 1101

中 央 アル プス八 ケ岳 ノ裾野傾斜 ナル ガタメ、 マ

ダ雲 ガカ ・ラヌ ノデアル。

日本 ト欧洲 トノ漁 度ノ・夏 ト冬 ト逆 デアル。 日本

ノ中央山脈 ノ南側 ハ夏高漁 デ冬乾燥 スルガ、欧

洲 ハ冬漁夏乾 デアル。此事實 カラ見 ル ト降雨標

高帯 ノ・日本 ノ・夏期 二低 ク冬期 二高 ク、欧洲 ハ多

期 二低 ク夏期 二高 イ。勿論上昇氣 流 ソノモ ノノ・

夏期 二張 ク冬期 二弱 イ ノノ・當然 デ アル。

右述 べ タ如 ク、高 山療 法 ノ立場 カ ラ観 タ高 山 ノ

定義 ノ・標高 ノ ミデ決 定出來 ズカナ リ種 々ナ氣候

要 素 ニヨツテ左右 セラル ・モ ノデ アルカ ラ、 私

ノ・此程度 ノ概 念的 ノ記 述 ニ ト・"メ、一般的 ノ高

山氣候 ラ次 二述 ベ ル事 ニ スル。

第3章 高山氣候

高 山氣候 ノ特徴 ノ・、氣 腿 ノ低 キ事、氣温 ノ低 キ

事 、漁 度 ノ低 キ事 、 日照時 ノ長 キ事、大氣汚染

度 ノ低 キ事、 日光 ノ完全 ナル事等 ガソ ノ主 ナル

モ ノ ア ア ル 。

一般 二高山氣候ノ・標高 ノ高 キ事 二加ヘテ林間氣

候又ノ・田園氣候 テ兼 ネテ居ル。從 ツテ高山氣候

ノ特徴 ノ・、低地氣候、都市氣候、沙漠氣候 ノ比較ノ

上二成立ツモノデアル。 ソレ故是等封照氣候 ト

比較 シツ㍉ 高山氣候 ノ特徴 ヲ考察 シテ見 ヨウ。

第1節 氣 厘

氣 墜ハ11米 乃至12米 登 ル ト共 二、水銀柱1粍

宛 低 クナル。 此氣巫 ノ遍減率 ノ・登 ルニ從 ヅテ少

クナル モノデアルガ、高 山寮法 ガ行 ヘル程 度 ノ

高 サデノ・、先 ヅ前述 ノ程 度 ノモ ノト思 ツテ差 支

ナ ク、1000米 登 ル ト凡 ソ9J粍 低 クナル。1個 所

二於 ケル李均氣 墜ノ・標高 ノ測定 二役立 ツ程、氣

歴 ハ標 高 ノミデ左右 サ レルモ ノデアル。 ソレ故

高 山氣候要素 中最 モ重大 ナ意味 ガ アリ、此低氣

歴 ハ後述 ノ如 ク人艦 二封 スル影響 モ大 キ イ。

地球 テ トリマ ク大氣 ノ限界 ハ極 光 ノ現 レル高 サ

カラ観 テ400冠 ニ モ及 ブモ ノデアル ガ、人類 ノ

到達 シ得 ル程 度ノ、僅 カ ノモ ノデ、從 ツテ大氣 ノ

成分 二於 テノ・高 山モ海面 ト異 ラナ イ。唯構 成成

分 ノ分歴 ガ氣 墜 ト同 ジ割 合 二減 ジテ居 ル グケデ

アル。epIOOO米 ノ標高 デ酸素瓦斯 ノ實 量ノ・海

面 ノソレニ封 シ凡 ソ12%ノ 減 少 トナル。

第2節 氣 温

大氣 ガ中等度 ノ水蒸氣 ラ含 ンデ居 ル場合 ノ・垂 直

二登 ル事1CO米 デ 凡 ソ0.6度 宛 氣温 ノ・下ル。

1000米 デ6度 デアル。山 ノ傾斜 二沿 ツテ登 ル場

合 ノ・此逓減率 ガ梢 竃小 サイ。夏期 ナ ド日本 ノ低

地 ガ33度 ニモ達 シ高漁 ト合 シテ 堪 工難 イ時、

1000米 ノ高地 ノ・27度 デ且低漁 デアル 故生活 ノ・

快 適 デ アル。

地勢 ニ ヨツテ此氣温 ノ返減 ガ逆 トナ リ、所謂氣

温 ノ逆轄 テ來 ス事 ガ アル。雨方 カ ラ山 ノ傾斜 ガ

集 ツテ谷 合 テ形造 ツテ居ル場 合、 山腹 ノ方 ガ山

裾 ヨ リ却 ツテ氣温 ガ高 イ。特 二夜 間二著 シイ。

冷 エ タ室氣 ガ沈 ンデ行 クカ ラデ アル。療 養所 ノ

位置 テ選 ブ時注意 スベ キデ アル。

氣温 ノ1日 ノ最高最低 ノ差 ハ海抜 ト共 二減少 ス

ル。巴里 ノ壬
一二,LZエ ル塔 デ測定 シタモ ノラ第1

表 二示 ス。

第1表(2)標 高 ト氣温 ノ較差(巴 里市内)
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第1表 ラ見 ル ト2ツ ノ事實 ガ分 ル、第一ノ、氣 温

ノ較差 ノ・標 高 ト共 二 四季 テ 通 ジテ減 少スル 事

デ、 第ニ ニノ・氣温較差 ハ標高 テ問 ハズ、夏期 二

多 ク冬 期 二少 イ事 デアル。然 シ此實測 ノ・欧洲大

陸 ノ事 デ ァリ、 且又高塔 ノ各所 デ ノ比較 デアル

カ ラ、大 氣中 テ垂直 二登 ツタ場合 ノ事 デ アル。

コ レテ ソノマ ・日本 二移 シ且又實 際問題 トシテ

第2表

低 地 ト高地 ノ氣温較差 テ 論 ズル ノノ・正 シクナ

イ。

私ノ・氣 象観測 ノ實際 二就 イテ、海濱茅 ケ崎測候

所(北 緯35座19分 東経139度23分 海 抜2・2米)
も ロ

ノ調査 ト富士見高原療養所(北 緯35度54分 東

経138度14分 海抜998米)ト ノ氣温較差 ノ月卒

均 ■第2表 トシテ弦 二掲ゲテ見ル。
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第2表 ラ見 ル ト土 地 ノ高 低 テ論 ぜズ氣温較差 ハ

夏期 二少 ク冬二多 イ。 巴里 ノ實測 ト全 ク逆 デァ

ル。 即 チ 日本 デノ・氣 温 ノ高 イ夏期 二藍夜 ノ氣温

差 ガ少 イ ノデ ァルカ ラ、夜間 二安眠 出來 ナ クテ

病 弱者 ニノ・特 二不都合 デアル。 ソ シテ氣温 ノ低

イ冬 二較差 ガ多 イ事 ハ夜 ノ寒 サガ張 イ事 テ意味

ス ノレ。

次 二 日本 ノ低 地 ト高地 ノ氣温較差 テ夏 ト冬デ比

べ テ見 ル ト夏ノ・高 地 ノ方ガ較差 ガ却 ツテ多 イ。

此事 ノ・日本 ノ夏 ノ高 地 ガ夜間氣温 ガ特 二下,レ事

テ意味 シ病弱 者 ニ トツテノ・快適 デアル、此貼 デ

夏期 二於 ケル 日本 ノ高 地ノ・欧洲大 陸 ノ高 地 ヨリ

優 レテ居 ル。冬期 一入ル ト高地 ノ氣温 較差 ガ低

地 ヨ リ少 キ事欧洲 ト同様 デ ァツテ、萱夜 ノ氣温

差少 ク好 都合 デアル。

右述 べ タ様 二隊洲 ト日本 ノ・氣温較差 ノ標高 ニ ョ

茅ケ崎… △一一

ル差 ガ大 分違 ツテ居 ル。此原 因 ノ圭 ナルモ ノハ

日本 ト欧洲 トノ漁 度 ノ季 節的高低 ガ全然反封 デ

アル事 二因ル ノデアツテ、 サウ云 フ貼 デモ欧洲

ノ高山療法 ト日本 ノソ レ トノ・相 當 ノ差違 ノアル

ノテ思 ノ、ナ クテノ、ナ ラナイ。

人罷iノ感 ズル暑 サ寒 サノ・氣温 ノミデナ ク漁度 モ

重大 ナ關係 アル モ ノデアルガ、 ソ ノ上 二又 日射

ハ直接間接 二人膿 ノ寒 暑感 テ支配 スル
。 ソレ故

夏期 ノ高 地ノ・日浸 ト共 二涼味頓 二加 ノ・ル ノガ特

徴 デアル。此黒占又夏 ノ高地 ガ低地 ヨ リ氣 温較差

ノ却 ツテ多キ日本 二於 テ特 二氣付 カ レル。

弦 二茅 ケ崎 ト富士見 ノ氣 温月卒均 トソノ差 トテ

参 考 トシテ第3表 トシテ掲 ゲルガ、此 雨所 二於

ケル氣温差 ガ夏期 二少 ク 冬期 二却 ツテ 多 イ貼

ハ、 之叉夏漁 冬乾 バ無度 ノ結果 デアツテ、之 レ

ノ・欧洲 二於 テノ・全 ク逆 デ、氣温 ノ ミカ ラ云 ヘバ
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日本 ノ高地 ノ・歓洲 ノ高地 二劣ル事 トナルガ、 冬 ノ・換 へ難 キテ思 ノ・セル。

季 ノ低漁度 ノタメ日本 ノ高地 ノ日光 ノ完全性 二

第3表 標高差 ト月亭均氣温(日 本 ノ海濱 ト高原)
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第3節

灘 度 ハ絶封漁 度モ際1係{無度 モ海=抜 ト共二低 クナ

ル。●特 二絶封:無嘆 ノ{尉 交ノ度 ニ ヨル遍減 傘ノ・、

氣 腿 ノソレヨリモ大 デアル。 歌洲 デ ノ實測 ニョ

第4炎(3)
トー

∴
iコ＼/「

ロ

茅ケ崎… ∠一一

灘 度

ル ト第4表 二示 ス通 リデアル。此表 ノ絶封漁度

拉 二氣 腿 ・・海面 ノ高 サ ノ夫 々 テ ニ00ト シタモ ノ

ア ア ル 。

「

海
漁

抜(m)

海抜 ゴヨル氣歴蛇二絶封灘度ノ逓減

0

度噛絶雀1 100

氣100■■=-闘L__-acm

第4表 デ見 ル ト2000米 ノ海抜 デ ・・氣腿 ・・20%

程 シカ落 チヌ ノニ絶 封漁度ノ・21E二50%モ 低 クナ
コ

ル繹 デアル。 鉱 二述 くごタ ノ・・7000米 ニ モ 達 ス

ル迄 バ勲隻二就 テデア リ、且 ツ維封撚度 ノ事 デ

アル ガ、人膿 二卒 直 ノ影響 テ與 ヘル ノノ・、關係

・…12…13…14…

一 器 一 階1… 蓄 嵜

i5… 16…
7000

D

17112R

54'「47-T,5

撚 度 デモ アリ、又人生生 活ハ遙 カニ低 イ地鮎 デ

行 ノ・レルモ ノデ アルカ ラ、身近 ノ日 仁ノ高 地 ト

低地 ノ代 表 トシテ、茅 ケ崎 ト富士見 トノ關係漁

度 蚊 二水 蒸氣張 力 テ比較 シテ、第5表 ラ掲 グル。

第5表 標高 ト漏度(海 濱 ト高原)
一

月温度
＼
1 2 314

1
5i 6 17

,

8 9 10 11

F

12

喧士見 65.5 68.6 67.7 69・2172・5 81.8 183.4 84.3
P

87.5 83.0 74.2 67.3關係
温度 茅ケ崎 66.4 69.6 67.21 76.4 :76.4 78.7 80.8 83.7 85.9 79.0 77.0 71.8
水蒸氣
張
富士見

一

2.2 2.6
1

3・415.5 7.4 11.3114.8 15.0 12.7 8.0 4.9 2.9
力茅ケ崎 4.1

　

5.21
■

4.7i8.2}10.7114 .718.1 119.4 15.8111.4 27 ち4 5.0
「「「
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第5表 テ見ル ト、茅 ケ崎 モ富士見 モ共 二夏漁冬

乾 ノ日本的季節 テ卒 直二現 シテ居 ル外、1、2、3

/3月 ノ・雨地殆 ンド差 ナ ク4、5雨 月ノ・富士 見 ノ

氣 漁 ガ カナ リ低 久6月 カラ10月 迄 ノ・却 ツテ富

士 見 ノ方 ガ高 イ。 之 レノ・前 二述 べ タ如 ク富士 見

ノ氣温 二關係 ノアル事 デ、4、5雨 月 ノ・急 二氣温'

ガ高 クナ リ、 ソノ後 ノ・氣温 ガ籐 リ上昇 シナィカ

ラデアル。11、12月 ノ・富士 見 ノノアガ低 クナル。

然 シ第6表 ノ各月水蒸氣張 カテ比較 スル ト季 節

二論 ナ ク富士 見 ノ方 ガ茅 ケ崎 ヨ リ遙 カニ低 イ。

此絶 封漁度 ガ標高 ト共 二低 クナル事 ノ・日光中 ノ

短 波 ガ水蒸氣 デ吸牧 サ レル貼 カ ラ見テ、高 山 ノ

日光 ノ完全性 二重大 關係 ガ アル。

高地 ノ・低 地 二比 シテ、漁 度 ノ1日 ノ較差 ガ大 キ

第6表(4)

イ。 特 二冬季 二於 テ著 シイ。 ソレノ・氣温較差 ハ

低 地 ヨ リ小 サ イガ、雪 二地面 ガ覆 レテ居 テ、 日

光ノ・反射 サ レ易 ク日中 ノ蒸氣 が少 ク氣温 ノ登 リ

方 ノ方 ガ多 イ々 ラデアル。 後殺富士 見 ト東京 ノ

冬 ノ比較 デ此事 ハ分 ル ト思 フ。

術参考 トシテ欧洲、亜 細亜、 アメ リカ大 陸 ノ代

表地 ト東京 トノ氣漁 テ第6表 二示 スガ、 ベ ル リ

ン ト東京 トノ・季 節的 二全然反封 ノ氣漁 テ示 シワ

シン トンノ・其 中間 テ行 キ、北京 ノ・1年 テ通 ジテ

低{黒 デノ・アル ガ夏 期 ノ高漁 ノ・矢張 リ相 當 デ ア

ル。此東洋 ニー般 的 デ アル冬乾夏漁 ノ氣 漁 ノ・、

日 仁ノ高山療法 二種 々 ノ特異 サ テ與 ヘルモ ノデ

ア ツテ、 日本 ノ高 山療 法 二歌洲 ノソレノ直繹 ハ

許 サ レナ ィ。

要地 ノ月別氣温(欧 亜米)
1

＼ 月
所 ＼＼ ＼

・i2 3i↓ 5 6!7
5

8 lg 10 11 12

東 京 64162167
'73

76 81 ε3 82i83 80 74 66

北 京 58}58i59 54 49 51 61 761 76 68 60 」 58

ペ ノレ リ ン 86}83}78 69 65 64 68 69 75 81 85187
ワ シソ トソ172168168 164 70 73 74177 79176 72172
欄

第4節 日 照

日光 ガ雲霧 二遽 ラレル事 ナ ク或 地黙 二到達 スル

時間 ヲ日照時 ト云 フガ、一定 ノ地貼 ノ・元來季 笛

ニ ヨ リ又東西 雨方 ノ地形 ニ ヨ リ、 日出 カ ラ日浸

迄 ノ時間 二限度 ガ アル。 ソレ故月卒均 ナ リ年卒

均 ナ リ ノ日照時ノ・、 日出 ヨ リ日浸迄 ノ時間 二封

入ル 日光直射時間 ノ割 合 デ示 λ ノガ合理 的 デ ア

ル、 コレノ、即 チ ソ ノ地黙 ノ晴曇 テ孚り定 スル規準

ニスル タメデアル
。

然 シー地黙 ノ日光直射 時問 ノ絶封的長短 テ論 ズ

ル方 ガ、實際的 ニノ・必要 ノ場合 モアル。 カウ云
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フ意味 デ縄封的日照時間二就 イテ高地 ト低地 ヲ

比較 スル ト、高地ノ・一般的二日照時間ガ多 イ。

勿論緯度 ノ低 イ程書間ガ長 イカラ,此 塵ニノ・同

緯度 二於 ケル高地 ト低地 テ比較 シテ云 ツタノデ

アル。

地形 ニモ因ル事 デアルガ、高地 ノ・低地 ヨリ日出

ガ早 ク日浸 ガ遅 イ筈 デアル。爾一層高地 ノ日照

時 テ長 カラ シメル原 因ハ高 地 ガ低地 ヨ リ晴 レ易

イ事 デアル。先 二私ノ・高 山 ノ定義 テ設 イタ時、

大氣 ハ 日中 二於 テ強請 的 二上昇 ラ強 ヒラレルガ

故 二、或程度 ノ高 地ノ・雲 テ生 ジ雨雪 テ降 ラセル

モ ノデアル ト云 フタガ、日照時 ノ長 イ高地 トハ、

此降雨帯以上 ノ高地 テサ シテノ事 デアノゾ。

右 ハ唯一般的 二土地 ノ高低 二因ル 日照時間二就

イテ述 ベタ ノデアルガ、 日本 ノ内地 二就 イテ ノ

特 異 サラ忘 レル事ノ・出來 ナ イ。 先 ヅ第1ノ ・(コ

レハ必 ズ シモ 日本二限ル事 デノ・ナイガ)同 ジ標 高

デモ卒 野 ノ中 ノ孤立 シタ山地ノ・、 大山 ノ裾野傾

斜 ヨリ遙 二 日照時間ノ・少 イ、 ソレノ・先 ニモ述 ベ

タ通 リ、ZF野 ノ上昇氣 流 ノタメニ孤立 高地ノ・雲

ラ生 ジ易 イカ ラデ アル。筑 波山測候所 ノ日照時

間 ノ短 イノガ ソノ適例 デアル。

日本 ニハ季節風 ガ アル。先 ヅ多 ノ季節風 ノ・西北

方 シベ リアカ ラ日本海上 ラ渡 ツテ吹 イテ來 ル。

ソノ風 ノ・當然漁 ツテ居 ル。 コ レガ日本本土 ノ中

央 山脈 テ吹 キ上 ル ノデ、温度 ガ降 ツテ露鮎 二達

シ奥勿、北陸雨地方 二雪 テ降 ラス。ソノタメ大部

分 ノ水蒸氣 テ失 ツテ、 中央 山脈 ノ南側 テ吹颪 ス

時ハ室氣 ノ・極 メテ乾燥 シテ居 ル。此現象 ノ・云 ノ・

バ「フエ ン」風 ト同様 デ、 山波 テー ツ越 エ タタメ

へ 乾燥 シ且温度 モ高 クナル。漁潤 シタ氣塊 ガ

山 ノ傾斜 二沿 フテ吹 キ昇 ル場合 ハ、上昇 ト共 二

低厘 ノ大氣 二入 ル ノデ膨張 シテ冷 工、途 二露鮎

二達 シテ雲 トナツテ凝結 スル ノデ凝結熱 テ登散

スル。 雨雪 トナ レバ尚更 デ アル。 ソレ故上昇度

ノ割 二氣塊 ノ・冷 エナ イ。次 二山頂 テ越 シテ吹 キ

下 リル場合ノ・氣 塊ノ・牧縮 シテ温度 ガ高 クナル ノ

ノ・當然 デ アルガ、既 二乾燥 シテ雲 テ合 ンデ居 ラ

ヌ ノデ、氣 化熱 ノ吸牧 ガ行 ノ・レナ イ ノ犬 温度

バー段 ト高 クナル
。吹 キ昇 ル側 ト吹 キ下 ル側 ト

ノ同一標高 地鮎 デ、前者 ハ漁度高 ク且 低温 デ ア

リ、後者 ノ・乾燥 シ且高温 デアル。

右 ノ檬 ナ多 ノ季 節風 ノタメ、 日本 ノ中央部 二於

テ、裏 日本 ノ高地ノ・日夜降雪 ニナヤ マサ レルガ、

表 日本 ノ高地 ハ ヨク晴 レテ日照時間 ガ長 イ ノデ

アル。冬期 間 ノ高 山療 法ノ・右 ノ理由 二因 リ中央

山脈 ノ南側 デナクテノ・ナ ラナ イ。

日本本土 ハ6月 中旬 カラ7月 上旬 ニカ ケテ所 謂

梅雨期 ガアル。 コ レノ・日本本土 ラ中心 トシテ西

南 ト北 西 二低氣墜 ガア リ、東北 二高氣歴 ガ アリ、

西南方 ノ低氣歴 ガ後 々 ト本土 一上陸 スル タメニ

起 ル雨 デ アル ガ、又 此頃ノ・本州 中部 ノ氣歴 ノ傾

斜 ガユル ヤカデアル タメ、各所 二小低氣歴 ガ頻

褒 スル ノモー ツ ノ原 因 デ アル。 此梅 雨期 ノ陰惨

ナ天候 ノ・高地 モ亦 マヌガ レル事 ノ・出來 ナイガ、

尚且低地 ヨリハ高地 ノ方 ガ幾分 シノギ易 イ。 ソ

レノ・既 二夏期 二入 ッテ居 ル ノデ上昇氣 流 モ アル

ノデ・比較的低 イ標高 デ雨 トナ ツテ高 地ハ曇 リ

程度 二止 ルカ ラデ アル。

又花曇 ヤ秋雨ノ・冬 ト夏 ノ季節風 ノ交代期 ノ現 象

デ・此頃ノ・比較的無風 デ所 々二小規模 ノ低氣歴

ガ登生 スル タメ ノ雨曇 デ アル。 コレモ亦高地 ハ

比較的被 害 ガ少 イ、 高地ノ・元來 地表 ガ少 ク從 ツ

テ低氣歴 ノ登生地 トナ ラズ、 叉傾斜 高地 デ アル

ナ ラバ ソ レニ接 スル李野又 ノ・盆 地 二生 ズル低氣

厘iノ タメニ高地 ノ室 テ覆 フ雲 ガ低 地へ動 キ去 ル

ノデ却 ツテ晴 レル可能性 ガ アル
。要 スルニ四季

テ通 ジテ、 中央 山脈 ノ南側 二位 置 スル高地ノ・日

照時間 ガ長 イ ノデァル。

尚 日照時間 ノ短縮 サ レルー ツ ノ條件 トナル ノハ

秋 ノ霧 デアル。低地 二現 レル霧 ニハ種 々 ノ原 因

ガ アル ガ、 多 クノ・ソノ厚 サノ・淺 ク、高 山 ノ高 サ

ニ迄及 プ厚 サ ノモ ノノ・ナ イ
。 欧洲 ノ低地 ノ・秋冬

二漁度 ガ高 イ ノデ實 二霧 ガ深 ク且厚 ク終 日日光

直射 テ遮 ルガ、 日本ノ・ソ ンナ事 ハナ ク朝 グ ケデ

ア ルo

高地 ノ霧 ト云 フ ヨリノ・寧 ロ雲 デアル。此高 地 ノ

秋 ノ霧 ハ地勢 ニ ヨツテ大攣違 ヒ ノアルモ ノデ、
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特 二霧 ガ出ル ニ シテモ、程 ナ ク晴 レテ日光 テ見

ラレル所 ト、 ナ カナカ晴 レヌ所 トアル。 同 ジ標

高 デモー一般 二傾斜 ノ強 イ地形 ノ霧 ハ晴 レ易 久

所 謂高毫 ト云 フベ キ所 ノ・霧 ガ晴 レナ イ。 ソノ例

・・輕 井澤 デ、8月 中旬 カ ラ霧 ガ出テナカナ カ晴

レナ ィ。ソレ ト比較 シテ富士 見高原 ノ・霧 ガ少 ク、

1又出 テモ スグニ晴 レル。

最 モ霧 ノ晴 レ易 イ ノハ富 士見高原 ノ檬 ナ高山 ノ

中腹 ノ東 南 二向 ツテ傾 ク高原 デ アル。 カ ウ云 フ

地形 ノ・山風谷 風 ノ吹 ク所 デ、 日出 ト共 二谷 風 ガ

起 ツテ霧 ガ傾斜 二沿 フテ山頂 へ昇 ツテ晴 レル ノ

デアル。 日ガ昇 ル ト先 ヅ暖 メラ レル ノノ・地表 デ

アル。 地表 カ ラノ・ナ レタ同高 ノ室氣 ノ・當然 地表

ノ室氣 ヨ リ低温 デ高氣歴 デアル。 ソ ノタメ斜面

二向 ツテ室氣 ノ・動 イテ來 ル ノデ
、谷 カ ラ峯 ヘ ト

風 ガ吹 ク事 ニナル。又 日浸 ト共 二峯 カ ラ谷 へ吹

キ下 シテ來 ル ノデ、霧 ガ出 レバ谷 へ谷 ヘ ト沈 ミ
、

谷 ノ・霧 二埋 レ、中腹ノ・氣温 ノ逆轄 モ アル ノデ月

明 トナル。

霧 ガ晴 レ易 イ ト云 フ事 ノ・日照時 間 テ長 ク スル ノ

ミナ ラズ、衣服 ヤ寝 具 ヤ皮 膚 ノ漁氣 二懸念 ガナ

クナル ノデ衙生 的 デ アル。

高山 二療 養地 テ選 ブ時 ニノ・、秋 ノ朝 上 カ ラ見渡

シテ霧 ノ動 ク所 二著 目スベ キデ アル。

第5節 日 光

高 山 ノ日光ノ・完全 デアル。 質 二於 テモ量 二於 テ

モo

Wien(Wuerzberg.1893)ノ 實 験 ニ ヨル、維封温

度Tノ 物膿 ヨリ嚢 生 スル輻射 「エ ネルギー」ノ極

大 トナル 黙 ノ波長Zm・ ・其浬 度 二 反比例 ■・ル

Zm・T=kノ 式 ヨリ導 カ レル太 陽表面 ノ温

度 ノ・6000度 デ アル。ソレカ ラ割 リ出 ス ト日光中

ニノ・可成 ノ短波長 波 ガ アルベ キデ アルガ、 太

陽學者 ノ今迄 ノ研究 デノ・地球 上 デノ・2900「 オ ン

グ ス トロー ム」以下 ノ短 波ハ 日光中 二 議 見出來

ナ イ。何故 二日光二上記 ノ檬 ナ短 波限界 ガ アル

カニ就 イテノ・今迄多 ク ノ研究 ガ行 ノ・レタガ、 ソ

レノ、地球雰園氣 ノ限界、成層 圏 二存 在 スル「オゾ

ー ン」ガ、2900「 オ ング ス トロー ム」以 下 ノ短 波 テ

完 全 二吸牧 スルカ ラデアル ト決定 サ レタ。 即 チ

日光 ノ輻射線質 二就 イテノ・2900「 オ ングス ト

第7表

ロー ム」以下 ノ・地球 上 デノ・問題 ニナ ツテ來 ナ イ。

高 山ノ・日光 ノ短 波限界 ガ2900「 オ ング ス トロー

ム」二近 イ。輻 射線 ノ吸牧ノ・輻射相 テ形成 スル分

子 ノ大小蛇 二分子数 ニ ヨツテ左 右 セ ラ レルモ ノ

故、且又輻射線 ノ波長 ノ長 短 ハ、輻射相 ノ分子

ノ大小 ト同意 味 ノ吸牧 關係 ニアル モ ノデァル カ

ラ、高地 ノ大氣 ノ物 理的清倒 生 ト氣 歴拉 二水 蒸

氣張 力 ノ低 キ事 トノ・、 日光最短 波長 テ2900「 オ

ングス トロー ム」二近付 カ シメル ト同時 二
、比 較

的短波長 量 テ多 カ ラ シメル。

Abbot,Fowleノ 實 測 テ第7表 二示 スガ、此實

測 二紫外 線部 ラ鋏 ク ノノ・遺憾 デアル ガ、 高地 ノ

大氣 ガ低 地 ノソレニ比 シテ先 ヅ波長 ノ長 短 テ論

ぜズ輻射線 二封 シテ透 明 デ アル事 ト
、 ソノ透明

度 ガ短 波 二於 テ特 二低地 卜差違 ノアル事 ガ判明

ス・ノレo

波長ニヨル大氣透過率

波長(A)
土 地

4000 5000 6000 7000 8000 9000 10000

ワ シ ン トソ(海 抜10m) 0.54

0.74

0.70

0.87

0.76

0.90

0.84

0.94

0.88

0.95

0.89 0.90一一一

ウ イル ソ ソ山(海 抜1730m) 0.97 0.98

Dornoノ 研 究 ニ ヨル ト保 健 二必要 ナ 紫外線 ノ・

3200-2900「 オ ング ス トローム」ノ範園 デ アル

ガ、 コ レノ・大氣 ノ透過卒 カ ラ観 ル ト相當 ナ短 波

デ ァツテ、 室氣 清浄 且氣層 ノ薄 イ高 山 デナ イ ト

豊 富 デナ ィ。

次 ニハ量 ノ問題 デ アル ガ、地球雰園氣 ノ限界 二

於 テ 日光 二垂 直 二向 ケ ラレタ1卒 方糎 二1分 間

二受 ケル「エネルギー」ラ 太陽常敷 ト云 ツテ 居
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ル。 太陽 ト地球 トノ距離 ノ・季節 一ヨツテ長短 ガ

ア リ、又 太陽表面 ノ活動 ハ黒鮎数 ヤ白斑 デ知 ラ

レル如 久11年 乃 至12年 ノ 週期 的浦長及時 々

刻 々 ノ小攣動 モ アル ノデ、観測時 ニ ョツテ差違

ノ・アル ガ、AbbotガWilson山 デ観測 シタ結果

ノ・卒均1.94瓦 「カロ リー」デ アル
。コ レ・・地球雰

園氣 ノ限界 デ ノ値 デアツテ、地球 ノ表面 二 日光

ガ達 スル迄 ニノ・甚 シイ減弱 テ受 ケルモ ノデ ア

第8表 標高 ト日射量
一!,

ノレo

第8表 ノ・今迄測定 サ レタ 各所 ノ 日射 量 デ アル

ガ、時 テ異 ニ シ且測定 ノノ'法モー檬 デナ ィノデ、

比較 スル ノノ・正 シクナ イガ、標高 ノ高 イ程 日射

量 ノ多イ事 ノ・確 實 デ アル。 日本 二就 イテ云 フ ト

富上IJ順 デ太 陽常敷 ノ19%、 東 京市 中 デノ・實 二

36%ノ 減 弱 デアル。

観 測

標 高(m)

地1沼 津

7

日射 帰〔1(gr.callcm2/min)
侶 」トニ戯

東 京 富 士 山1ワ シ ソ 刺 ウ・7Vソ 汕 ウ ッ1・ピ イ山

21

1.281約1.20

385010

1.56 1.35

17304420

1.5811.73

日射量 ハ日光 テ ヘベテ熱 量 トシテ測定 シタモ ノ

デ アルガ、大氣 ニ ヨツテ吸牧 サ レル ノノ・日光 中

ノ短 波部即紫 外線 ガ圭 デ アリ且又紫 外線 ノ熱敷

果 ・・長波 二比 シテ少 クモアルノデ、 トニ述 べ タ

日射 量 ノ減 弱 カ ラ見 ル ト、紫外線 ノ吸牧 サ レ方

ノ、特 二著 シイ ト考 ヘナクテノ・ナ ラナ ィ。

日射 量 ノ測 定 テ理 想的 二行 フーノ・日光中 二含 マ

Vル 長短各波 テ水晶 「プリズマjデ 分析 シテ、 ソ

ノ各・々 二就 イテ ノ値 テ出 入ベ キデアル。 ソ ノ目

的 デ考案 サ レテ居 ル ノノ・Altmann/Spekto-

rgrammデ アル ガ、之 レノ・操作 ガ複雑 デア リ又

自記式 ニ ナツテ居 ラヌ ノデ、 實際的 デナ ィ。一一

般的 ニハ紫外線部 トソレヨ リ長 イ波長 ノ部 卜一

日光 テニ大 分 シテ測定 スル。

紫外線部 ノ測定 ニノ・Kadmiumzelleテ 用 ヒ

Kadmiumガ 短 波長 ノ照射 ニ ヨツテ荷電 サ レル

量 テ測定 スル方法 ガアル。但 シ之 レモ瞬間的 ノ

照射量 テ測 ル ノ ミデ連緬 自記式 デノ・ナ ィ。私達

ノ・最近 ゴノ方式 カ ラ出 獲 シテZelleノ 荷 電量 ガ

或 一定量 二達 シタ時放電 サセル様 ニ シ、 ソノ放

電 同数 テ計算 スル器具 ヲ造 ツテ長 時 二亙ル紫外

線量 テ測定 スベ ク試 ミテ居ル。 ソ ノ器 具拉 二測

定成 績 ハ イヅレ爽表 スル機 會 ガア ラウ、,日光療

法 ノ研 究 ナ ドニハ此器具 ガ重大 ナ役割 テ スルモ

ノ ト信 ズル。

最 モ簡 輩 ナ紫外 線測 定器 トシテ東京電氣 株式會

肚 製 ノモ ノガアル。 ソレノ・錫箔検電 器 ノー葉 テ

垂 直拉 二不動 ニ シテー葉 ノ ミテ可動 トシ先 二此

可動 箔 テ十分 二開 カセ、 コ ノ箔 根 二照射Zelle

テ連 結 シ、紫外線照射 ト共 二可動 箔 ガ電荷 テ失

ツテ不動箔 二近付 ク速度 テ測 ツテ紫外線量 テ逆

二知ル モノデアル。

何 レノ器具 テ使用 スルニ シテモ紫外線 量 ノ測定

ノ・容 易 デナ ィ。且又紫外線 ノ偏電 敢果 ノ・波長 ノ

長短 ニ ヨリ異 ルモ ノデ アルカ ラ、線 量的偏電敷

果(化 學反慮敷果 モ亦ノテ測定 スル ダケデノ・理論

的 二正 シクナ イ。特 二時所 テ異 ニ シテノ比較 二

於 テノ・筒更 デ アル。 ソレ故特 別 ノ場合以 外ノ・日

光全部 ノ熱敷 果 ノ測 定 デ十 分デ アル。

紫外線部 テ輕硯 シテ、 ソレヨリ波長 ノ長 イ部 ヲ

圭 トシテノ測定 ニノ・、熱敷果 テ測 定 スル ノガ普

通 デアル。 ソ ノ目的 ニハAktinometerガ アル
む

寒暖計 ノ周園 テ硝子筒 デ包 ミ、 ソ ノ内部 テ眞 空

一 シテ傳導 チ絶 チ
、寒暖計 ノ水銀 槽 子黒 球 トシ

タモ ノデアル。 日)セ直射 ノ下 二之 レテ置 イテ寒

暖計 ノ示度 テ讃 ム。此器 具 ノ弱鮎 ハ示度 ガ最高

二達 スル迄2
、30分 ノ時 一1要スル事 ト自記式 デ

ナ ィ事 デアル。 私達 ノ・之 レトRobitzsch/

Strahlungsmessgeraeteテ 併 用 シテ居 ル
。之 レ

ノ・自記式 デァ リ示度 モ瞬間的正確 サテモ ツテ居

ル。 翁屡 ノ熱 ニ ヨル膨 脹 ト
、輝 ク表面 ト黒色 表

面 ト ノ日光吸牧差 ラ雁 用 シタモ ノデ、之 レニ ョ
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ツテ叢 カ レル曲線 ノ・Aktinometerノ 示 度 ト氣

温 トノ差 ラ示 ス課 デ アル。即 チ日蔭 ノ温度 ド日

南 ノ温度 トノ差 デ アル。

日蔭 ノ温度(氣 温)ト 日南 ノ温 度(日 射温)ト ガ ド

レ程 ノ差 ガアル カ ト云 フ事 ノ・、高 山氣候 ヲ論 ズ

ル場合重大 ナ意味 ガ ァル。

海抜 ト共 二氣温 ト日射温 ノ差 ノ、多 クナル。 ソレ

ノ・一 方ノ・氣温 ガ海抜 ト共 二低 下 シ、他方 海抜 ト

共 二日射 量ノ・檜加 スルカ ラデアル。

Frankland(5)ノ 測 定 シタ結果 ラ第9表 二示 スガ

想像以上 デアル。

第9表 〔5,海抜 ト氣温 日射温蛇ニソノ差

地 名 宇嫉
(m) 氣剖

Whitby 20 32.2

Pontresina 1800 26.5

BeminaHospiz 2330 19.1

Diavolezza 2980 6.0
闘

3000

ZOOO

氣温1日射溜

37.8

44.0

46.4

59.5

差

5.6

17.5

27.3

53.5

海1000

→温度Q一 氣温 △一 日射量 「・一 差

氣温 ト日射温 ノ差 ノ大 小ノ・日蔭 ガ寒 ク(或 ノ・涼

シク)日 南 ガ温 ク(或 ノ・暑 ク)感 ズル ト云 フ感魔

上 ノ問題 ノ ミデナ ク,日 光療 法 ヲ行 フ場合 ニノ・

重大 ナ意味 ラモ ツテ來 ル。Hann(6〕 ノ・日光直射

下 二皮 膚 テ露 出 シタ揚合 二皮膚 ノ示 ス温度 テ経

験 上次 ノ如 キ式 デ示 シタ。

T=26.5十 〇.3t十〇.2d-1.3v

Tノ ・日光直射下 ノ皮膚温度、tノ ・氣温、dノ ・氣

温 ト日射 温 ノ差 、vノ ・秒米 デ ノ風速 デアル。

第10表

月1・123145

4・OIg・81.014.7-01氣 温

58857.158.156.852.0日 射 温

此経験式 ニノ・漁度 ノ因子 ガノ・イツテ居 ナ イガ實

際裸 身 デ居 ル場合 ノ・漁度ノ・絵 リ問題 ニナ ラヌ ノ

のの

ア ア ルo

今 此 式 二aテ 日射 温 ト シ滑 豊温36度5分 二 封 ス

ルt、aノ 差 テdt、daト ス レバ

T=26.5十 〇.3t十 〇.3t十 〇.2(a--t)-1.3v

=26.5十 〇.1t十 〇.2a-1.3v

=26.5十 〇.1(36.5--dt)十 〇.2(36.5十da>

-1.3v

=37.45-0.1dt十 〇.2da-1.3v

實 際 日 光 浴 テ 行 ツ テ 居 ル 時 、 最 モ 快 適 ナ 皮 膚 温

度 ノ・経 験 上37.3乃 至37.7度 デ ア ル カ ラ、 今 丁

テ37.45ト シvテ0ト ス レバ

0.ldt=O.2da

dt=2da

トナ ル。 即 チ 無 風 ノ時 ノ・快 適 二 日 光 浴 テ 行 フ ニ

ノ・膿 温36.5分 ト氣 温 ト ノ差 ノ 牛 分 ダ ケ 日 射 温

ガ 禮 温 ヨ リ高 ケ レバ イ ・ ノ デ ァ ル 。第10表 二 富

士 見 ノ 各 月 李 均 ノ氣 温 ト日射 温 ト テ示 ス ガ 冬 期

ノ・無 風 ナ ラ バ 日 光 浴 ノ・理 想 的 快 適 デ ア ル ガ、 夏

ノ・若 干 ノ風 テ 必 要 ト ス ル 。 ソ ノ風 速 ノ・ド レ程 デ

ア ル カo

T-=37.45-0.1dt十 〇.2dt--1.3v

ノ式 ノTテ37.45ト ス ル ト

1.3v=0.2dt-0.1dt

2da-dt
V===13

トナ ル 。 第10表 ノ如 ク、夏 期 二快 適 ナ ル 日 光 浴

ラ ス ル タ メ ニ 要 求 サ レ ル 風 速 ハ3.5秒 米 以 下 デ

ト分 デ ア リ、 此 程 度 ノ風 ノ・風 ア ル テ感 ズ ル 軟 風

二過 ギ ナ ィ。

勿 論 上 二 述 べ タ所 ノ・月 李 均 デ ア ル 故 、 日 ニ ヨ ツ

テ 相 當 ノ差 違 ノ・ア ル 。 冬 期 ノ・風 ノ ナ イ ノ ガ 理 想

的 デ ア ル ガ 時 ニ ハ 希 望 セ ザ ル 風 モ 吹 ク。 然 シ風

富士見 ノ正午氣温、正午 日射温 ノ月準均蛇二日光浴 ヲ快適 ナラシムル風速(昭 和11年)

一M-9,k/Elo810.6. 1.01.72.0
=●-呼 ●■■■■■■■■P冒 い

6

20.8

58.8

2.0

7 8

24.8

62.8

2.7

24.9

63、8

3.4

9

21、2

63.4

3.6,

1011

14.8

60.7

2.6

10.8

56.9

1.2

12

5.8

51.5

一 〇.2
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月

㎡

ガ

日

'射

温

氣2・

O
.0,

O
.0

ロ
皿

れ風
5

速0

1 2 3 4 5 8 763/o〃12

テ避 ケル事 ノ・實ノ・容 易 デアツテ、風 テ要求 スル

時 二風 ノナ ィ方 ガ遙 カニ 手数 ガカ ・ル ノデァ

ル。冬期晴 レタ日二寒 クテ日光浴 ノ行 ヘ ナカツ

タ経験 ノ、12年 間 一1同 モナカツ タガ、夏期風 ガ

ナ クテ日光浴 ラ已 ムナク制限 シタ事 ノ・待々 アツ

タ ノデ アル。

爾第10表 ノ氣 温 日射 温ノ・日射 アル 日 ノ正午 ノ

月李均 デアル事 テ特記 シテ置 ク。

高 山 ノ輻射氣候 二於 イテ筒特記 スベ キハ、太陽

カ ラノ直射 デナ ク廣 イ天室 ト地 上 ヨ リ來 ル光線

デ ァル。 ソノ根源 ノ・云 フ迄 モナ ク日光 デ アル。

先 ヅ大 室 カ ラ來 ル光 二就 イテ述 くごル。輻射線 ガ

透 明 ナ媒膿 テ通過 スル場合、屈折卒 ヲ異 ニ スル

微粒 子 二逢 著 スル ト、 輻射線ノ・憤散 サ レル。 此

鑛 散 サ レル輻射線 ノ波長ノ・微粒 子 ノ大 キサー ヨ

ツテ決定 サ レル モ ノデ、微粒子 ガ小 サ ケレバ小

サ イ程 、波長 ノ短 イ光 テ鑛散 スル。從 ツテ微粒

子 ノ大 ナル者 ノ・熱 線 テ反射 シ可視 光線 テ披散 シ

紫外線 テ吸牧 シ、 中等度大 ノモ ノノ・熱線 テ旗散

シ可視 光線 ノ短 波長部 ト紫外線 ラ吸牧 シ、爾微

小 ノモ ノノ・、熱線 ニノ・無干渉 トナ リ、可覗 光線 ノ

長 波部 テ反射 シ短 波長部 ト紫外線 テ櫨散 スル。

高 地 ノ大氣 バー般 二清浮 デアル。 ソ レハ大氣 ノ

汚染 ノ第 一原 因 デアル人 生生 活 ノ稀薄 デアル事

卜、上昇氣流 ガ地形 上少 イ事 二因ル。1例 トシ

テRegnard(7)ガ 室 中 ノ細菌数 テ算 ヘタ結果 テ第

11表 二示 ス。

第11表 海抜 ト空中細菌数

地 名 繊m)腱 蕊)1
2000-40000

Thuner・See湖 上 500 8

Thune卜See湖 陣 ノ

HotelBellevue庭
■, 251

一一 一
600同上客室内 ,,

Paris/Montsouris

公 園
50 7600

Paris街 上 550001
闘

● 「

空中 二全 ク微粒子 ガ ナ ィナ ラバ、 日光ハ直線上

ラ進行 スル カラ(紫 外線部 ノ籏散 ノ・室氣 テ構 成

スル瓦斯 分子 デモー部 行 バ レルガ ソ レノ・不 可硯

デアル)大 室 ソ ノモ ノノ・全 ク嗜黒 デ アル。實 際 ハ

高山 二於 テモ極微 ノ微粒 子 ガ室中 二多撒俘游 シ

テ居 ル ノデ、 ソ レガ可覗 光線 ノ短 波部藍董部 カ

ラ紫外線部 デ籏散 スル。 ソノ結 果大 室 ハ濃藍 色

テ呈 シ、紫外線 モ櫨散 ノタメ地上 二達 スル
。

大室 カラ籏散 現象 ノタメニ地表 二達 スル短波長

線 ノ・大室 ノ廣 サ ノタメー一カナ リ ノ分量 ニナル モ

ノデ・且ill〔8)ノ測 定 ニヨル ト、6月 ノ晴 レタ日ニ

ハ太陽 カ ラ直接 來 ルモ ノヨ リ大 室 カ ラ來 ルモ ノ

ノ方 ガ却 ツテ多 イ程 デアル
。 コ レノ・高山 デ ノ事

實 デ アツテ低 地特 二市街地 デハ、室 中 ノ細塵 ガ

多 ク且粒子 ガ大 キ イノデ、 太陽 カ ラ直射 シテ來

ル紫外線 ガ少 イ ノノ・云 フ迄 モナ ィガ
、大 室 カラ
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ノ憤散 紫外線 ・・一層少 イ ノデ アル。

カウ云 フ事實 カ ラ見ル ト、大氣 中 ノ細塵 ノ・必 ズ

シモ不 都合 ノモ ノデナク微 細 ナモ ノノ・却 ツテ必

要 デ アル ト云 フベ キデアル。

筒一 ツ最後 ノモ ノ トシテ地上 ヨリノ反射 ニ ョル

光線 ラ見 ノガ シテノ・ナ ラナ ィ。最 モ重要 ナモ ノ

ノ・冬期 地上 二積 ル雪面 カ ラノ反射 デアル
。積 雪

面 ノ・卒面 デナ ク複 雑 ナ 反射面 ノ集合 デ アル カ

ラ、一鮎 二集 ツテ來 ル反射 日光 ノ面 ノ・カナ リ多

イ筈 デ アル。雪 ノ・長波 日光 テ98%紫 外 線 モ85%

ノ・反射 スル。 ソ レ故積雪 ノ冬ノ・此種 ノ反射 日光

モ十分 二問題 トナル。

次 ニノ・春期 ノ美 シイ新緑 ニ ヨル反射 モ亦若 干輻

射氣候 ノ問題 トナ リ得 ル。

以上述 べ タ高 山 ノ輻射氣 候 ノ特徴 ノ・、(1)日 射

量 ノ大 ナル事、(2)短 波 長 ノ豊富 ナル事 、(3)

季 節 ト時刻 二封 シ近似値 ニ アル事、 ノ3二 蓋 キ

ノレo

第6節 大氣 ノ帯電

大氣 ノ・電氣 ノ不良導膿 デ アル ト長 ク信 ジラレテ

居 タが、最近 室氣 モ導膿 デアル事 ガ認 メ ラレテ

來 タ。 然 シ大 室 ガ帯電 シテ居ル事 ノ方ノ・早 クカ

ラ知 ラレテ居 タ トコロデ アル。Tuma〔9)ガ 輕 氣

球 テ使 ツテ ノ實測 デノ・大氣 ノ・地表 二封 シテ(+)

二帯 電 シテ居ル が、甚 シク昇 ル ト又 ソノ帯電値

ノ・低下 一ヘル。 第12表 ノ・ソノ實測 デアル。

第12表 筑球中 ノ竃位逓減卒(Tuma)
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現 今 「ラヂオ」科學 ノ登達 ノ結 果、大 氣 ノ限界 ニ

アル成層 圏ノ・(一)二 帯電 シテ居 リ、此所 デ「ラヂ

オ」波 ガ反射 サ レテ再 ビ地表 二 達 スル 事 ガ知 ラ

レ、且叉此成層 圏 ノ高 サノ・時 々刻 々攣化 スル事

モ知 ラ レタ。此 成層 圏 ガ恐 ラク「オゾ ン」化 ノ最

モ強 イ層 デ、此 所 デ2900A以 下 ノ紫外線 ノ・「オ

ゾ ン」化 二費 サ レ且 「オゾ ン」・一 完全 二 吸牧 サ レ

テ、 地表 ニノ・決 シテ到達 シナ イ ノデ アラウ ト考

ヘ ラレテ居 ル。

Tumaノ 測 定 ノ・氣球 デ垂 直 二昇 ル場合 デアル ガ

地上 二突起 ガ アル様 ナ場 合ノ・其上 デノ・電位差 ハ

急激 デアリ、僅 力上 ツ タダケデ電位 ハ強 ク昇 ル。

大氣 ノ帯電 スル原 因ノ・大氣 瓦斯 ガ「イオ ン」化 サ

レル カラデアツテ、此 「イオ ン」化 ノ・大膿 三 ツ ノ

條件 デ起 ル ト髪ヘ ラ レテ居 ル。第 一ノ・地球 二根

源 ノアルモ ノデ、 「ラヂウム」、 「トリウム」ノ如

キ放射能 アル物質 カ ラ放射 サ レル 「エ マナ チオ

ン」ガ瓦斯原子 二働 イテ(一)ノ 電子 斗 放出 セ シ

メ、 ソ ノタメ残絵 ノ、(十)二 荷電 サ レル。第ニ ハ

最近獲 見 サ レタ宇宙線 ガ同様 ノ「イオ ン」化 ニ ア

ヅカツテカ アル事、第三 ノ・日光中 ノ短波長 デア

ル。此 三 ツ ノウチ第三 ノ、左程 ノ意味ノ、ナ ク、 第

一一 卜第ニ ガ ソノ圭 ナルモ ノデァル
。

第一 ノ「イオ ン」化 ノ・當然地表近 クニ強 ク、第ニ

ノ宇 宙線 ニ ヨル「イオ ン」化ノ・海抜 ト共 二張 クナ

ノレo

所 謂 室 中 「イ オ ン」 ト云 フ モ ノノ・、Elsterwニ ョ

レ バ右 ノ如 ク シ テ 生 ジ タ 各 個 「イ オ ン」ノ同 員 號

ノモ ノ ガ集 合 シ タ モ ノ デ γ ツ テ、 從 ツ テ(一)ノ

室 中 「イ オ ン」ハ 、(十)ノ 「イ オ ン」ヨ リ質 量 ガ小

サ イ。 ソ レ故(一)「 イ オ ン」ノ・常 二(十)「 イ オ ン 」

ヨ リ運 動 域 ガ大 キ イ。

此 室 中 「イ オ ン」ノ・反 封 員 號 ノ モ ノ同 志 衝 突 シ テ
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中 和 スル事 モ勿論多 イガ、室 中 ノ水滴 ヤ塵埃微

粒子 ト衝 突 シテ 電荷 テ 失ツ テ シマ フモ ノデ ア

ル。 水滴 ノ小 ナル モ ノニ「イ オン」ガ衝 突 シテ之

レト合禮 シテ所謂Langevin-ionト 云 フモ ノ…一・

ナル ト相 當 ノ重 量 ガ アル ノデコ レテ重 「イオ ン」

ト云 フ、重 「イオン」ノ・程 ナ ク沈 下 シテ地表 デ電

荷 テ失 ヅテ行 ク。 カウ云 フ重 「イオン」二封 シテ

先 二述 ベ タモ ノテ輕 「イオン」ト云 フガ、 ゴノ中
亀

間 ノ中間 「イオ ン」ノ存在 モ謹 明 サ レテ居ル。

最 モ問題トナル ノノ・輕 「イオン」デアル。何 故地表

二封 シテ大氣 ガ1+1=荷 電 サ レル カノ理由 ハ先

二述く・タ様 二1-1ノ 輕 「イオ ン」ノ・(+/ノ 輕 「1

才 ン」ヨリ蓮動 域 ガ大 キ イノデ、他 ノ事物 二衝突

ジテ放電 スル事 ガ(十)「 イオン」ヨ リ多 イカラデ

ア ル 。

右 ノ・勿論 地表近 イ大氣 中 ノ事 デアツテ、非常 ナ

高所 二於 テノ・(+)(一 ♪ガ同撒 トナ リ尚高 ク成層

圏 デノ・(一)「イ才 ン」ガ却 ツテ多 クナル貼 ノ設明

ノ、今 日マグー致 テ鋏 イテ居 ル。

高 山 二於 ケル大氣 ノ電氣 的特徴 ノ・次 ノ如 キ四1貼

デ アル。「イオン」化 ノ旺盛 ナル事 ガ先 ヅ第一 気

之 レノ・地表 カラ ノ「エマ ナチオ ン」ノ多 キ`!汗 字

宙線 ノ多 キ事 一 ヨルモ ノデ、 第ニハ傳 導能 ノ高

キ事、 ソ レノ・「イオン」撒 ガ多 キ事 二原 因 シ、第

三ノ・「イオ ン」数 ノ多 キ事 デ、ゴ レノ・失ノ・レル「イ

オン」敷 二比 シテ 「イオン」化 ガ 旺 盛 デアル ノガ

原因 デ アル。 「イオン」ノ失 ハ レル事 ノ少 イ ノハ

地表 ノ狭 イ事 ト、亘大 ナ細塵 ノ少 イノガ ソ ノ主

ナル理由 デアル。最後 ノ特徴 ノ・地表 テ距 ツル ニ

從 ツテ ノ帯電差 ノ小 サ キ事 デ、之 レノ・傳 導度 ノ,

多 キ事 ノ結果 デアル。(地上 二突起 ノアル場合 ハ

逆 デアル事 ノ・前述 シタ)

大 氣中 二「イオン」撒 ノ多 キ事、又(+)(-1「 イ オ

ン ノ量的割合 ガ、生禮 ニ ドウ云 フ影 響 ガアル カ

ニ就 イテハ未 グ定詮 テ鋏 イテ居 ル。一部 デハ「イ

オ ン」撒 ノ多 ギ ド、(一)「 イオ ン」ノ多 キ事 ガ衛生

的 デアル ト稻 ヘテ居 タガ、最近 フランスノ氣候

學 界 デConstantinci1)ノ ・(一)「イオ ン」ノ優越 ノ・結

核療養地 トシテ不適當 デアル 喉ヲ詮 キCattier(1.

ノ・(+)(一)「 イオン」ノ卒衡状 態 ニ アル事 ガ衛生

的 デ アル ト読 イタ。

私達 ノ・富士見 二於 テ若干此室 中 「イオ ン」量 テ測

定 シタガ、案外 「イオ ン」数 ノ・多 クナク(計500-

800)デ 、 ム シロ(十)「 イオ ン」ガ 若干優越(55封

45)シ テ居 タ.此 貼 ノ・爾後 日 ノ研究 二 譲 ル ツモ

リデアル。

第4章 富士見高原

高 山氣候 ノー一般的特徴 二就 イテノ・前:笠 ∴説 イタ

ガ、高 山氣候 ナルモ ノノ・標高 ノ ミデ決定 サ レル

モ ノデナ ク、緯経度海流等 ニ ョリ左右 セ ラル ・

所多 ク、又 ソ ノ地 ノ地勢 等 モー一層 深 イ影響 ガ ア

ルモ ノデアル カ ラ、私達 ノ縄験 テ詮 ベ ルニ先立

ツテ、冨士見高原 ノ地勢位 置一般的氣候 ラ弦 二

述 ベ ル事 ニスル。

1.位 置 富士 見高原療 養所 ハ 東維138度14

分 、 北緯35度54分 ノ長野縣諏訪郡落合村 二位

置 シテ居ル。

2.地 勢 東北方 凡 ソ8粁 乃 至12粁 二標高2700

乃 至2900米 ノ八 ケ岳連峯 ガ 欝 エ ソノ裾野 ガ 南

方 ニユルヤカニ延 ビテ釜無賂谷 二及 ブ傾斜 ノ凡

第1固 富士見高原地勢圖
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ソ5分 ノ4ノ 位 置、 海抜998米 ノ所 二療養所 ・、

ア リ、 此腿 カ ラ南方2粁 ノ所 力「7傾斜 ノ・急 トナ
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ツテ釜無賂 谷 二入 ル。

東南 ノ・矢張 リユルヤ カナ傾斜 デ アル ガ10粁 モ行

ク ト傾斜 ノ、急 トナツテ釜無賂谷 二落 チル。

釜無川 ノ封 岸ノ・南 アル プス連 峯 デ皆標 高2800米

ラ越 エテ居 ル。此賂谷 ノ深 サバ中央 線 ノ日野春

騨 カ ラ長坂騨迄 ノ車憲 カラ見 ル ト最 モ明瞭 デア

ル ガ富士見 カラノ・見ル事 ガ出來 ナ イ.サ ウ云 フ

黙 カ ラ云 フ ト富士 見高原 ノ・Abhangト 云 フヨ

リノ・Plateauト 云 フベ キデ アル。

釜 無谷 ノ・ソ レ故療養所 カ ラ云 フ ト南 々西 カラ東

..南 二向 ツテ下 ツテ東 々南 ノ方向 デ甲府盆地 二開

iテ 居 ル ノデアル。(第1圖 参 照)

西 北方 モ上 リ傾斜 デアル。 ソシテ八 ケ岳連 山 ノ

尾根 テニ ツ三 ツ越 シテ諏訪 盆地 カ ラ松本ZF二 及

ビソ レヵ ラ先 ノ・再 ビ北 アル プスノ高峯 トナル。

第13表

即チ冬期 ノ西北季節風 ハ先 ヅ北 アル プステ越

工、次二八 ケ岳 ノ西方へ延 ビル尾根 ヲ越 エテ後

富士見高原へ來ル。此八 ケ岳 ノ西方ヘノ尾根 ノ

間二蓼科高原ノ・位置 シテ居ル。富士見 ノ西々北

ニアタル。

療養所 ノ東南 ニハ甲府盆地ヲ越エテ富士 ノ秀峯

ガ見エルガ、ソレヲ中心 トシテ30度 ノ角度 ダケ

ガ富士見ヨリ低 イグヶデ他ハ各方面皆高 イ山デ

ア ルo

療養所近 ク南 カラ南 々西二戸数三百程 ノ富士見

騨前部落 ガアル。白樺落葉松 ノ自然林ガ主 デ植

林 シタ松林ガ散在 シテ居ル。

3.氣 候 富士見高原 ノ氣温氣漁等 ノー般氣候

ノ月卒均ノ・第13表 二示 ス通 リデアル。

氣温、氣 黒 氣墜ノ低 キ事ハ當然デアル。風速二就

富士見高原 ノ氣候(1916-1923)(中 央氣象垂報ニヨル)

・月2月13月14月i5月16月17月i8月19月1・ ・月 ・・月1・2月1全 年

手 均 氣 膣 676・q676・41677・7 678.1 676.2 675・91678・2 677・71679・61680・3 679.9677.1
9

677.8

平 均 氣 温 96,qg7.41 0.9 7.9 11.9 16.4 20.6 20.8
願

17・3110・9 5.0 99.0 8.7

日 々 最 高

氣 温 ノ 準 均
1.1 2.8 6.9 14.0 17.9 21.3 25.4 25.7 21.7!・6.・1・ ・.6

1

4.2 13.9

日 々 最 低
氣 温 ノ ヱF均

91・1i 92.2 95.8 2.1 6.3 12.1 16.6 16.8 i13.76.6} 0.2 94.6 4.0

最 高 氣温 ノ極 12.1116.8 20.0 28.7 25.3 29.5 30.6 32.3 29.5t22.7 20.4 15.4 32.3

最 低氣温 ノ極 82.7182.。185.9 93.0 98.6 4.3 10.5 10.5 2.2 96.司90.8 85.3i82.0
「

蓋撃 験 ・鳶 119 .4119.11

22.1 21.1 19.2 15.1 16.1 16.7 19.2

5

18.0
1

16.3;22.1
1

平 均 漁 度 65.5 68.司67.7 69.2 72.5 81.8 83.4 84.3 87.5

20

83.0 84.2 67.3175.4

最 小 漁 度% 6 818 12 10 21 28 27 !13
f

13 6 6

卒均水蒸氣張力 2.2 2.61 3.4 5.5 7.4 11.3 14.8 15.0 12.7 8.0 4.9 2.9 7.6

日 照 時 数
1173
.8167.0 206.5 200.3 205.4 151.6 190.1 195.4 130.0 137.7 151.7 164.6 2074.1

同 上 百 分 率 54.7154.7
1

55.9 51.1 47.3 34.9 43.1 47.0 35.1 39.4 49.6 54.6 47.3

不 照 日 数 2.6 4.1 3.6 4.7 4・316・7 3.9 3.1 7.6 8.6 4.7 3.4i57.3
降 水 量(粍) 71.0 77.0 129.3 121.1 144.6 195.6 167.7 145.9 274.9 169.5 102.0 59.3 1657.9

降 水 日 激 i1・4i10・4 13.3 13.0 14.4 17.7 16.7 15.7 17.0 14.6 12.0 10.1 166.3

亭均風速(米1秒) 3.1 2.8 3.0 2.9 2.5 2.3 2.0 1.9 1.9 2.1 2.5 2.8 2.5

最 多 風 向 WNW WNW W W W SE SE SSE SE NW W W W

亭 均 雲 量 4.3 5.2 5.4 6.5 6.6 7.9 7.5 7.3 7,816.61 5.2 4.5 6.2

快 晴 日 倣 8.7 6.1 6.0 2.7 3.0 1.4 1.0 1.7 1,1・3.6

1
6.9 7.3 49.5

曇 天 日 鍛 5.6 7.9 8.7 12.4 13.0 19.0 16.9 15.4 17.7114.3 8.0 5.1 144.0

雪 ノ 圓 倣 13.6 11.7 10.1 1.9 一 一 一 一
i

-iO ・1 4.4 10.1 51.9

霧 ノ 日 数 0.3 1.9 3.0 6.3 5.7 7.1 6.0 7.4 9,117.4 2.7 1.6 58.5

積 雪 ノ 日 敬 29.3 24.3 16.9 一
= 一 一 一 一}0 .1 3.0 17.1 90.7
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イテノ・冬期 ノ西北 ヵ ラノ季 節風 ガ最 モ問題 トナ

ルガ、 ソノ黙 二就 イテノ・大要 ノ・既 二述 べ タ。唯

局所的 ノ黙 デノ・、諏訪 盆地 二比 シテ富士 見ガ風

速 小 サ イ事、蚊 二所 謂八 ケ岳颪 シノ・圭 トシテ東

第14表

南 方二吹 キ下 シ、 中央線長坂 カ ラ甲府 盆地 二 ヵ

ケテ吹 ク ノデ、富士 見ノ・難 テ免 ガ レテ居 ル事 ラ

特記 スル。南方乃至南 々東 二向 ケテ建 テ ラレテ

居 ル療養所病 室前 ノ「ベ ランダ」ハ、風 ノタノニ

日光療 法 二困難 スル事ノ・殆 ン ドナ久 又冬期 ハ

太陽位置 ガ低 イノデ、南壁 ラ十分開放 出來 ル様

二建築 サ レテ居 ル ノデ、風 ノ日ノ・室 内 デ ノ日光

浴 ガ可能 デ ァル。

多期 ノ逆 デ夏期 ノ・風速 ラモ ウ少 シ希望 スル實情

テ アル。

秋 ノ霧 ノ・特 二少 イ。此黙殆 ン ド標 高 ラ同 ジクス

ル輕 井澤 ト格段 ノ差 ガ アル。

日照時敷 ノ・スヰ スノ療養所 ト比 較 スル ト遙 カニ

多 イガ、東 京 ト比 較 スル ト案外多 クナ ィ(東 京

2005.8、 富 士見2074.1♪ 此 富士見高原 ノ日照時

数 テ日本 ノ高 山測候所 ノソレ ト比較 スル ト第14

表 ノ通 リデ アル。

標高 ト日照時激

箱 根 山1伊 吹 山 船 津 追 分 筑 波 山 富 士 見

標高(m)

北 緯

東 経

936.21375.5

日照時数

35Zllil35C25'
13goO1!136。24ノ

1476.7 1566.8

859.6

35つ30!

133。46

2422.6

999.1

36T20!

13833ノ

2136.0

868.6 98と.0

36。131 35。54

140。06

1966.5

138。14

2074.1

備考

此 表 デ見ル ト船津、追分、富士見、筑 波山、伊

吹 山、箱根 山 ノ順 二 日照時 ガ少 クナツテ居ル。

箱根、筑 波、伊吹 ノ・李野 ノ中 ノ山 デ雲 ガヵ ・リ

易 ク、 又比較的海 二近 イ。船 津ハ富士山麓 ノ云

ノ・・盆 地 デアル カラ朝タ ノ霧 ガ少 ク、追分 ノ・午

後 ヨク晴 レル西南 ノ緩 イ傾斜 デ アル。

日光浴 ノ關係 カラノ・午前 中 ノ日照 ノ多 イ ノガ理

想的 デアル。 サウ云 フ繹 カラ、 日照時 ノ長短 ダ

ケデノ・、 日光療法 ノ實施 上カ ラ、土地 ノ適不適

ノ・判断 シ得 ナイノデアル。何故 ナ ラバ 日光療法

ハ特別 ノ場合以外ハ1日5時 間6時 間績 行 スル

必要 ナク、 ム シロ日光浴不可能 ノ日ガ連績 スル

事 ノ方 ガ困ル ノデアル。 ソレハ 日光療 法ハ 日光

刺戟 ノ蓄積作用 二圭鮎 ノ置 カ レル モ ノデ アル カ

ラテアル。

富 士 見(1916-1923準 均)他 ・・(1935)

第15表 日光療法實施上 ヨリ観タル日照日数
1

1月

2月

3月

4月

15月

6月

7月

8月

9月

110月

i11月

i12月

年
■1

可 能

42

81

81

61

81

71

02

22

61

71

81

02

522

不全可能

1

一
1

一2

「3

一
2

一
2

一
2

一
1

一
1

一
〇

一
1

一
〇

一
16

不可能

6

9

1

1

1

1

9

8

3

4

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

21

上
能
以
不
日
績
藪

3
連
回
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第15表 ノ・日光浴 テ完全 二行 ヘ タ日 ト、不 完全 ナ

ガ ラ可能 デア・ソタ日(例 ヘ バ1時 間正 午前後 二

日光直射 ガ アツテ他 ノ・直射 ノナカ ツタ日1又 日

光直射 ナ ク日光浴 ラ行 ヘ ナカツ タ日等 テ3年 二

亙 ツテ月李均 テ出 シタモ ノデ アル。 此表 デ見 ル

ト富士見高原 ノ・カナ リ日光療法 ニノ・適 當 ノ所 デ

アル ノガ知 ラレル。

高 山氣候 ガ標 高 ヨリノ・寧 ロ地勢 ニヨツテ決 定 サ

レル事 ヲ示 ス適例 トシテ、先 二述 べ タ蓼科高原

小齊温 泉 ト富士見高原療養所 トノ氣候 ノ比較 テ

試 ミル。標 高ノ・蓼科高原 ノ方 ガ500米 程 高 イ。

此雨 地 ノ距 離ノ・直線 テ引 ク ト僅10粁 シカナ 久

最 モ異ル黙ノ・富 士見高原ハ南方 カラ東南 ヘ ノ傾斜

デアル ノニ、蓼科 高原ノ・西南 二向 ツテ ノ傾斜 デ

アル事 ト、富士 見高原 ト蓼科高原 トノ間 二へ 南

南西 ノ方 向 二下ル八 ケ谷 ノ尾根 ガニ ツ程 アル。

勿論寓 士見高原 ノ方 ガ南 二位置 シテ居 ル。

昭和11年 ノ12月 カ ラ翌年!1月 ニ カケ テ冬期

間 ノモ ノヲ比較 シテ見 タ。蓼科高原 ノ測定 ノ'名

古屋腎大 ノ鯉沼教授 ノ測候 所 ノ記録 ト、 ソ ノ頃

學齢 見童 ノ養護 ノタ メ高山氣候 テ利用 シテ居 ラ

レタ池 口輝 雄博 上 ノ観測 デ アル。

第16表 ガ ソ レテアル。

第16表 東京、蓼科高原、富士見高原 ノ氣候

(24/Xll-511)

氣 膣亭均(mm)

氣

温

氣

高最

低最

均

高最

最 低

牛 均

氣 温 「晴 天 正 午)

日射 量(晴 天 正 午)

T==26.5十 〇.3t

十 〇.2d

東 京1蓼 科
,

656762

10

一ユ

至

79

坐

63

2

-7

-3

78

44

64

ユ

49

37

1

富士見

667-

4

一3

0

78

31

56

4

35

41

第16表 デ見ル ト氣歴ノ・標高 二準 ジテ居 リ氣温

モ大膿標高 二準ズルガ氣撚ノ・蓼科高原 ト東京 ト

最高最低卒均殆 ンド同檬 デアル。氣漁ノ・元來標

高 ト共 二低下 スベ キデアル ノー、何 故 二蓼科 高

原 ノ・東 京 ト同様 ノ氣 漁 ナ ノデア ラウ カ。勿論氣

温 ガ蓼科 高原 ・・東京 ヨ リ遙 カニ低 イ ノデ ァル カ

ラ、絶封 漁度ノ・蓼科高原 ノ方 ガ遙 カニ低 イ。

蓼科 高原ノ・西南 ヘ ノ傾斜 デアル。從 ツテ先 二詮

イタ日出 卜共 二起 ルベ キ谷風 ガ起 ラヌタ メ霧晴

レガ悪 イ。 ソノタ メ各霧 ガ滞留 シテ日射 ト共 二

消散 シテ漁度 テ低 ク シ難 イ。然 ル ニ富士見高原

ノ・東南 ノ傾斜 デ アル カラ谷風 ガ日出 ト共 二起 ツ

テ漁度 ノ高 イ大氣 テ八 ケ谷 二上 ツテ行 ク可能性

ガ アル。

尚一一層漁度 ノ黙 デ蓼 科 ト富士 見 テ差 異 ア ラ シメ

ル ノノ・冬期 ノ季 節風 デ アル。 日本 海 テ西北方 カ

ラ吹 イテ來 ル風ノ・北 アル プス連 峯 テ吹 キ上 リナ

ガ ラ大部 分 ノ水蒸氣 テ雪 トシテ北 陸地方 二降 ラ

セテ信濃 二入 ル時ノ・相當 二乾燥 シテ來 ルガ省 十

分 デノ・ナ ク蓼科高原 二達 スル。 ソ レガ尚進 ンデ

八 ケ岳 ノ尾根 ラ越 エテ富士 見へ達 スル迄 ニチ ラ

チ ラ雪 テ尾根 ノ北西側 二降 ラ シテ初 メ テ富士 見

高原 二達 スル時ハ 「フエ ン」風 ノ意 味 デ乾燥 シテ

來 ル。 ソ ノタメニ氣 温 ノ高 イ正午 頃 ニナル ト富

士 見ノ・蓼科 高原 ヨ リ遙 ヵ二灘度 ガ低 下 スル ノデ

アル。

ソ ノ漁度 ノ差 ガ正 午 ノ日射温 テ富士見 二於 テハ

蓼科 ヨ リ遙 カニ高 カ ラシメテ、裸 身 テ日光直射

ノ下 二曝 ス時、 富士見 デノ・汗 テカ ク程 暖 カ ラ シ

メル事 トナル ノデアル。高山氣候 ノ優越 スル ト
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否 トハ此蓼科高原 ト富士見高原 ノ比較二観テモ

標高 ノミデ決定サ1ノズ、地勢 ニョツテ重大 ノ差

異 アル テ特 二注意 スベ キデ アル。

第5章 高山氣候ノ生物二封スル影響

如上高山氣候 ノ特徴 二就 イテノ・大膿 詮 イタガ、

ソノ特徴 ガ人罷 二封 シテ如何 ナル影響 テ與 ヘル

カ テ此章 二於 テ説 カ ウ ト思 フ。 云 フ迄 モナク高

山氣候 ノ、低地氣候 トノ比較 二方全テ初 メテ意味 ノ

アルモ ノデ アル カラ、高 山氣候 ノ特徴 ト云 フウ

チニノ・、氣候要素 ノ種 々ナルモ ノガ含 マ レテ居

ル タメ、高山氣候 ノ生物 二封 スル影響 モ、アルモ

ノノ・氣候要素 中 ノ或物 ノ特異 サガ原因 トナ リ、

或影響 ノ・氣候 要素 ノ2、3ノ 総合 ノ特異 サガ原因

トナツテ居 ルモ ノモ當 然 アリ得 ル ノデ アル。

又 ソノ所謂影響 モ、生禮 ソノモ ノガ永 ク高 山 二

滞 在 シタル場合、短 時 日滞 在 シタル場合 トニハ

相 當 ノ差 アルベ ク、又 元來 ノ住居地 ノ高低 ニ ヨ

ツテ、高山移住後 ノ影響 二相當 ノ差異 アルベ キ

事 ノ、想像 二難 クナ ィ。

ソ レ等複雑 ナル條件 ヲ顧慮 シツ ・私 ノ・次 ノ各 節

二分 ケテ此 問題 テ設 ク事 ニ スル。

第1節 皮膚 二劉スル影響

結核特 二肺結核 ノ褒病誘 因 トナ リ、叉 ソ レノ曾

悪逐進 ノ原 因 ノ圭 タルモ ノノ・所 謂感冒 デアル。

感 冒ノ・要 スル ニ血液 恒温 ノ破壌 ガ重要 ナ原 因 デ

アリ、血液恒温 ノ破壌ノ・皮 膚 ソノ他 カラ ノ外界

ヘ ノ失熱 二封 スル調節機能 ノ不調 ガ ソノ原 因 ノ

主 ナルモ ノデ アル。

人膿 内デ登 生セ ラル ・熱 ノ消費ノ・凡 ソ三 ツ ノ途

二因 ツテ行ノ・レル。 即 チ膿 表 ヨリ ノ放熱 、呼氣

拉 二糞 尿 ニヨル失熱、飲 食物 ヘ ノ與温 デアル。

此 三 ツノウチ皮 膚表面 ヨ リノ失熱 ハ輻射傳導 蒸

叢 ノ三條件 二因ル。輻射 ノ・皮膚 ノ温度 トソ レニ

直接 スル外 界温度 トノ維封温 度 二封 スル差 ニョ

ツテ相 殺 サ レル モ ノデ アル ガ、裸 身 テ日光 二曝

ス様 ナ場合ノ・日光輻 射 ノ度 ガ又併 合 シテ來 ル。

傳導 ノ・熱 ノ導膣 テ媒禮 トシテ高 温 ノモ ノヨ リ低

温 ノモ ノニ熱 ガ移動 スル ノデアルガ、 普通 ノ場

合皮膚ノ・衣服 デ覆ハ レテ居 ル場 合モ室氣 ト直接

接濁 シテ居 ルモ ノデ アリ、室氣ノ・元來熱 ノ不良

導膿 デ アル ノデ傳導 ニヨル皮膚 カラ ノ失熱 ノ・左

程問題 トナ ラヌ。 皮膚 二接燭 スル室氣 ガ漁度高

イ時ノ・室氣 モ亦熱 ノ導禮 トナル ト設 カ レテ居 タ

ガMoerikoferノ ・實験 上 コレテ否 定 シテ居 ル。

人類 ノ皮膚 ノ・常 二漁潤 シテ居 ル ノデ絶 エズ蒸獲

ガ行 ノ・レテ居 ル、 ソ ノタメ皮膚 カ ラ蒸磯熱 ガ奪

ノ・レテ居 ル。此 蒸畿 ノ度 ハ皮膚 ソノモ ノ ・温度

拉 二乾漁 ト、 ソ レニ接燭 スル室氣 ノ漁度 ニ ヨツ

テ左右 セラル ・。

適 當 二若衣 シテ居 ル場合 ノ・嘔幹 ノ皮 膚 二接燭 ス

ル室氣 ノ温 度ノ・皮膚温度 ト殆 ン ド同温 デ ア リ又

ソノ漁度 ノ・飽和黙 二達 シテ居 ル。 顔面手 足 ノ如

ク露出 シテ居ル艦部 ノ皮膚 カ ラハ絶 エズ失熱 ガ

行 ノ・レテ居 ルガ、健康人 二於 テノ・若 シ此種 ノ失

熱 ガ農 内恒温 ノ破壌 ラ起 ス懸念 アル場 合ノ・、 直

チニ ソノ部 ノ皮膚 二反射 テ起 シ、皮 膚 ノ流血量

テ加減 シテ皮膚 温度蛇 二皮 膚1燃閏度 テ攣 ジ且又

皮 膚 ノ滑 卒筋 モ共 同動作 ヲ行 ツテ皮膚 カラ ノ失

熱 テ調節 スル。

又他方皮膚 ノ温度 ト艦 内温 トノ差 ノ・、寒温感 テ

意識 セ シメテ適當 ナル着衣 テ促 スガ、寒温感 ハ

償 レ易 ク月.又寒温感 ノ、必 ズ シモ失熱 ノ度 ト蚊 行

スルモ ノデナ ィタメ(入 浴後温 ク感 ジナガ ラ失

熱 多 キガ如 ク)除 リ合 目的 デナ イ。ム シロ無意識

下 二行 バ レル皮膚 ノ反射作用 ノ敏 感 サガ重要 デ

ア ル 。
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高 山氣候 バー般 二低漁 デア リ且又漁度較差 ガ多

イ、加之低温(盟 内温 トノ差 ガ多 キ の デモ アル。

叉輻 射氣 候 ノ強烈 サバ 日中 ト夜 間 トノ皮 膚 ノ輻

射 失熱 ノ差 テ多 カ ラシメル。

コ レ等 高山氣候 ノ特徴 ハ露出皮膚部 ノ失熱 二封

スル反射作 用 ノ訓練 二役立 チ、特 二大氣開放療

法 テ行 フ時 バー層 数果顯著 トナル。

露 出 セル皮 膚 ガ ドレ程 冷却 サ レルカ テ測 定 スル

器具 ハ今 日Thelenius/Frigorimeterト 勢

働 研究所 ノ生膿寒暖 計 トガアル。 前者 ハ36度

5分 一37度5分 ノ範園 ノ恒温 テ持 ツヤウニ造 ラ

レタ黒球 テ戸外 二置 キ、冷却 ノタ メ球 ガ36度

5分 以下 一ナル ト通 電 シテ37度5分 マデ温 マ

ル トキ停 電 スル装置 デ、通電 中ダ ヶ時計 ガ「セ

コ ン ド」テ刻 ム檬 ニナ ツテ居 ル。 此時 間 ノ長 サ

ニ ヨツテ冷却量 テ 測定 スルモ ノデ、 冷却量 ノ・

mg.cal/cm2/minデ 現 ス。此装 置ノ・濤被 テ全然

度外覗 シテ居 ルガStraus'13)ノ ・皮膚 ノ温度 ト實

測 シタ結果17度 乃至25度 ノ氣 温範 園 デノ・皮膚

ノ温度 ハ風速 ト、血温 ト氣温 ノ差 二比例 シ漁度

ニノ・無 關係 デ アル ト決論 シテ居 リ、前述 且ann

ノ實験 式 デモ撚度ノ・除外 サ レテ居 ル黙 ヨ リ見 レ

バ必 ズ シモ此1貼 テ難 ジナ ク トモ イ ・カ ト思 フn

Frigorimeterノ 長 所 ノ・輻射氣候 テモ顧慮 シテ

居 ル1デ アル6

Moerikofer(i4>ハ 長年 ノ軍均値 カ ラ、(1》 冷却量

ハ冬期 二多 ク夏期 二少 ク、(2)高 地 ノ冷却量 ハ

年較差 ガ少 イ、 ト云 ツテ居 ル。Dornoノ 感 ジデ

ノ・此器 具 デ ノ冷却 量 デ0-5mg.cal/cm2/min・

ノ、unangenehmheissデ5-10ノ 、angenehm

10-15ノ ・leichtkifhl15-20ノ ・kalt20以 上

ノ・unangenehmkaltデ アル ト云 フ。

私 モ此器械 デ測定 ラ行 ツテ居 ルガ マグ年 月 ガ少

{ノ デ報告 ノ域 二達 シナ イ。

努働研究所 ノ生禮寒 暖計 ノ・恒温 ノ硝 子球 二漁布

テカ ケテソ レガ冷却 ノタメ何度 トナツテ居 ル カ

デ讃 ンデ冷却 量 テ知 ル装 置 デアルガ、 コレハ長

時間 二亙 ル冷却量 テ知 ル事 ノ出來 ヌ黙 ト輻射 ラ

度 外覗 シタ黙 ガ稽 気鋏黙 デアルガ、漁 度 テ顧慮

シテ居 ル黙 ガ長所 デアル。

私達 ノ檬i二冷却量 ト日光浴 トノ關係 テ研 究 スル

者 ノ・FrigOrimeterテ 使 用 ズベ キデ ア トル思 フ。

高 山氣候 ノ皮 膚 二封 スル影響 中、特 二意義 アル

モ ノノ・、皮 膚 ノ色素沈着 デアル ガ、 ソレハ† ト

シテ高ll」ノ輻 射氣候 ノ特異 サニ因 ルモ ノデアル

カ ラ、高山 二於 ケル 日光療法 バt二 述 ベル事 ニ

ス ノレo

第2節 血液 二及 ス影…響

高 山氣候 ガ血液拉 二造血器 二重 大 ナ影響 テ與 ヘ

ル事 ノ、PaulBerth(1878)ノ 記 載以來詳知 ノ事

實 デ、 ソノ後 ノ文献 モ枚塞 ノ繁 二堪 エナ ィ。

赤血球数蛇 二血 色素 先 ヅ耳朶 カ ラ探 取 シタ

血液 中 ノ赤 血球 数 ガ、登 高 ニ ヨツテ壇 加 スル事

ノ・誰 デモ承認 スル所 デ、Zuntz,Loewy'iS,ノ ・諸

學 者 ノ調査成績 テ列記 シテ居 ルガ、之 レヲ'圖示

スvバ 第2圖 ノ檬iデ アル。

標高 ト共 二酸素 分厘 ガ低 下 スル割 合 二封 シ、若

シソ レテ赤血球 ノ増 加 ノ ミデ代償 シテ肺 二於 ケ

ル酸素 吸牧 量 テ同一 ナ ラシメル トスレバ、赤血

球 激 ノ増 加ノ・ドレ程 デナ クテノ・ナ ラナ ィカ テ机

上 デ算出 シタ曲線 テ私 ハ第2圖 二記 入 シテ置 イ

タ.勿 論肺臓 テ流 ル ・分時血 量 テー定 ナ リトシ

テ ノ假 定 二於 テ ー"アル。

此 算出赤 血球 数 ト實測赤 血球 藪 トノ雨 曲線 テ比

較 スル ト、標高 ノ低 イ所 デノ・理論的算 出血球 撒

ヨ リ實測血球撒 ノ方 ガ多 イ。 コ レノ・恐 ラクノ・此

實測数 ガ登高 者 テ使 ツテ ノモ ノデア)レタメ、必

要 ニセマ ラレテ幼若 ナ赤 血球 自Pチ血 色素含}1セノ

比 較的少 キ赤 血球 ガ流血 二現 ル ・故 二理論数 ヨ

リモ多 クノ赤血球 ガ現 ル ・二到 ツタモ ノデ、若

シ高山土著 者 ナ ラバ恐 ラクヨリ少 キ血球数 デ事

足 ル様 二成熟赤血球 ガ流血 中 二存 スル ノデハナ
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第2圖 海抜ト赤血球数
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イカラ、思ノ、シメル。

3000米 ラ越 エル ト事 ノ・逆 ニナル。此標高 ノ・既 二

佃 酔 ヒト云 フ 病的現 象 ノ出現 スル 標 高 デ アツ

テ、登高者 ノ骨髄 ノ・既 二其赤血球新生 ノ限度 以

上 二到 リ、必要以下 ノ程度 ニ シカ流血 中赤血球

テ持 チ得 ナ イノデアラウ、 ソ レガ又 山酔 ヒノー

'ソノ原 因 デモ ア リ得 ル ノデ アラウ
.

第2同 ノ・研究者 モ被験 者 モ別人 デ アルガ、大禮

二於 テ標 高 ト共 二赤血 球撒ハ檜加 シテ居ル
。然

シ同一被験者 デ調査 シテ見ル ト、個人差 ノ・アル

ガ、或 ル標 高迄 ノ・標高 ト共 二赤血球籔 ノ・檜加 ス

ル ガ、 ソレヲ越 エタ標 高 デノ・赤血球撒 ノ・却 ッテ

減 少 スル傾向 ガ アル ト云 フ報 告 モ アル。Zuntz,

Loewyノ 大 ゲ サナ報告 中ニモ被験者 ニ ヨ リ500

米 ヨ リ2150米 、又2150米 ヨ リ4500米 ノ方 ガ却

ツテ赤血球撒 ガ減少 シテ居 ルモ ノガア リ
、本邦

デモ金澤醤大大里 内科教室 ノ白山、 市 ノ瀬(16)富

士 山 二於 ケル研究(17)東北 帝大熊谷 内科教 室 ノ須

川温泉㈹ デノ研究 ニモ、被験者 ニヨ リ同様 ノ結

果 ガ報告 サ レテ居 ル。

然 シ高地登 高 ガ赤血球 ノ増加 テ來 スモ ノデァル

事 ノ・誰 モ異論 ノナィ所 デ、此檜加 ノ・低 地居住者

デノ・既 二3・400米 ノ登高 デ見 ラ レル。唯 ソノ増

加 率 ハ個人差 ガ多 久 大艦 二於 テ低 地 二於 テ赤

血球撒 ノ少 キモ ノ程、登高 ニョル檜 加卒 ガ大 キ

イ。 私達 ノ調査 デモサ ウデアツタ。(第17表)

第17表 原 赤血球数 ト登高 トノ影響

(入所患者)

登 高 時 翌 朝

赤血球轍赤血球敬 墳 加 率

第1例 343 393.5 十14.72%

第2例 352 433 十23.01%

第3例 418 453 十8.37%

第4例 450 5011+11.必%

1+、 、.2。%第5例 464 518

第6例 468 510 十8.75%

第7例 479 524 十9.38%

第8例 480 534 十11.25%

第9例 489 517 十5.85%

第10例 497 535 十7.67%

第11例 523 519 一 〇.77%
一

飴 リ高 イ標 高 デノ・却 ツテ赤血球撒 ガ減少 スル ト

云 ツテモ、 ソレノ・中等度 ノ標 高 トノ比較 デアツ

テ、低 地 ヨ リ尚減 少 スル事 ノ・ナイ。恐 ラク此 意

味 ノ減 少ノ・先 二想像 シタ通 リ登高 ノタメ ノ過度

ノ努働 及所謂 山酵 ノ病的現象 デアラウ。

結核 ノ高 山療法 トシテ磨用 サ レル標高 ノ・實 際上

先 ヅ2000米 以 下二限 ラ レテ居ル カ ラ、赤血球 ノ

減少 ハ當面 ノ問題 トノ・ナ ラナ イ。

私達 ノ・富士見高原 二於 ケル赤血球撒 テ、富士見

永住 者(元 來 ノ居住者及歎年 以上 ノ滞在者)富 士

見 ト低地 トテ短時 日間 二往復 スル者、 入所 患者

ノ3群 二就 イテ調査 シタ
。第18表 乃 至第20表

ガ ソノ結果 デアル。

富士見永住者 ノ調査 テ見ル ト、意外 ニモ赤血球

籔ノ・男 女共 二増加 シテ居 ラナ ィ。 而 シテ血色素

係歎 ノ方 ガ明 カニ檜 加 シテ居 ル黙 ガ注 目二値 ス

ル。術弦 二注意 スベキ事 ノ・
、私達 ノ・調査 ノ時、

富士見 へ來 テカ ラ2、3年 一ナル看護婦 ラ富士

見永住 者 ト見倣 シテ赤 血球撒 テ算 ヘ タ ノデ アル

ガ・此群ノ・赤血球 撒 ガ多 カ ツタ事 デアル
。少 ク ト

モ撒年 テ富士 見デ過 シタ者 二於 テ初 メテ赤血球

籔 ガ低地 ト同様 ナ1デ アル。

此事 實 ヨリ見 ル ト、高地 ノ温泉 ナ ドニ雇ノ、レテ
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居 ル使用人 テ、慢然 ト高地居佳 者 トシテ扱 ツタ

報 告 ハ信 テ置 クー足 ラナ イ ト思 フ。高地居住者

トシテ眞 二正 シイ ノハ、高地 二生 レテ高地 二育

ツ タモ ノデナ クテノ・ナ ラナ ィ。

今迄 ノ報告 中高地居佳 者 ノ赤血球 数 ガ登高者 ト

同檬 二増 加 シテ居 ル トアル ノノ・、右 ノ如 ク被験

者 ノ選揮 二錯 誤 ガアツタ場合 モアツタカ ト思 ツ

テー言附加 シテ置 ク。

高地 ト低 地 トノ往復 者 ノ・、極端 ナモ ノハ飛行機

第18表

健 康

ヤ氣球 デ動 ク場 合 デ アルガ、私達 ハ第19表 ノ如

ク、31歳 ノ研究 者 自身毎週1同 東京富士見間,

(汽車5-6時 間)テ 往復 シタ時 ノ調査 テ シタ。登

高直後既 二赤血球 血色素共 二増加 シ、 翌 日血球.

数 ノ・爾檜加 スル ガ、血 色素係撒 ハ落 チル。 下山.

後 ノ、程 ナ ク薔 二復 シタ。

入所患者 デノ・病歌拉 二個 人差 ノタメ若 干 ノ差 ノ・・

アツタガ、第20表 ノ如 クs=普通 第1日 及 第2日

二赤 血球 敷 ト血色素 ノ増加 アリ、色素係撒 ノ・低 、

富士見土着者ノ血液像

男 子

i第 ・例 悌2例 隣3例 隣4例i第5例1第6例
赤 血 球 劉419萬 420萬 ・482萬 458萬 449萬 481萬

血 色 素 量1110 107 120 111。 100 85

血 色 素 係 徽 1.30 1.27 1.2411.20 1.11 0.88

白 血 球 撒 6800 7000 5600i4500 4800 5200

中 性 嗜 好 細 胞 57.0% 52.0% 44.0タ ・}31.5%
1

50.8% 34.0%

分 葉 核 44.5 32.5 40.0 24.5 43.2 27.0

桿 状 核 12.5 19.5 ・4 .0 7.0 7.6 7.0!

淋 巴 球 3D.0% 38.0% 42.5% 60.5% 39.29,152.0%

大 淋 巴 球 2.5 5.5 6.5110.O
I

5・2i3・5

小 淋 巴 球 27.5 32.5 36・ ・150・5 34・0148.5

大 輩 核 細 胞 7.5% 7.0% 5・5%L6・0% 5・6%}3.5タ ・

「エ ォ ジ ソ」嗜 好 細胞 4.5% 2.5% 7・0タ ・,2・0%
一

2.8% 10,0タo

肥 絆 細 胞 1.0% 0.5% 1.0タ.10 1.6% 0.5%
1

赤 血 球 直 律 7.58±0.6 19.32±0.63 17.49±0.68[7.58±0.6 7.38±0.68 7.06±0.56
」一一 魯一 一 皿 一 一 」r_____一 ・邑 一___▲_■__

健 康 女 子

1陣 ・例1第2例 第3例 第4例1第5例1第6例

赤 血 球 数 ・430萬 430萬 445萬 442萬 472萬 487萬

血 色 素 量 1コ0 111 105 102 103 114

血 色 素 係 数 1.33 1.29 1.17 1.15 1.12 0.96

白 血 球 轍 5800 7000 5200 5400 6000 5000

中 性 嗜 好 細 胞 63.5% 55.0% 63.5% 58.0% 59.5% 57.2%

分 葉 核 56.5 51.0 50.0 46.0 46.0 43.2

桿 状 核 7.0 4.0 13.5 12.0 13.5 i4.0

淋 巴 球 29.0% 25.0% 20.0% 35.5% 3生0%

一

34.8%

大 淋 巴 球一 6.5
9・5

5.0 7.5 1.5 2.4
1小 淋 巴 球

22.5 24.5 15.0 28.0 32.5 32.4

大 輩 核 細 胞 4.5%
一 一一 一 一一

6.5%
一 一 14.5% 6.0% 5.5% 5.6%

「エ オ ジソ」嗜 好 細 胞 3.09。
一

13.5% 2.0% 0.5% 0.5% 2.4%

肥 絆 細 胞 0 0 0 0 0.5% 0

赤 血 球 直 揮 7.48±0.59 7.49±0.51 7.32±0.49 7.20±0.56 7.48±0。54 7.58±0.49
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第19表 富士見一東京往復健康者 ノ血球推移

61皿 匡

71皿i宣圭見

赤 血

血 色

球 素

色
素
係
倣

白 中細 桿細

血 躇胞 状胞

球 好%核% %

多
核
細
胞

ヨ嗜
オ籍

璽 %

肥
脾
細
胞

大細 淋1

鞄 泉
核%%

496 10011・28 4800 51.0 23.0 28.OlO.7}Ol2.3 46.0

521 11011・32 3800 45.5 10.0 35,511.010・513.0 50.0

540 11011・28 4000 41.0 8.5 32.5 1.5
1・

4.0 53.5

510 107[.30 3950 58.5 16.5 42.0 1.5[ 0 2.7 37.3

赤
血
球
・

血

色
素

・
,

色

素

係
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1

-
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第20表 富士見來所者ノ血液像

i隣

血
色
素
量

1血係 白 血 球 百 分 卒1
赤
沈
債

1i赤1白
血
球

色
素倣
中性嗜
好細胞
桿状
核
分葉
核 淋巴球

胞灘許螺
盟
重
竜

繍 豫良1
入院翌朝 490萬 5760i100

'

而
i一

1.03
-

1.02
-

-

0.98
-

1.03}

6「9¢

1.00

ニ
ー 一

一一

一

1.00
}

1.00

67,216.9

塵
_1_
52.3}

60,325,813.4

3141ill3.8
『

0.3156.9
-

0,359.6

28

好区 院後30日 目 507萬 5670 58.1
『
7

ヨ例

リ

登

毫
ノレ

後例
一

不
憂
例

墳減(%) +3.4% 一1・5%i 一14%

矧 一i+33
0.2

0.5
-

一一一 一

51.7入院翌朝 491萬 6780 璽
114

62.8 璽1塑1

%
29,214.1 3.7

}

31

入院後30日 目 550萬 6340 59.6 5・65型i

9

『
31,2F3.9 4.8

一
49.6

『
17

増減(%)

入院 翌朝

+12.0%}一 一 一

491.1萬

一6 .5%[
1一

一5 .0% i+6.9%
一

一

登患
者
高例

全
李
均

6695 逃
塑

62.2 7.2 55.0
『-

51.4

}_

lllil
3=9一
4.4

　一 一

5.2

}一 一 一一

3.2 0.3149.9125.3

0.2i5死bl14。 と

一　 一一

入院後30日 目 516萬 6540 57.9 5.6

一

4.1

増減(%) +5.0%1-2.3% 一8 .4%一 ～
5.0

二「

+、3.。%

'

『}-

l

i

高

1地
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者

例

豫良
好
後例
一
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}}

入院翌朝 514劃6300 9乏

亟

豆
L堕

1・01}

「1・06159・3 54.3
-

55.0-

『
55.7
-

58.6

32.5 2.5 23も

20入院後30日 目 5と蠣}5500 59.0 4.0一 35.3 3.0『

3.5
-

1

2.0

増減(%) +1.9%1-12.0% 一 〇.5% +8.7%

入院翌朝 500 6100 58.0 2.3
}

2.0

一

36.5 1.5

0.5149.9
-1

0.7151.6

璽 師 匠
・酬53

一コ

60.5
_一 一

1 -_一[_

一

一一

一

『
-

2

入院後30日 目 480 7470 60.6 32.6 2.剖4.0

1.51乏 ∵5

増減(%)
一4 .0% +23.0% 「+ 4.5%1「 『 一10 .7%

晦
言 き

入院翌朝 456 6100

1雛
0.98
『
0.98一

61.0
17
.9

-

4.5～

53.1『
50.5『

一一 一
35.0
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下 ノ傾 向 アリ、此攣化 ハ第1日 カ ラ第3日 二及

ビ、 ソノ後 ハ殆 ン ドスベ テノ患者 二於 テ赤血球

血色素共 二反動 的減少期 二入 リ、爾後 凡 ソ2週

間 ハ不規 則 ナ檜減 期 二入 リ、第3-一 第4週 二入

ツテ再 ビ雨者 ノ檜加起 リ特 二血色素 ノ檜 加 ガ著

シクナツテ來 ル。

第20表 ニノ・低地 カ ラ登 高 シテ來 タモ ノ ・外、元

來 ノ居 住地 ノ比較的高 イ(標 高500米 以 上)者 デ

入所 シタ患 者 ヲ封 照 トシテ記 入 シテ置 イタガ、

ソ ノ赤血球檜加率拉 二血 色素檜加卒 ハ低 地 カ ラ

ノ者 二比 シテ少 イ。特 二豫後不良 ノモ ノノ・却 ツ

テ減 少 サへ見 ラレル。

高 山二於 テ見 ラレル赤血球 ノ檜加 ガ眞 ノ檜加 デ

アル カ或 ノ・見 カ ケノ」曾加 デアル カノ・、大 分論議

サ レタガ、今 日デノ・幼若 ナ有核赤血球 ヤ網状赤

血 球 ノ流血 内出現、骨髄機能 ノ旺 盛度 カ ラ、眞 ノ

赤 血球檜 加 デ アル事 ガー般 二認 メラ レテ居 ル。

大 里 内科 ノ研究(19)デノ・、 中山 二於 テノ・赤血球 ヨ

リ血 色素 ノ」曾加 ガ強 ク、高山 デノ・赤血撒 ノ檜加

ガ血 色素 ノソレヨリ強 イ ノテ見 テ居 ルガ、富士

見ノ・中山 ノ高 キモ ノニ アタ ツテ居 テ、矢張 リ血

色素 ノ増加 ノ方 ガ血球撒 ノ増加 ヨリ強 イ。

赤 血球 撒 ヤ血色素 ガ高山 デ檜 加 スル生理的意義

ハ、 主 トシテ酸素分歴 ノ低下 二封 スル順磨現象

ト認 メ ラレル。

肺臓 二於 ケル酸素 ノ牧受ノ・赤血球 ノ表面 二分布

サ レル血色素 ニ ョツテ行ノ・レルモ ノデ アルガ、

其牧受 酸素量ノ・肺胞 内 ノ酸 素分歴 デ左右 サ レル

ベ キノ・自明 ノ理 デ アル。若 シ此酸素分厘 ガ低下

スル場合ノ・、赤血球 ノ呼吸面 テ檜大 シテ調節 ス

ル事 ガ可能 デ アル。即 チ流血 中 ノ赤血球 撒 ヲ壇

加 スル カ、又 ハ赤血球 ノ表面積 テ旗 大 スル。
　

Giessenerphysiolog.Institut(20)ノ 研 究 ニ ヨル

ト、スベ テノ哺乳類拉 二人類 二於 テハ、赤血球 ノ

軍位 表面積9P1「 ミクロ ン」不方 二分布 サ レル血

色素量 ノ・生理的 二31×10-i4gr.ノ ー 定値 テモ ツ

テ居 ル ト云 フ。果 シテ然 ラバ色素係敷 ガ塒加 ス

ル場合 ノ・赤 血球 ノ・増大 スベキ デァツテ、一 ッノ

赤血球 ノ含 ム血色素量 ト血球牛径 トノ・一定 ノ比

ラモツテ居 ル事 トナル。

赤 血球 ノ肺臓 二於 ケル練 呼吸 面 ハ、血球撒 ト血

球表面債 ノ相乗積 デ示 サルベ キデ アルガ、此 呼

吸面 テ檜加 スル必要 ニ セマ ラレタ時、血球撒 ノ

増加 ト血 色素 ノ檜 加 トノ何 レガ敷 果的 デアル カ

テ考 ヘ テ見 ルニ、血球数 ノ檜加 ノ・卒直 二呼吸面

テ」曾スガ、血 色素 ノ檜量 ノ方 ノ・球 ノ罷積 ト表 面

積 トノ比 ノ關係 カ ラ、色素檜 加 ノ割 二表面積 が

増 サヌ ノデ割損 二思 バ レル。勿 論此考察 ノ・血液

中 二出現 スル血球 ガ生理的成熟 テi途ゲタモ ノ・

ミデアル場 合 デ アル。

登高 ノ結 果 ノ赤 血球 拉 二血色素 ノ曾加 二就 イテ

見 ルニ、ソノ檜加状況 ノ・カナ リ複雑 デ、或 ノ・血i求

撒或 ノ・血 色素 ノ檜加 ガ他 テ シノギ、一 定 ノ法則

ノ・見出 シ難 イ。 唯私達 ノ調査 デ富士 見永 住者 ガ

血球数 ノ曾加少 ク主 トシテ血色素 ノ増 量 ノ見 ラ

ル ・貼 ガ興 味 アル事 デ、 之 レニ反 シテ低 地 ヨリ

ノ登高者 ノ・初期 一ハ主 トシテ血球数 ノ増加 テ來

シテ居 ル。勿論 弦 二云 フ血色素 ノ檜加 ノ・色素係

撒 ヨリノ観察 デアル。

恐 ラク此事實 ノ・酸 素分歴 ノ低下 二封 スル順鷹 現

象 トシテノ血球 呼吸面 ノ旗 大 ノ・、 血球撒 ノ檜加

二挨 ツ方 ガ速急 二目的 テ達 シ得 ル貼 カラ來 ル現

象 デ、血色素 ノ檜加 一 ヨル呼吸面鑛大 ノ・血球 ノ

成熟 テ待 タネバナ ラヌモ ノデ アル カラデア ラウ

ガ、登 高後 日テ経 ル ト共 二色素係数 ノ壇加 スル

事 實 ト、高地永住者 ガ色素係撒 ノ高 キ黙 ヨ リ観

レバ、色素係数 ノ檎加 ニ ヨル順 慮現象 ノ方 ガ、

ヨリ生理的 デ恒久性 ノアル モ ノナノげ 思 ノ・シメ

ノレo

富士見永住者 ノ赤血球直径 テ測定 シタ結果 ノ・第

18表 ノ如 ク、1例 二於 テノ・明 カニ 」曾大 テ 見 タ

ガ、他 ノ・ソ レガ認 メラ レナカ ツタ。此黙 二就 イ

テノ・術研究 テ綾 行 シテ居 ルガ、或 ノ・Giessener

physiolo9.Institutノ 研 究 二高地永住者 ノ・例外

ノ例 テ示 スモ ノデァル カモ知 レヌ.

高 山 二於 ケル白血球 二關 シテモ種 々 ノ報告 ガ ア

ルガ、登 高 ノ勢働 ニヨル影響 ガ加算 サ レル故 力
、

一定 ノ規律 ナ シ ト云 フ報;1"モ 多 イ
。
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私達 ノ富士見デノ調査ノ・第19表 第20表 二示 ス

如 ク、第1週 二著明ナ減少テ來 ス事ハ確實 デア

ツテ、赤血球 ノ増加 ト恰度反封デアル。第二期

二及 ブト」曾減 ガ起 リ第一期 ノ減少 テー部取浦 ス

=が、後必ズ登高直後 ヨリモ低 キ値 テ持緬 スル。此

現象ノ・健康人モ豫後良好 ナ輕症患者ニモ皆起 ル

モ ノデアル。血液像 ハ常 二比較的淋 巴球増加、

中性嗜好細胞減 少、 「エ オジン」嗜好細胞拉 二大

軍核細胞 ノ増加傾 向 ガアル。 此血液像 ノ・特 二経

過 良好 ナル患者 二見 ラル ・モ ノデ、健康 者之 レ

ニツギ、豫後 不良 ノモ ノ又 ノ・不良経過 中ノ・此逆

トナル。

第3節 循環器 二及 ス影響

高 山氣候 ガ循環器 系統 ニ ドンナ影響 テ及 スカー

就 イテノ・、今迄 イクツカ ノ報 告 ガアル ガ、 主 ト

シテ脈搏撒 ト血墜 二關 スル モ ノデアツテ、 ソ ノ

報 告ノ・必 ズ シモー一致 シテ居 ラナィ。 ソ レノ、恐 ラ

ク高 山 ノ標高 ガ違 ヒ、 又ノ・登高 ノタメノ肉膿的

努働 二差異 ガア リ、術 又登高 ノ直接 影響 卜高 山

氣候 ソノモノ ・影響 トノ分離 ノ団定 テ鋏 ク ノガ原

因 デアル ト思ノ・レル。

今迄 ノ報 告 ノ大 多数 ノ・脈搏数 ノ増加、最高血墜

ノ上昇、最低血巫 ノ低 下 テ認 メテ居ル ガ、又全

ク反封 ナ報告 モ アル。前者 ノ・皆海抜2000米 以 上

ノ標 高 ノ場合 デア リ、後 者ノ・ソレヨ リ低 キ標高

ア ア ル 。

Hess(21)ノ・脈搏 ノ檜加拉 二血歴 上昇 ノ生理 的意義

デ次 ノ如 ク述 べ テ居ル。 高山ノ・酸素分歴 ガ低 イ

カ ラ酸素受牧 ノ必要 上、小循環系 ノ分 時搏 出量

テ増 加 シナクテノ・ナ ラズ、叉大 循環系 モ比較 的

動脈 化 ノ不 足 シタ血液 テ持 ツ ノデ同様 ノ必要 ガ

起 ル。又脈歴 ノ檜大 スル ノノ・、高 山 デノ・赤 血球 ノ

増加 ト血液 ノ静脈 血化傾 向 ノタメ、流血 ノ内外

摩擦檜加 シ、 ソレニ打 チ勝 ツ必要 ノ タメデアル

ト.此 摩擦 ノ塘加 ノ・大循環 系 デノ・毛細管 ヤ極小

動脈 ノ反射的籏張 デ緩和 サ レル ガ、小循環 系 デ

ノ、ソノ緩和 ガナィ。 ソ ノタメStrohl,且egar ,

Lampen(22、 等 ガ實験 シタ海抜2000-3000米 ノ高

地鶏 ノ右 心室 ノ肥大 ガ見 ラ レル ノデァル ト.

富 士見高原 ノ・海抜1000米 二 過 ギ ヌタメデァル

カ、右 ノ記述 トノ・異 ツテ居ル。李地 デ脈搏 テ測

定 シ後富士 見 二到 ツタ者 ノ大部分 ノ・ム シロ脈搏

ノ・減 少 シテ居 ル。(74→69)コ レノ・健康 者 二就 イ

テ ・"アル ガ,患 者 デノ・低 地 トノ比較 ノ・出來 ナ カ

ツタガ、少 ク トモ登高 ノタメ ノ大 ナル影響 ア リ

トノ、認 メ ラレナィ。

血 墜ハ健 康者 デノ・ム シロ低 下 シ患者 デノ・登高直

後3、4日 間最高血歴 ノ 上昇傾 向 アルモ ノモ ア

ルガ、大膿 二於 テ憂 化ナ ク、2週 日カ ラ3週 日二

到 ル ト、最高 血歴 ノ・下 降 シ、最低血厘レ・不動 ノ

モ ノヨ リ下降 スルモ ノ多 ク、從 ツテ脈 厘iハ不憂

又ハ曾加 シテ居ル。而 シテ登高直後 ト滞 留後 ノ

恒性最高血 曝 ノ差 ノ・15-10%デ アル。

恐 ラク富士見程 度 ノ標 高 二於 テノ・、登 高直後 ノ

赤血球曾加 ガ行 キ過 ギ ノ者 二於 テノ・血 歴 ガ上昇

シ、程 ナ ク赤血球藪 ガ落着 ク時、血 巫 モ亦 低下

シ、氣候順慮 ガ完成 セ ラル ・時期 ニノ・赤血球数

二適慮 スル脈歴 二落着 ク ノデア ラウ
。

高山氣候 ノ下 デ、 身膿各部 ノ血液 分布 状態 ガ低

地 デ ノソレト異 ルデ アラウ ト云 フ想像 ノ・、第

1ニ ノ・皮膚 二 分布 サ レル 血量 ガ薯 通全血量 ノ

18.25%ニ モ及 ブ事實 ト、高ll」氣温 ノ低 キ事輻射

氣候 ノ張 キ事等 カ ラ考 ヘ テ、皮 膚分布血液量 二

特 異 サ ノアルベ キ ト、第2ニ ノ・後 述喀血 ノ章 二
　

詮 ク如 久 小循環系 ノ鯵 血 トデ實際 化 セ ラル ・。

此黙 ノ・省研究 テ要 スベ キ事 デアル。

次 二高 山氣候 ト出血 トノ關係 デアル ガOordtl23♪

ノ・、高山 デノ・粘膜 出血傾 向 ノ強 キテ設 キ
、 朗血、

痔核 出血、月経 過多 ガ掲 ゲテ アル。

富士見 ノ患者 ニノ・右 ノ如 キ出血傾向 ノ・見 フレナ

カツタ。

結核 ノ高 山療法 二於 テ特 二問題 ニナル ノノ・喀血

デアル。私 ノ・既 二喀血 ト氣 歴 ト ノ關係 二就 イテ
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別 二報 告凶 シタ ノデ、高 山 ノ氣 歴 ト喀血 トノ關

係 ダケテ弦 二略記 スル。

先 ヅ富士見高原療 養所 ノ喀血卒 ハ 過 去11年 デ

総患者撒 ノ6.2%デ 血 疾程度 ノモ ノテ 合算 シテ

モ26.9%二 過 ギナイ。此喀血率 ノ・低地療養所 ト

比較 シテム シロ意外 二少 イ。 コノ黙 ダケ デ云 フ

ト、 少 ク トモ富士見程度 ノ標高 デノ・氣歴 ノ低 キ

事 ガ喀血 テ誘 フモ ノ トノ・思 ノ・レナ ィ。

氣 歴 ソ低 イ ト云 フ事 ガ喀 血 ノ誘 因 トナルカ ドウ

カテ考察 スル場 合 ニノ、ニ ツ ノ事 テ考 ヘナ クテノ、

ナ ラナイ。1ノ・氣歴 ガ低 クナル ト云 フ動的 因子、

即 チ氣 歴低下 ノ影響 デア リ、1ノ ・低氣歴 ノ静的

因子、即 チ低氣歴 ノ影響 デァル。

出血 ノ・一般 二血管 ノ損傷、血管 内歴 ノ檜 加、血

管 二封 スル外巫 ノ低下 ノ3條 件 ニヨツテ引 キ起

サ レルモ ノデアル。肺結核 ノ喀血 ノ・血管 ノ損 傷

ガ第1原 因 デ アルベキハ云 フ迄 モ ナイ。低氣歴

下 二於 テノ・小循環 系 ノ罷i血 テ來 ス事 ノ・一般 二認

メラレル所 デ アツテ、其黙 ヨリスレバ高 山 二於

テノ・肺動脈歴 ノ・上昇 シテ居 ルベ キ デアル。喀血

ノ場合 二於 ケル外歴 ノ・即 チ氣 歴 ト見 ルベ キデ、

高 山 二於 テノ・此氣歴 ノ低 イ事 ノ・事實 デァルガ、

血歴 ノ・元來氣歴 トノ差 テ云 ツテ居 ル ノデ ァル カ

ラ、高 山 ノ氣 歴 ノ低 キ事 ハ此場 合ノ・外歴 ノ低 キ

條件 ニノ・ナ ラナ ィ。

長 日月高 山 二滞 在 シタ患 者ノ・、 第2條 件 即 チ肺
　

血管 内座 ノ高 キタメ ノ喀 血傾 向 ガ アル デ アラウ

事 ノ・否 定 シ難 イ。Walter〔26)ノDavosデ ノ喀血

率 ガ43%ノ 高 傘 デアル ノノ・、此理 由 ガ ソノー部

デア ラウ。

富士 見 トDavosト ノ標高差 ノ・500米 デ アルガ、

ソレニ シテモ飴 リニ喀血傘 二差 ガ アリ過 ギル ト

思 フ。'

氣 歴 ガ低下 スル動的 因子 ノ喀血 一及 ス影響 テ知

ル タメー、私 ノ・富士見 入所患者 二就 イテ種 々 ノ

統 計的調査 テ試 ミタ。氣歴1ロ ノ攣動 、低氣歴

ノ襲來 ト喀血 トノ關係 テ見 ル ト、喀血 ノ頻駿 ス

ル ノノ・、氣 腿 ノ上昇期 ニー一致 シテ居 ル。

氣 歴 ト云 フモ ノハ1地 貼 デノ・所謂ZF均 氣 腿 ガア

ツテ・氣厘iノ動 キハ此 卒均氣 歴 テ中心 トシテ ノ

振 子蓮 動 デアル。低 氣歴ト高氣 墜 モ必 ズ李均氣 歴

二向 ツテ恢復 スル。喀 血 ノ頻 爽 スル ノノ・前騙 ス

ル低氣座 ノ後 二來 ル氣歴候 復期 即氣歴 上昇期 デ

アル。此事實 カラ見ル ト氣歴低 下ノ・喀 血 ノ準 備

工作 ノー因 トナルモ ノデ、 ソレノ・恐 ラク肺 ノ鯵

血 テ起 ス事 ニ アル ト思 バ レル。喀 血 ガ氣歴 低下

二綾 行 スル氣腿 上昇期 二頻褒 スル ノノ・、氣歴 上

昇期 二入 ツテ、肺 ノ健 康部 ハ容 易 二鯵血 ガ清散

スルガ、 病竈 ノ鯵血 ノ・元 來充血優血 ノアル個 所

ナルタ メ、雀 血消散 遅延 シ、一方氣歴低 下期 二

全 肺 ノ鯵 血 二打 チ勝 ツタメニ上昇 シタ小循環 系

血 歴ノ・、壁 血清散期 二入ル モ低 下遅 ル ・事 モア

ルベ ク、特 二病竈 ノ・所謂終 末動脈 ノ如 ク、局所

的 二血歴 高 クナ リ遂 二血管 ノ破 裂 テ來 ス。

氣歴攣動 ト喀 血 トノ關係 ノ・右述 べ タ如 クデアル

ガ、此統 計的観察 二現 ル ・氣歴 攣動 ノ・、 ソ ノ極

度 ノモ ノモ 卒均氣歴 ヨ リノ偏差 ノ・20mm程 度

ノモ ノデ アル。然 ルニ登高 ノ場 合 二於 テノ・1000

米 ニ テ既 二90mmノ 氣 歴 低下 一 遭遇 スル ノデ

ア ル 。

私達 ・・低地 カ ラ富士見 へ汽車 デ登 高 シテ來 タ患

者 二就 イテ登高 ノ喀 血誘登率 テ知 ル タメ、登高

後13週 以 内二 喀 血又ノ、血疾 ノアツタ 患者100

名 二就 イテ、 第1同 出血 ガ第何週 デアツ タカテ

調 査 シテ見 タ。即 チ第3圖 ガ ソノ結果 デ アル。

第3圖 ノ如 ク 第1週 二 既 二37名 集 リ、 第2週

ノ・10名 二低下 シテ居ル。

爾 又長野縣、 山梨縣 ノ如 ク大 膿500米 以 上 ノ標

高 地 カ ラノ入所 患者 ト海岸又 ノ、ソ レニ近 イ低 地

カ ラ ノ入所患者 トヲ分 ケテ 入所後13週 内 ノ第

1同 喀 血撒 ト、第2週 迄 ノ ソvト テ比較 シタ ノ

ガ第21表 デアル.第13週 迄 ノ喀血傘 ノ・殆 ン ド

差 ガナィガ、第2週 迄 ノ喀血率 ノ、低地 カラ ノ患

者 ノ方 ガ遙 カー多 イ。

此ニ ツ ノ統 計 カ ラ決論 スル ト、登高 即 チ低氣厘i

下 ヘ ノ移動 ノ・明 ラカニ喀血 テ誘登 スルモ ノデア

ル。勿論 此喀 血誘 奨 ノ・汽 車 ノ便 ニ ヨル トノ・云 へ、

入所 ノ爲 ノ肉盟的拉 二精瀞 的動揺 モ若 干關係 ス
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第3圖 入所後 ノ日籔 ト喀血頻度
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第21表 居住地標高b喀 血頻度(入 所患者)

居 佳 地

低

高

地

一地

絡、患 者 数

344

107

第13週 迄 ノ喀血撒

例 鍛

91

31

ルデ アラウガ、 ソレノ・第1同 喀血 が入所 當 日又

ノ・翌 日ヨリハ ソノ後 二多 キヨリ見 レバ左程重大

ナ モ ノトノ、思ノ、レナ ィ。

私ノ・此事實 テカウ読 明 シタイ。登高 ノタ メ低氣

歴下二入 ツタ患者 ノ肺臓ハ鯵血 テ起 シ2、3日 乃

至4、5日 中 二氣候順慮 ニヨツテ健康肺部 ノ 鰺

血 ガ輕減 サ レル 時期 二喀 血 テ頻 登 スル コ ト恰

モ、低氣座 ニヅグ氣歴上昇期 ノ如 キモ ノデ アル

総 患 者 二
封 ス ル 奉

26%

30%

第2週 迄 ノ喀血籔

例 鍛

37

6

総 喀血者 二
封 ル 峯

ト。

此研 究以來1年 私達 ハ入所患 者 二入所 ト同時 ニ

ー部 ニノ・止血剤
、一部 ニノ・強 心剤 テ用 ヒテ見 タ。

今 日未 ダ ソノ統 計的報 告 テスル程 ノ例 数 二達 シ

ナ イガ、 「ヂキ タリス」剤 テ試 ミテ肺 ノ鰺血 テ極

力阻 止 シタ患者 ノ登高後 ノ喀血 ノ・著 シク減 少 シ

タ印象 テモ ツテ得 タ。

第4節 呼吸器 二及 ス影響

海抜 ト共 二酸 素分歴 ガ低 下 スル事實 ノ・、 當然高

山氣候 中 二於 テ呼吸器 系統 二相 當 ノ影響 アルベ

キ ヲ想像 セ シメル。今迄 ノ報 告 デノ・標 高度 ヤ個

人差 ニ ヨツテ程度 ノ差 ハ アル ガ呼吸撒 ノ増加 ト

呼吸量 ノ」曾加 ガ認 メ ラ レテ居 ル。此埴 加ノ・2000

米 以 下 ノ標高 デハ殆 ンドナ ク、富 士見 デモ注意

スベ キ攣化 ノ、ナ ィ。

東北帝大 ノ熊 谷教授 ノ・、肺活量 ノ絶封値拉 二其

消長 ガ、肺結核 ノ経 過 ト密接 ナ關係 アル事 ラ読

イテ居 ル ノデ、私達 モ高山氣候 中 デ ノ肺 活量 テ

調査 シテ見 タ.

一 般 二高山 デハ肺活量 ガ減少 ス
ル ト云ノ・レテ居

ル。Vivenotノ ・低歴氣室 内 デ肺 活量 ノ減 少 テ最

初 二認 ヘ ソノ後Schyrmunski ,Lazarus,

Liebig等 ガ之 レテ追試 シ4--6%ノ 減 少 テ承 認

シタ。Schumburgu .Zuntz(26)ノ、1000米 ノ登 高

デ10%・3000米 デノ・25%ノ 減 少 ラ 實験 シタ
。

ソ シテ高 山 デ肺 活量 ノ減 少 スル ノノ・氣歴 ノ低 キ

事 ガ唯一 ノ原 因 デアル ト設 イタ。

何 故 二低氣 歴 ガ肺活量 ノ減 少 テ起 スカ ノ機轄 二



1124 正木=結 核 ノ高山療法 【第16巻

就 イテノ・Aron(2nノ 肋 膜腔 内陰 厘i低下設、Kro・

necker(28)ノ 肺 麗 血設 、Liebig(29)ノ 氣 管 内抵抗減

少 設、Lloewy(30)ノ 横 隔膜高位読等 ガ アル ガ、一

般 二是認 サ レテ居 ル ノノ・L珍bigトLloewyノ

設 デ アル。帥 チLiebigノ ・實験器具 一 ヨツテ狭

イ管 テ通 ツテ瓦斯膿 ガ出 入 スル場合 ノ・瓦斯歴 ガ

低 イ方 ガ抵抗 ガ小 クナ リ、特 二出 ル時 ノソ レノ

減 少 ガ著 シイ ノテ謹 明 シ、呼吸 ノ場合 モ低氣歴

下 デノ・呼氣 ガ容 易デ アル タメ早期 二呼氣期 二入

ル タメ吸氣期 ガ不十分 トナ リ、又吸氣 モ抵抗減

少 ノタメ早 ク行 ノ・レ、從 ツテ呼吸 ガ小刻 ミトナ

ル。 ソ ノタメニ肺活量 ノ・高山 デノ・減 少 スル ト読

ク。Loewyノ ・Liebig二 質 同 シテ居ル ガ、術

高 山 ノ低氣 巫下 デノ・腸 内瓦斯 ガ膨脹 シ且瓦斯 ノ

吸牧 モ不 卜分 トナ リ、 ソノ結果横 隔膜高位 テ來

シ肺 ノ最大 瓦斯容量 ガ減 少 スル ト云 フ.

富 士見高原 ノ土着健康 者 二就 イテ、私達 ノ・肺活

量 テ測定 シテ見 タガ、熊谷 教授 ノ式 ニ ヨリ

(灘 離 婁一・)×… テ37度 トシテ言+一":・:.

(±)15%テ 正 常範園 トスル ト、男子 二於 テノ・正

常55%上 昇10%低 下35%、 女 子 デノ・正 常80%

低 下7%上 昇13%デ アツ タ。此結果 デ見 ル ト男

子 デハ幾分肺 活量 ノ低 下傾 向 アル カ ト思 ノ・レル

ガ、女子 デノ・サウノ・認 メ ラレナ イ。 私達 ノ・先 二

高 山氣候 ノ血液 二及 ス影響 ラ設 イタ時、 富士見

土着健康 者 ノ赤 血球数 ガ低地 居住 者 ノソレ ト大

差 ナク、登高 者 二於 テハ著 明 ノ赤血球檜 加 テ見

ル事 テ知 ツタ。 ソノ事 カ ラ考 ヘル ト肺活量 モ亦

土著 者 卜登 高者 トニ於 テ差異 ガ ァル ノデノ・アル

マ イカ。

肺結核患 者 ノ高原 到着直後 ノ肺 活量 テ検査 シタ

結果 ノ・、病型拉 二其 程度 ニ ヨツテー定 ノ差異 ア

ル事全 ク低地 二於 ケル ト同檬 デ アル。 即(1)早

期 浸潤 中軟化拉 二室洞 ナキモ ノノ・正常、 ゴレア

ル モ ノノ・低下、(2)片 側 早期 性ハ正 常、(3)血

行 撒布型 ハ肺活量低 下著 明、(4)晩 期 型 ハ廣 サ

ト共 二低下 シテ居 ル。

低 地 ヨリ登 高 セル患者 ノ・、高 山氣歴 ノ影響 ト共

二病状推 移 ノタメ肺活量 ノ増減 テナスベ キデ ァ

ル ガ、 入所 當 日カ ラ日テ追 ツテ検 査 スル ト、輕

症 デ入所當 日肺活量正常 デアツタ患者 ノ大部 分

(80%)ノ ・ソノ後2、3週 日迄 二、肺活量 ノ減 少(10

%)テ 見 ル。此事實 ハ 先 二 想像 シタ通 リ、海 抜

1000米 程 度 ノ標 高 ノ土 著者 ノ・肺 活量 ガ減少 シテ

居 ナク トモ、登 高者 デハ3週 日内二若干 ノ肺 活

量低 下 テ見 ルモ ノデ、興 味 アル事 デアル。

次 二登高 當時明 カニ肺 活量 ノ低下 シテ居 タ患者

中、 臨躰的所 見輕快 テ見 ルモ ノノ・、到著後撒 日

中 二肺活量 刀曾加 テ見 ラレル。

右 ノ事實 ヨリ見 レバ、高 山 二於 ケル肺 活量 ノ清

長 ノ・複雑 デ アツテ、 ソ ノ解 繹 モ軍純 ニノ・行 カナ

イ。即一方 ニノ・高 山氣候 二封 スル順慮現 象 トシ

テ ノ肺活量 ノ低下 ガ ア リ、他 方経過良好 ノ結 果

トシテ ノ肺活量 ノ」曾加 ガ見 ラレル カラデ ァル。

第22表 富士見二於ケル肋膜腔内歴

年齢

16歳

17歳

18歳

病 名

右側早期浸i潤

右側早期浸潤

撒布性肺浸潤
並二空洞

壇殖性滲出性
1肺結核

肺 結 核

右側滲出性肺
結核

肺 結 核

1右 側

20歳

20歳

22歳

25歳

25歳

厩 一

敬
亟
畿

壁
叢

吸鯛 呼籍
8一

9一

一6

一8

_-4

雨側 肺 上 野 浸 潤ロ　　　

雨側塘殖性結桝 一6

肺 結 核

右側肺尖浸潤

右側早期浸潤

右側早期浸潤

左側滲出性肺結核

肺 結 核

左側肺上野浸潤

吸 氣 一(12～8)

呼 氣 一(10-,.4)

竺

8

8

4

6一

8一

一4

一6

一3

一5

7

6

2

左

吸氣時呼氣時

一6

一7

6

↓
・

4

Ω
U

一6

8一

2一

一6 ・71-5・2!-5・61-3・9

Neergaardl亭 均1蟻1讐

側

呼氣時

一

一4

1

,

一2

一6

一4

一 一
一6
一
一4

＼

一一3
.9

呼 氣 時
一4 .5
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低 氣 歴下 二於 テ肋膜腔 内陰歴 ノ度 ガ減少 スル事

テAron(31)ノ ・家兎 デ實験 シタ。 ソシテ常氣歴 ト

牛氣歴 トデ比較 スル ト、 吸氣 時ノ・5.7ト3.1(水

銀 柱mm)呼 氣 時ノ・2.6ト0.8ノ 結 果 テ得 テ居

ル。 私達 ノ・富士見 デ第一同人 工氣胸 ノ時 ノ肋膜

腔 内陰歴 テ統 計 シテ見 タ.勿 論 肋膜癒著 ノナイ

場合 ノミテ選 ング。 其結果 ハ第22表 ノ通 リデ

アル。

此結果 ノ・Neergaardノ 低 地 デ ノZF均 値、吸氣

時12-8.呼 氣 時10--4二 比 較 スル ト梢 く低 イ。

矢張 リ富士見 ノZF均 氣歴 ノ凡 ソ90mm低 イ ノ

ガ影響 シテ居 ル ノデ アラウ。

第5節 物質代謝 二及ス影響

全 身 ノ榮養 ガ高山氣候 ノタ メニ改善 サ レル事 ノ・

誰 ノ目ニモ分 ル。

先 ヅ髄重 ノ浦長 デ アルガ、之 レノ・短期間 デノ・攣

化 アルベキ デナ ィ。今迄 ノ登高實験 ノ成績 ノ・登

高 ノタメ ノ肉膿活動 ガァル カラ、禮重 ノ測定 ノ

結果 ノ・公李 ナ 高山氣候 ノ影響 トノ・認 メ ラレナ

イ。

私達 ノ・富士見 ノ患者 二就 イテ ノ禮重 ノ消長 テ各

方面 ノ観黙 二立 ツテ統 計的観察 テ試 ミタ。

富士見高原 療養所 ノ患者ノ・凡 ソ3分 ノ2ガ 肺結

核 、 肋膜 炎、 腹膜 炎 ノ檬 ナ内科 的疾 患 デアル

ガ、3分 ノ1ノ ・骨拉 二關節結核、皮膚結核、泌尿

器結核 ノ如 キ外科 的疾 患 テモツ。膿 重 ノ消長 ノ

統 計ノ、各種疾 患 テ綜 合 シタモ ノデ アル。

統 計材料 ノ・3ケ 月以上滞在 シタ患者 中、全快又

ノ・輕 快 シテ退院 シタモ ノ330人 テ選 ング。

先 ヅ此330人 二就 イテ 入院後13週 間 ノ各週 卒

均禮重 ノ移動 ラ第4圖 二示 ス。

第4圖 入所患者ノ髄重推移
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13週 日 ニハ1.6妊 ノ 盟重檜加 デ入院時膿重 ノ

3.5%ノ 檜 加 デ アル。 此患者達 ノ實際在所 日数

ノ・種 々 デ アル ガ、退院 時 ノ卒均膿重増加 ノ・2.4

冠 、 初膿重 ノ5%二 及 ンデ居 ル。

此禮 重曲線 テ見 ル ト、 第1週 二先 ヅ相當 ノ禮重

増加 ガ見 ラレル。 之 レノ・多 ク ノ患者 ガ登高後程

ナ ク著明 ナ食 慾曾加 テ感 ズ ル ト共 二食飼囁 取量

ガ壇大 スル事 ト、 モー ツノ・後述 ノ如 ク富士 見程

度 ノ標高 デノ・、登 高後 シバ ラクノ・基礎代謝 ノ減

退傾向 ノアル事、及特殊動 力作 用 ハ高 マル ガ、

ソレテ超越 シタ食飼囁取 ガアル タメデ アル ト思

フ 。

第4週 デ此膿重増加 ノ・一 ツ ノ峯 二達 シ、7週 迄

ノ・一時艦 重曲線ノ・下降 スル。 コレノ・恐 ラク登高

ト云 フ刺戟 ガ去 ツテ、食慾 モ落着 キ、一時行 キ

過 ギ ノ増加罷 重 テ放棄 スルガ タメデアラウ。 第

8週 二入 ツテ後 ノ、病症 ノ輕快 ニヨ リ順次膣重 ハ

増加 シテ行 ク。

膿重檜加 ノ原因 ガ高山氣候 ノ縛括的影響 デアル

ナ ラバ、元來比較的高地 二居住 シテ居 テ富士見

療養所 二入所 シタ患者 ト、低地 カラノ患者 トノ

間 二、若干 ノ差異 ガ アリサ ウニ思 ノ・レル。 私達

ノ・患者元來 ノ居住地 テ 海抜400米 テ 限界 トシ

テ、 ソレ以上 ノ標 高居住者 トソ レ以下 ノ低 地居

住者 トノ髄 重曲線 テ比較 シテ見 タ。

第5圖 デ見 ル ト13週 後 ノ膿 重檜 加率 ノ・雨者 二

於 テ大差 ナ ィガ、曲線 ノ形 ノ・カナ リ違 ツテ居 ル。

低地 カラノ患者 ノ、谷 ガアマ リナク匿 重ノ、檜 シテ

行 クガ、高地患者 ノ・山 ト谷 ガ著 シク禮 重 ガ不安

定 デアル。要 スルニ膿重増 加 テ標識 トスレバ、

低地居住者 ノ方 ガ高 山氣候 ノ影響 テ卒直 ニ ウケ
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第5圖 居住地標高ト盟重ノ推移
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低地居住者

ル ノデ アル。

一 般 二鵬重 ノ増加 ノ・季 節 ト關係 ノアル モ ノデ、

李地 デノ・秋 カ ラ冬 二器 重増加 シ、春 カ ラ夏 ノ・檜

加 ガ困難 デアル。高山氣候 ノ・四季 テ問ノ・ズ低 地

第6圖

高地居住者

ノ秋 冬 二近 イ ノデ アルガ、爾 富士見 ノ季節 テ3

月 カ ラ8月 テ夏期 入院 トシ9月 カ ラ2月 ヲ冬期

トシテ(高 山ノ・春 ト秋 ノ季 節 ノ・殆 ン ドナイ ト思

ヘル程短 イ)艦 重曲線 テ垂 イテ見 タ。

季節 ト髄重 ノ推移

読
時

1第1週
2 3 4 5 6 7 8 9 10 〃 12 β 謬

嶋
5左 [

50、 A C
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49
一 ,ノ γ

,ク
,◎ρ◎ρ'
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」
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47一 』
1

1
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一
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i
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冬期間

第6圖 デ見 ル ト、 喫冬共 二山谷 一F見ルガ冬期間

ノ艦 重増加ノ・13週 後1.4冠 二 及 ブガ、 夏期 ノ・

0.8冠 シカナィ。夏 期 ノA山 ノ・特 二高 イガ、之

レノ、低 地 ノ高温高漁 デ歴迫 サ レテ居 タ食慾 ガ登

高 ノ結果反動 的 二旺盛化 スルー 時的 ノ影響 ト思

ノ・レル。 ソノ詮 左 トシテ程 ナ ク深 イ谷 二陥 ツテ

居 ル。

夏期間

私達 ノ富士見二於 ケル調査 デ大 多撒 ノ患者 ガ膿

重壇加 テ來 ス事ノ・以上設 イタ通 リデアルガ、患

者 二興ヘタ食餌及 ビ患者 が實際脹取 スル食餌ノ・

ドウデアルカラ弦 二記載 スル機會'ガ到達 シタ。

私達ハ各1週 間宛2同 、経過良好 ナ患者 デ既 二

3ケ 月以上滞在 シタ患者10数 名 ラ選 ンデ食餌

試験 テ行 ツタ。
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1週 間 ノ間毎 日ノ献立 テ定量 シテ與 ヘ ラ レタル 重 ヲ比較 シテ見 タ・試験 中 二熱獲・ 下痢 ・其他

蛋 白質蚊 二線 「カロ リー」テ計算 シ、 同時 二實際 病状 ノ攣 化 アツ タモ ノテ除 キ・8名 二就 イテ ノ

ニ患者 ノ撮取 シタ量 テ知 リ、1週 間 ノ前後 ノ禮 結果 ノ・第23、24表 ノ通 リデアツ タ。

第23表 食餌 ト盟重1(昭 和10年4月)一
L 2 3 4 5 6 7噛1

1

症 例 髄 重
K.G.

獄 立 「カ
ロ リ ー 」

3633 3572 3650 3702 3611 3645 36・713664L週 間後:

増加膣重
蛋白質
gr

699 639 959 829

1

88gl589
:

729175
」

髄 重

第1例 43,900

撮

取

量

80% δ8% 70% 80% 75% 70% 70% 78.7% 44,100 十200

第2例 48,000 95% 95% 90% 80% 80% 95% 90% 90.0% 49,000 十1.000

第3例 48,900 90% 90% 80% 65% 65% 75% 75% 76.4% 49,200 十300

第4例 55,600 95% 85% 95% 95% 90% 97% 90% 92.4% 56,400 十800

第5例 53,700 85% 80% 90% 90% 80% 80% 80% 82.1% 53,900 十200
一

第6例 61,700 80% 80% 85% 80タ 。 85% 85% 乎15タo 84.2% 62,500 十800

第7例 52,100 90% 90% 90% 80% 80% 90% 100タ6 88.5% 63,100 十1.000

第8例 62,100 95・6 10096 ;95% 95% 90% 70% 75% 88.5% 62,900 十800

4二 均 53,200

… 』[

86% 53,888 十688

一 日一 人掘 取 「力 ロ リー」 3664.86% 3150「 力 ロ リー 」

蛋 白 質 量 75.86% 64gram
■

第2t表 食餌1・禮重 皿(昭和11年8刀)

一一一

症 例
盟 重

K.G.

献 立 「カ
ロ リ ー 」

蛋白質
gr

第1例 51,700

掘

取

量

第2例 49,550
一

第3例 60,850

第4例 45,800

第5例 36,000

第6例 47,700

第7例 56,700

第8例 55,350
　

干 均 50.4561
■

1

2605

1339

75%

80%

100%

90%

80%

90%

90%

90%

1

2

2955

1019

70%

85%

90%

90%

80%

85%

95%

95・o

3

2942

1099

95%

4

2808

1189

80%1

1516

95%

100%

95%

85%

3385 2766

13191029

80%「90%

7k!iiis-thi1

85%

90%

95%

2942

107g

2860

夢 讐 駒 麗・・sl

80%181.4%1

85%ISS%195%80%

100%IiOOヨ100%
1100%

85%8096i8596180%

80%80%

95%

95%

95%

j

悪1
・一 日一 人 掘 取 「カ ロ リー 」

白 質 量

85%

95%

95%

80%185%
85%190%
95%90%

95%90%

86.4%

98.5%

86.4%

81.4%

82.1%

92.8%

93.6%

87%

第・一同試験 ハ4月 二行 ツタモ ノデ 與 ヘ タ絡 「カ

ロ リー」3664、 蛋 白質75瓦 デ、 ソ ノウチ實際患

者 ノ揺 取 シタ ノノ・3150「 カ ロ リー」蛋 白質 ノ・64

瓦 デ ァツタ.此 総 「カロ リー」ノ・療養所 ノ患 者 ト

シテノ・意外 トスル程 ノ多量 デ アル。此1週 間 ノ

臆 重増加ノ、李均688瓦(禮 重 ノ1・3%)デ アル。

52.400

49.800

61.650

46.500

36.400

48.500

57.250

56.250

51.093

2860,87%

118,87%

一
2488「 力 ロ リー」

102gram

00十700

00十250

50十800

00十700

00十400

00十800

50十550

50十900

93十6317
-

ロ リ ・一」

ram

第2同 ハ盛夏8月 ノ試験 デ アル が、今度 ノ・與 ヘ

タ線 「カロ リー」梢 く少 ク2860「 カ ロ リー」デ蛋 白

質118瓦 、撮 取 「カロ リー」ノ・2488デ 蛋 白ノ・102

瓦 デ アツ タ。盟重増加 ハ偶然第1回 ト大差 ナキ

637瓦(膿 重 ノ1.25%)デ ア ・ソタ.

第1同 ト第2同 トニ於 テ異 ル勲 ノ・総 「カ ロ リー⊥
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ガ第1同 二多 久 蛋 白 ガ第2同 二多 イ事 デアル。

一 般 二夏 ノ・食慾 ガ減退 スル モ ノデ
、 富士見 二於

テ モ ソ ノ傾向 ガ ァル。幸 ニモ富士見 デノ・盛夏 一

モ患者ノ・必 ズ シモ淡 白 ナ食物 テ欲 スル程 デナ イ

ノデ、総 「カロ リー」ノ・減 ジタガ、蛋 白質 ノ・相當

二囁 取 シ得 タノデアル
。

サ テ此試験 ノ1週 間 二於 ケル膿重増 加 ノ・、蛋 白

質 ニ ヨルカ、脂肪 ニヨル モ ノデ アル カテ検 ベ テ

見 ヨウ。 ソ ノ検索 二入 ル前 二高山 二於 テノ・蛋 白

質 ノ禮 内沈着 ガ見 ラレル事 が一般 ノ承認 テ得 テ

居 ル所 デアル アル ノテ記 シテ置 カナ クテノ・ナラ

ヌo

脂 肪蛋 白質 ガ禮 内 二沈着 スル場合 ニハ夫 々一定

量 ノ水 ト共 二沈着 スル モ ノデ アツ テ、罷 内脂肪

ノ・100瓦 中10瓦 ノ水 テ含 ミ、蛋 白質 ノ・100瓦 中

'75瓦 ノ水 テ含 ンデ居 ル ノデアル
。

若 シ假 リニ此食餌試 験中 ノ禮 重増加 ガ脂肪 ノミ

デ行 ノ・レタモ ノ トス レバ、 第1同 ノ・688÷7×

藷 一88聯2同 ノ・637÷7× 畿 一8・・7トナ

リ、1日 二無 水 脂 肪88.5瓦 、81.7瓦 ガ 夫 々農

内 二 沈 著 シ タ 事 トナ リ、 夫 々 ノ 「カ ロ リ ー 」 ノ・

805、743「 カ ロ リー 」トナ ル 。 ソ ノ夫 々 テ 第1第

2試 験 デ囁 取 サ レ タ 「カ ロ リー 」カ ラ引 キ 去 ル ト

2345、1745「 カ ロ リー 」ト ナ ル。 帥 チ膿 重 増 加 ガ

脂 肪 ノ ミデ ア リ ト ス ル ト コ レ ダ ケ ノ「カ ロ リー一」

デ1日 ノ代 謝 ガ行 ノ・レ タ事 トナ ル ノ デ ア ル 。 第

1同 試 験 ノ2345「 カ ロ リー 」ノ・療 養 者 ニ ノ・不 足

トノ・思 ノ・レヌ ガ 、 第2回 ノ1745「 カ ロ リー 」ノ・籐

リ ニ少 ク、 到 底 コ ン ダ ケ デ ノ・1日 ノ浦 費 ニ ノ・不

十 分 デ ア ル 。

・次 二今 假 リ ニ 此 膿 重 檜 加 ガ 蛋 白 質 ノ ミ デ ァ ツ タ

ト スvバ(含 水 炭 素 デ モ 計 算 ノ・同 一 デ ア ル)第1

陣688÷7× 銑 一24聯2同 ノ・637÷7×

25 =22.8ト ナ リ、1日 二 無 水 蛋 白 質24.6、
100
・22.8瓦 ノ艦 内 沈 着 デ 、 其 「カ ロ リー 」ノ・101.93、

「カ ロ リー 」 ト ナ リ、 囁 取 総 「カ ロ リー 」カ ラ コ レ

ラ 差 引 ク ト3049.2395「 カ ロ リ ー 」 トナ ル 。 第

■ 同 ノ3049「 カ ロ リー 」ハ1日 ノ消 費 「カ ロ リー一一J

トシテノ・カナ リ大 キ イガ、第2回 ノ2395「 カ ロ

リー」ハ療養者 トシテ適量 デ アル ト思 ノ・レル。

第1同 食餌試験 ノ・富士 見高原 ノ早春 デ アル ガ根

雪 ノ・全 ク トケテ、 患者 ノ・頻 リニ散 歩 シ且 日光浴

テ毎 日1時 間ノ・スル。氣温 ノ・マダ高 クナ イ季節

デアル。 從 ツテ1日 ノ溝費 「ヵロ リー」ノ多 カル

ベ キ時 デ アル
。 第2回 ノ・盛夏8月 デ患者 ノ日光

浴 時間ノ・制 限 サ レテ1日30分 位 トナ リ、氣温亦

高 久 潰費 「カロ リー一」ノ・4月 ヨリモ少 イ時 デア

ル。 ソレ故4月 ト8月 デ消費 「カロ リー」二差 ノ

アルベ キノ・當然 デアル。

ソレ等 ノ條件 テ考慮 二入 レテ、此食餌試験 ノ結

果 テ見 ルニ、少 ク トモ第2同 試験 ノ禮重増加 一

ノ・蛋 白質 ノ艦 内沈着 ガ與 ツテカ アルモ ノト決論

シ得 ル。 恐 ラクノ・第一次試駿 デモ ソ レテ否定 ス

ル テ得 ナ ィデ アラウ。

私達 ノ・第一次 ト第二次 トノ雨試験 二蛋 白質 ノ與

へ方 テ相 當 二差 テツケテ見 タ。4月 ノ試験 デ線

「カロ リー」テ可成多 クシタガ
、 ソ ノ割 二膣重

暦加 ガ多 クナカツ タノハ、 與 ヘ タ蛋 白質 ガ梢

ζ少 キニ失 シタ ノデノ・ナカツ タカ テ思 ヒ、 又同

時 二高山 二於 ケル艦重壇加 ガ蛋 白 ノ沈著 二傾 ク

ノ理由 カラ、矢張 リ食餌 中 ノ蛋 白質 ハ100瓦 ハ

與 ヘル方 ガ イ ・ノデノ・ナイカ ト考 ヘ テ居 ル。

爾此鮎 ノ研究 ノ・尿 ノ分析 、瓦斯代謝 ノ實測 ノ下

二、確實 ナ論糠 テ握 ルベ ク、私達 ノ・次 ノ機會 テ

待 ツテ居 ル。

次 二基礎代謝 ガ低 地 ト高山 デ ドンナ差異 ガ アル

カ テ知 ル タノニ、 私ノ・大 谷周一博士 二健 康者 二

就 イテ ノ研 究 ラ依頼 シタ。 ソノ研究(32)ノ・既 二大

谷博 士 ニ ヨツテ登 表 セ ラレタガ、 ソ ノ要 貼 テ述

ベル ト第25表 ノ如 ク、健康 ナ學 生2人 テ選 ビ、

先 ヅ彼等 ノ常住 地東京 二於 テ、基礎代謝 拉 二特

殊動 力作 用 テ3日 間調査 シ、然 ル後汽 車 ニ ヨツ

テ富士見へ登 高 サセ、10日 間 ノ調査後再 ビ東京

へ蹄 ツテ状 況 テ調 ベ タ ノデ アル
。

基礎代謝 ノ・高原 到着後撒 日間上昇傾 向ノ・認 メラ

レズ、寧 ロ多少減 少傾向 ガ2 、3日 間認 メラ レタ。

食後 ノ特殊動 力作 用 ハ、高原到着後6日 間 ハ著
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第25表 高山氣候ト基礎代謝蚊二特殊動力作用

測 定 場 刷 東 京 富

月 日 12/V皿 13 丑
760

-

30,q29.5

1互L墨互
762680678

25,523,021.0

18

氣 歴(粍) 758 758『 一1

一
680

1

18.0温 度 280

姓 名(年 齢)石 ○ 武 ○(22歳)

均 長(糎) 167.5 一
62.0

『-

62.5
-

124

一
62.5

}

62.5

鵯1

⑪
104

70
--

52一

噸鋤一81-13

饅 重(妊) 62.5 62.5

最 高 血 歴(粍) 120 120 120
-

94

一
108

⊃
52

-

63.5

最 低 血 脚…〆粍) 84
一
90『
62脈 搏 66

90
-

70 66

一
駿

所要熱量(1時 間) 67.5168.5 64.5 65.5
一

基 礎 代 謝 肇1-3 閤コ
_1_
-d-8

朝 食 後1時 間 牛

最 高 血 魅 132 134 139
90

-

68

コ
9

1241110`118112α
一}一

最 低 血 歴 76 86
一 ■ 一一一

76166 而 80『i痙h語
脈 搏 72 76

一
68 58

所 要 熱 量 78 77 76鋼80.5

27

78,075.0

特殊動力作用(%) 15 12 腐 「頭一一 一　

姓 名(年 齢)濱 ○ 庫 ○ 助(20歳)

身 長(糎 刑167.511111

}-1

.!04
{70

48.55{}.5語=てQ臣i貢II51蕊559.559.5
1-_旨_1___

94194110696
-一一　 -1- -1-一 一

7016q687070
-』 一 一曹一 一 　 一一1-一

ト

髄 重(妊 刻

最 高 血 歴(粍)10096}

最 低 血 歴(粍)168
;一一一64
.Ol66.061.561.5163.561.560.0所要熱量(1時 間)l
F

基 礎 代 謝 率 _7「=マ5=hl=五!=「8=五=Bi

朝 食 後1時 間 牛

最 高 血 腿 108
一一

「語1「な
「

一　一　

110114112;102
1__

62

30

108 100

最 低 血 瞳 60 70
-一 一一1--1-

_ヱ2」 茎1」OL50L聖

『
66
一
70

脈 搏 64

『 『
_1

所 要 熱 量 75.5
『_

19

7&5丑身鶏 謝 塑1
54

20特殊動力作用(%) 18

19

士

[20

見

墨一1里23

1束
24125126
-1一

京

27

塑謂轟 譜藷器轟識 響II器晶 鑑
2;1躍21器

19088

52『 石6

-81聾il製i磐ll

28
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27.5

1
厩1厩　 　　

11011塑6i璽0

62.5

120

84

50

59.0

-15

月
U

n
U

.

Ω
乙

0
侮

-
」

6

88

54

62.0

-11

62.562.562.0

116116116

848488

54

61.5

調

56

0
■36

9

60

63.5

-8

62.5

120

88

56

61.5

-11

薦
122

86

蕊

62.5

禰

90

一56

_1墜21126L塑

器「器ll

輔騨

}120

80

58

120

80

56

122 116

　ヨ　ら62.5

-81-9

84

64

73.Oi74.0

18118

74.0

16

80

蕊58

69.0

12

122132

蕊90

蕊

_i__

-1-1
9696i102_1Qt66
6816666

獅
116

薦
106

}
騙「5i弼

廊 104

架1哩

104

66

56

20

80

58.0

-15

74

60.0

-13

70

60.0

--13

70

60.0

-13

　58
.558.5

108i100

明 ノ充進 テ認 メ、 ソ ノ間食慾亦症盛 デアツタ。

今迄 ノ報告 デノ・或 ハ高 山二於 ケル基礎代 謝 ノ上

昇 テ認 メタモ ノ(Loewy,Jaquet,Staehelin,

Bonnardelu.Lieberson,Duringu.Carrier,

Eimer)之 レニ反封 スルモ ノ(Forreru.Goldb.

erger,瀬 尾、 島田)酸 素湾費量 ノ増大 テ認 メル

モ ノ(田 中、II.1崎、瀬 尾、島田)等 ガ アル ガ、是 等

ノ・海抜 ノ度 ト登 高頻 動 ノ程 度等 ガー様 デナィ。

富 士見 デ ノ調査 デ見 ル ト、富士見高原 ノ・患者 ノ

療養 ノ立場 カ ラ云 ツテ、物質代謝 ヤ循環機能 ガ

7268i

薦63.5160.5
　　 　　 　へ

一8-8 1-12

撚騰嘩
114

氣

0
●
95

49

26

104

漉

66『 蕊

而75.0
18「 蕗

高原到着後、低地 ヨリモ安静 デ アル事 ガ患者 ノ

療養 ニ トツテノ・好 マ シイ事 デアル ト思 フ
。

術井上ノ・富士 見 ノ患者 二就 イテ血糖 ノ測定 テ行

ツテ居 タガ、食後血糖 ノ増加傘 多 キモ ノ ト然 ラ

ザル モ ノアル テ知 リ、 ソ レガ食慾 ト膿重増 加 ト

ニ若干 ノ關聯 アル テ見出 シタ
。

先 ヅ富士見土着 ノ健康者 ノ血糖 ノ・第26表 ノ如

久 室腹時、食後 血糖ソ 値、拉 二食物撮 取 ニ ヨ

ル血糖檜加傘 モ低 地 ノソ レト差異 ノ・ナィ
。

然 ルニ入所 患者 中登 高後 食慾 ノ檜進 スル モ ノ ト
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増進ナキモノトテ分類 シテ見ル ト第27拉 二28食 慾塘進 ノナキ群ノ・登高直後モ1週 間後モ、囁

表 ノ如 ク、食慾塘進群ハ登高直後ノ撮食ニヨル血 食 ニヨル血糖檜加ノ・正常域 デアル。而モ此雨群

糖上昇度彊ク1週 後ニノ・殆 ンド正常 トナルガ、 ノ・膿重 ノ」曾加状況モ違 ツテ居テ、高登後食慾檜

第26表 富士見土着者ノ血糖

空血
腹時糖

食
後
30分

同

60分

同

90分

同

120分

同

150分

同

180分

空 ト最 ト

腹食高 ノ
時後値差

第1例

坂口氏試験食 0,097% 0,141% 0,127% 0,097% 0,088% 0,044%

繍{轡1 0,101% 0,154% 0,143% 0,132% 0,115%
1
0,120% 0,115%

,

0,053%

第2例 坂口氏試験食 0,090% 0,119% 0,108% 0,086% 1),122% 0,029%

病院朝食餌 0,104% 0,124% 0,146% 0,111% O,120% 0,115% 0,093% 0,042%

第3例 坂口氏試験食 0,090% 0,136%
一

〇,127% 0,125% 0,108% 0,046%

病 院朝食 餌 0,093% 0,164% 0,143% 0,136%
{

0,129%P,ユ32% 0,119% 0,071%
一一

第4例
坂口氏試験食 0,119% 0,143% 0,143% 0,138%

EO
,124% 0,024%

病院 朝食餌 0,106% 0,146% 0,168% 0,150% 0,134% 0,125% 0,120% 0,062%

第5例 坂口氏試験食 0,101% 0,127% 0,136% 0,119% 0,108%1 0,035%

病院朝食 餌 0,102% 0,129% 0,161%1 0,150%10,131%10,122%0,117% 0,059%

第27表 高山二於ケル肺結核患者 ノ血糖推移

坂口氏試験食貢荷
朝空血
食腹
前時糖

食
後
30分

同

60分

同

90分

同

120分

赤

沈

髄週
推
重移

空値高差
腹 ト値
時最 ノ

翌一ノ

朝週差
ト後

食

慾

壇

加

第1例
早期浸潤

入所翌朝 0,097% 0,150% 0,119% 58 46.8

45.0

44.3

46.5

0,053% 一 〇.015

%

1週 後 0,088% 0,126%

_一 一一一

〇,148%

0,105% 0,038%

第2例
左下葉
浸潤性
肺結核

入所翌朝 0,106%

一

0,131% 46
37

38

38

38

39

7

0

0
95

5

0.042タ6 一 〇
.028

%

1週 後 0,106% 0,120% 0,090%

一

0,014%

第3例
初 期
攣化群

入所翌朝 0,106% 0,146% 0,090% 1
53

52

53

53

52

55

9

2

0

6

0,040% 一 〇.015

%

1週 後 0,102% 0,127% 0,101% 0,025%

第4例
右滲出性
増殖性
肺結核

入所翌朝 0,113% 0,148% 0,136% 0,134% 0,120% 28 48.05

49.1

49.0

48.5

0,032%
十〇.003

%
1週 後 0,099% 0,134% 0,119% 0,113% 0,111% 0,035%

食

慾

不

攣

第5例
肺結核

入所翌朝 0,083% 0,120% 0,104% 63
48

49

49

49

49

7

6

7

7

7

0,037%
十〇.002

%

1週 後 0,093% 0,132% 0,111% 0,039%

第6例
肺結核

入所翌朝 0,108% 0,143% 0,122% 0,129% 0,129% 15 58.2

59.3

59.05

59.02

0,037% 一 〇.002

%
1週 後 0,110% 0.124・ 。

10・145%
0,131% 0,120% 0,035%}

¶_



第9號 】 正木詔結核 ノ高山療法
1131

第28表 高山二於ケル肺結核患者ノ血糖推移

病 院 朝 食 餌 員 荷t米飯360牛 乳180卵1箇)

入所翌朝第1例

食1早蝦 潤丁澱

慾,第2例 入所翌朝

左滲出性

庖 肺結核 ・週後

,第3例 入所翌朝加!

左塘殖性_-
1肺 結核1週 後

欝 劉入所棚

講購

例
葉
性
核

5
上
出
結

第
左
参
肺

食

慾i

不1

第6例
肺結核

]週 後

入所翌朝

1週 後

攣

第7例 入 所 翌 朝0・104%o
肺 結 核 一 　一 一

第8例
肺尖結核

_1

朝空血
食腹
前時糖

一 一 一

翻 贔
1-__一 一}一 一

〇,157%
1

同

90分

同1赤llI

、 ・2・到 沈

盟週
推
重移

最 ト時差
高空値
値腹 ノ

翌一 ノ

朝週差
ト後

響
0.097%'0.181%0.157%0.159% 3

46.0

45.7
1

45.250・084%_0 .030

一

%曽-

0.10、%iO.155勿0.154%0.122%0.124%
,}1

0,054%
1

}

0,095%0,155%・0,122%0,122%0・125タ6
し

__一一 一 一 『

0,122%

28
1}:8.0・060%:一 ・.・28

%

0,101%
ll

O,134%{0,113%0・122%

_一 一
51.61

52.50・032%

o.o鰯
一

　

0,108%0,129%0,131%0・124%

-1一

21
珪1:10・020%+・.・ ・7

%1

0,090%10,120%0,110%0,127%0,124%1

1
-

148.6]
50.5 0,037%

'%

一 一一一 一}一 一 ㎝1-

0.122タ 。0,163%
1

0.168%0.150%:
1

一 一 一 一51
.1

151.4}

25111:?10・046%+・ 。・22
一 … 『 ■

0,102% 0,170% 0,148%0,148%0,138% 0,068%

厚0,110% 0,168% 0,150%0,138%0,124% 25

52.0

;52.50・056%

ill:1…58%一 幟
%

0,117%

一 一

〇,173% 0,150%0,145%0,131%
11

月1。.・83%

素
0,141%0,129%0,120%0,095% 43能:15i…58% 一・価

%
一F

lO,124%
1

㎜
　

0,168%iO,161%0,141%0,132%
153.35
53.910.(幽%

」

3

月91・・塾 ・52%ρ ・148%・ ・12・%・11?4ぞi

ト

,

一 一

〇,143%

51
1象 §:暑0・0娼%+・.・ ・7

%I

lO・095%
0。146%b.150%0.150%

1鷹
1・.・55%
」

月iO.090%
1

一 一}一 一1

0,175%0,152%0,132%0,124%
1

3 47.85iO .085%匿 十 〇
.00447.3

%
『_　

I

P・090%

　一『-1

…79%1・ ・15・%・ ・127%…24%1
47.1:
47,650,089%

進 スル者 ガ却 ツテ禮 重檜加 ガ緩 慢 デ アツテ、囁

食ニ ヨ・・血糖上昇 ガ正常 トナルニ及 ンデ初 メテ

禮重 ガ檜加 シテ來 ル ノデアル。之 レニ反 シ登高

直後 食慾曾進 ノ顯著 デナ イモ ノ・方 ノ・登高 直後

第7圖

坂ロ氏試験食 第1例

18〃

180

47

140

48-

12〃

45

1〃0

80

カ ラ膿重 ガ檜加 スル ノデ アル。

此研究 ノ・實験例数 ガ不 十分 デ アル カラ、確 定的

二云 フ ノラ差控 ヘルガ、恐 ラク食慾増進群 ノ・含

水炭 素 ノ同化作用 ガ薄 弱 デアルモ ノデ、 ソレガ

食後血糖塘加牽 ト髄重塘加卒

病院朝食餌

180

＼
＼Aノ

タ×＼}》(、
./＼ ♂
306'30'12グ

川 》2w31WW

160

'40

53

120

52

'00

51

80

第2例

120σ
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第5例 第5例

!30T

15叶

140

49

12e

48

●一・一 ●艦重

登高 ノ影響 デ食物擁取 量 ガ檜加 シテモ倫1週 日

間 ノ・同化作 用帳復 セザル タメ、器重 ノ増加 テ來

サズ、後高 山氣候 ノ好 影響 ニ ヨリ同化作 用恢復

入ル ニ及 ビ初 メテ罷 重 ノ檜加 テ見ル ニ到 ルモ ノ

テ ア ラウ^

＼
項
ノ

7"

韓

一
]
O

n
V

8

く
、

-

,'
」

'
'

,
'

〆
1〆

/

0

0

0

0

4

3

2

2

0

'

8

ノ
・
5

1

5

1

ρ)

隔 軸 隔
舳犠
、

＼ 、

1・ノ

●一一 『 ●入 院 翌 朝

50'80'・30'1120'

'w2レv31w了 囚

● ●1週 間後 ノ血糖値

何故 二元來 同化作 用 ノ薄弱 ナモ ノニ、登 高直後

食慾 ノ壇加 スル者 ガ多 イ ノカ ノ理 由ノ、術研 究 テ

要 スル。

第7圖 ノ・模範 的 ノ例 二就 イテ ノ圖示 デ ァル.

第6節 生物棘経系拉 二内分泌 二及 ス影響

此方面 ノ研 究ノ・今迄多 クノ・見受 ケナイ。 唯 内分

泌腺 ノ・膿 内臓器 中デ特 二瓦斯代謝 ノ旺 盛 ノモ ノ

デ アル カラ高lIIノ 低 イ分歴酸 素 デ相 當 ノ影響 テ

ウケル デア ラウ事 テ諸學 者 ハ想像 シテ居 ル。

筒又高 山 ノ強烈 ナ幅射氣候 ガ皮 膚 二働 イテ、 生

物静経 系 二影響 テ與 ヘ ルデアラゥ事 ノ・Rottm-

annガ 短 波長線 ノ全 身照射 ハ皮膚 ノ交感神縄 末

梢 斗媒介者 トシテ全 身交感神脛索 ノ麻癖 ヰ起 シ

ソノ結,果 口光浴後 二血腿 ノ低 下 ガ來 ルノデアル

ト論 ジ、Peterson・ ・紫 外線照射 ・・副交感瀞経

ノ刺戟感受性 ヲ減弱 シ、 同時 二交感運動沸経 ノ

感受性 テ強 クスル ト前者 ト相 反 入・レ説 ナ述 べテ

居 ル所 デモ否 定出來 ナ ィ。

結核 ノ高山療法 ガ患者 ノ生物紳 纏 ニ ドンナ影響

喫 ヘルカテ知 ル タメー ・・、 先 ヅ結核性 ソノモ

ノ ゲ生物神 経 ニ ドンナ影響 テ與 ヘル カート知 ラナ

クテノ・ナ ラナ イ。此 方面 ノ研究文獣 ノ・カナ リ多

イ砿 近(331渡邊3㌧ ・1ぞ葬伏乃至停止型 結核 デノ・「ア

ドレナ リ ン」二敏感 デ アリ、進行 性 ノモノハ「ア

ドレナ リン」一 鈍感 デァル ヵ 又ノ、「ピロヵル ピ

ン」二敏感 デ、重症 者 ハ「ア ドレナリン」分泌 ガ減

少 シテ居 ル ト読 キ、 上田'13:,ノ・結核 患者 ノ9割 ノ・

「ピロカル ピ ン」二陽性、6乃 至7割 ノ・「ア ドし・ナ

リン」陽性 デ、全植物性神終 系 ノ緊張 元進 チ見ル

ト読 イテ居 ル。

高II1氣 候 特 二 日光浴 テ行 フ場合 二生物瀞経系 ガ

ドウ云 フ影響 テウケルか 芦知 ル タ メ井上 ノ・日光

浴 テ長期 間行 ツテ居 ル富士見 ノ患者 中輕症 叉ハ

幽 ヒ型 ノ肺結核8例 ラ選 ビ、ソ レニ「ア ドレナ リ

ン」、 「ピロカル ピ ン」、「ア トロピ ン」テ注射 シテ

各方面 カラ反慮 一ヂ調 べ タ。 ソノ結 果 ハ第29表

ノ如 ク デアル。

29表 ノ示 ス通 リ「ア ドレナ リン」二敏 感 デアツタ

ノノ・唯2例 デ、6例 ハ「ヒロカルピン」二敏感、

ソ ノ中1例 ノ・「ア トロ ピン・ニモ敏感 デ アツタ。

残 リノ1例 ノ、「ア ドレナ リン」ト「ピロカル ピン」

二共 二鈍感 デアツタ.要 スルニ交感 乖申経緊張系

ノ稀 デアツテ主 トシテ副交感 示申経 緊張系 ナ ノデ

アル。前 述近、渡邊、上 田等 ノ結核 患者 ガ交感瀞経

緊張 又ノ・全植物挿経 緊張 デ アル事 ト私達 ノ研究

結果 トノ・違 ツテ居 ル ノデ アル。此差異 ノ・高 山氣

候特 二特異 ナ輻射氣候 下 デ ノ日光浴 ノ影響 カ ト
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団

思 ノ・レル ノデ、 私達 ノ・富士見土着 ノ健康 者 二

就 イテ、 「ア ドレナ リン」、 「ピロカル ピン」、

「ア トロ ピン」試験 テ試 ミ、ソノウチ「ア トロピ

ン」二特 二敏感 デ、 「ア ドレナ リンJ、 「ピロカ

ル ピ ン」ニモ共 一 陽性 ナ上 田 ノ所謂 自律紳経

不安定 ナル青年1名 テ得 テ、之 レニ毎 日腹部

以下 ノ日光浴 テ 行 ノ・シメテ 合計5時 間40分

二達 シタ時、 第2次 ノ實験 テ行 ツテ見 タ.ソ

ノ結果 ガ第30表 デアル。

第2次 實験 ノ結果 ノ・「ア トロ ピン」二封 スル反

磨 ノ・極度 二低下 シテ殆 ン ド陰性 トナ リ、「ピロ

カル ピ ン」二封 スル「ア、シユネル」反慮 ト皮膚

紋 叢症著 明 二現 レ、流挺 流汗ハ幾分減弱 シタ。

「ア ドレナ リン」二封 シテノ・、 四肢震頬 ガ強 ク

ナ ツタ以外 ノ・血歴 上昇値 蛇 ニ ソ ノ時 間等 幾分

減弱 ノ徴 ガアツタ。

此結果 カ ラ見ル ト入所 患者 デ 日光浴 テ行 ツテ

居 タ8例 ノ大部 分 ガ、 「ア トロピ ン」陰 性 デ ア

ツタ ノノ・日光浴 ノ影響 デ アル ノテ 思ノ・シメ

ル。其他 二就 イテノ・將來 ノ研究 二待 ツ事 トシ

テ玄玄ニノ・臆測 ノ翼 ラ耶ζメタイ。

第6章 高山二於ケル

氣候順慮現象

高山ガ低地二比較 シテ特異 ノ氣候要素二支配

サレテ所謂高山氣候 テ形成 シテ居ル事 テ私ハ

先 二詳述 シタ.又 ソノ高山氣候 ガ人膿 二封 シ

如何 ナル影響 テ與 ヘルモ ノデアルカチ各 方面

カラ観察 シタ.

高山氣候ノ・低地氣候 ノ比較 ノ上二初 ・テ成立

ツモ ノデアルカラ、低地 ヨリノ登高者ノ・特 二

強ク影響 ラウクベキデアル事ノ、想像 二難 クナ

イガ、高地滞在久 シキモ ノ特二土着 ノ者 モ亦

低地居住者 ト異 ル生理的拉二病理的現象 ラ螢

ム事 モ否定出來 ナイ。

果 シテ然 ラバ 土着者 ノ・静的高山生活 テ螢

ムモ ノデアリ、 登高者ノ・動的高山生活 テ螢

ムモ ノデ、後者 ノ生活 ノ・即チ低地土着者 ノ
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生 活 ヨリ高山土着 者 ノ生活 ヘ ノ移行 デアル ト云

ツテ差 支 ナイ。此移 行 中二現 レル諸現象 ガ所 謂

氣{尉 頂慮(Aklimatisation)デ アル。

高 山氣候 ノ生物 二封 スル影響 二關 スル現象 ノ研

究文 献 ガ、 トカクー致 テ鋏 ク ノハ、1一 ノ・高山

氣候 ソノモ ノガ比較的 ノモ ノデ アツテ、標 高度

緯度 等 二差 アルニ ヨルカ ラデ アリ、2ニ ノ・氣候

順 慮ノ・一基 二行 ・・レルモ ノデナ久 若 干 ノ時 テ

要 スルモ ノデ アルカ ラデ アル。 術高山氣候 本來

ト關係海 キ、登 高 ノタメ ノ肉膣努 働 ノ影響 ガ研

究 ノ結 果 二混 入スル事 モ亦 ソノ原 因 ノー ツデ ア

ノレo

氣候順 慮現 象ノ、新 シキ氣候 ノ影響 ノタメノ反慮

デアルカ ラ、土 着者 ニノ・見 ラレナィ。土着 者ノ・

生來 ソ ノ地 ノ氣候 二順 癒 シテ特異 ノ生理生活拉

二病理 生活 テ螢 ンデ居 ルモ ノデ、 之 レノ・先天的

氣側 頂慮者 ト云 フベ キデ、登 高者 ハ後 天的氣候

順 磨者 タルベ ク登 高直後 カ ラ氣側 頂慮現 象 テ絵

儀 ナクサ レルモ ノデアル。

先 天的氣候順 慮者 ト後天的氣側 頂慮完成 者 トノ・

必 ズ シモ同檬 デナ ィ。此 事ノ・富士見土着 者 ノ赤

血球 数血色素量蛇 二肺活量 テ述 べ タ時、富士見

滞 在長期 二亙 ル患者 ノソレ ト富士見上着 ノソ レ

トガ異 ル ノテ掲 ゲテ注 意 テ喚起 シテ置 イタ。高

山氣候 ノ研究 二際 シ登高者 ノ封照 トシテ数年 ノ

高山滞在者 ヲ用 ヒル ノノ・危瞼 デアツテ、 私達 モ

勤務数年 二達 シタ療養所職員 テ封照者 トシテ血

球 検査 テ行 ツタ事 ガアツタガ、土着者 二就 イテ

ノ検 査 ト大差 アル ノテ知 ツテー驚 テ喫 シタ。

高山氣候 ノ要素 中大氣 ノ清浮 サ ノ如 キノ・人艦 二

保護 的 二働 クモ ノデアルガ、氣温漁度 ノ如 キノ・

菖居住地 ノソレ トノ比較 二於 テ、或 ・・保護的 二

或ハ刺戟 的二影響 入ル。高lL1ノ 低氣 巫拉 二低酸素

分歴、 彊烈 ノ輻射氣候 ノ如 キモ ノノ、圭 トシテ刺

戟 トシテ働 ク ト認 メ ラレル。保護 的 二働 ク氣候

要 素ノ・、生艦 二封 シテ眞 ノ意義 デ ノ反磨 テ起 ス

事 ナク、低 地 二於 テ歴迫 サ レテ居 タ生理現象叉

ノ・治癒現 象 ガ高 山氣候 ノ保護的要 素 ニヨツテ、

正常状態 二立 チモ ドルニ過 ギ ナィ。例 ヘバ夏期

ノ低 地 ノ高温高漁 ノタノニ歴迫 サ レテ居 タ食慾

ガ高 山 ノ低温低漁 ニヨツテ、正 常 二立 チモ ドル

ガ如 キソ レデアル。

氣候要素 中刺戟 的 二働 クモ ノハ、眞實 ノ意義 二

於 テ氣側 頂慮現象 ノ原動力 トナルモ ノデ、此 刺

戟 ノ・生膿 二反慮 テ起 シテ、 別個 ノ生活現象 ノ形

成 二進 マ シムル ノデアル。

私ノ・後天性氣側 頂慮現 象 テ3期 二分 ツ。 第1期

ノ・高 山氣候 中 ノ刺戟要 素 二封 シ生物 ガ突 磯的 二

反慮 ヲ起 ス時期 デ、 ソノ反慮 ノ・或 ノ・不必要 二強

ク或 ノ・必要以下 二止 リ、反慮 ガ合 目的 二行 ノ・レ

ヌ期間 デアル。之 レテ不安定期 ト云 ヒタイ。

第2期 ノ・刺戟 二封 スル反癒 ガ必要 一 シテ十分 ノ

程度 二整理 サ レル期間 デ、之 レテ反磨調節期 叉

ノ・整理期 デアル。

第3期 ノ・安定期 デ アツテ、 スベ テ高 山氣候 二順

癒 シタ生現現象 ガ螢 マ レル時期 デアル。

氣側 頂慮現象ノ、刺戟 ノ度 二9ツ テ其度 テ異 二 ■.

ル事 ノ・云 フ迄 モナイカ ラ、薔居住 地 卜新居住地

ノ氣候差 ノ大小 一 ヨツテ、上記 ノ3期 ニハ長短

アルベ ク、 又個 人差 モ相 當 ニ アルベ キデ アル。

海岸近 キ土地 カラ富士 見へ移 ツタ者 二就 テ私 ノ

経験 カラ云 ヘバ 第1期 ノ・登 高後 ノ7乃 至10日

デ第2期 ・・第2週 カ ラ第7週 迄 ト思 ノ・レル。勿

論氣候順磨 現象ハ各方面 二現 ル ・モ ノデ アル カ

ラ、或 モ ノノ・早 ク第3期 二達 シ或 モ ノ・・ソ レ迄

二長時 日テ要 入ルデ アラウ.

先 二私ノ・登高 ニ ヨル赤 血球 ノ檜加 二就 イテ述 べ

タ時、此増加 ノ・登高 直後 カ ラ見 ラ レ3日 乃至4

日二最高 二達 シ、後1時 減 少 ノ傾 向9示 シ第2

週 日デ初 メテ恒 久値 二達 スル事 テ云 ツタ.叉 肺

活量 モ1週 日ニ シテ 梢 く減少 スル 事 一・モ 云 ツ

タ。患者 ノ食慾 二就 イテ見 ルニ夏期 ナ ドハ登高

當 日カ ラ増進 スルモ ノモ アルガ、 コ レノ・氣候 ノ

刺戟 ト云 フヨ リノ・氣候 ノ保護 的作 用 ノ結 果 ト見

ルベ キデ、登 高後3、4日 ニテ現 ル ・食慾曾進 ガ

ム シロ氣候順慮 ノタメデ アリ
、 第2週 二入 ル ト

此旺盛 ニ シテ下痢 ノ懸念 サヘ アル食慾 ノ・落著 キ

テ見 セテ來 ル。
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罷重 ノ増加 二於 テモ亦、氣候順慮現象 ノ絡和 ト

シテ、 第1期 第2期 第3期 斗分 ツ事 ノ出來7レ ノ

ノ・前述 ノ如 クデ アル
。

サ

高lil二 於 ケノし結核治療 ノ成績 ノ・、此氣候順 慮現

象 ガ治癒的 二働 ク時 二良好 ナ ノデ アツテ、從 ツ

テ病症 ノ輕重病型並 二個人 的素質 ト、高lll療 法

ノ成績 ト・、密接 ナ關係 ガ アル。

刺戟療法 ノ・一般 的 二不 足刺戟 デモ過 刺戟 デモ数
'果
ヘシ ヘイ、 シバ シバ過刺戟 ハ有害 デ アル。結

核 ノ高 山療 法 二於 テモ、標 高度 ノ・重大湖題 デ ア

ル、 即 チ刺戟 ノ度 二過不 足 ナキ標 高 ナル 斗要 ヘ

ル。 叉個 ノ＼差(病 型病状 素質 」綜合 シテ)ニ ョツ

テ同一 ノ氣候 モ 過刺戟 トナ リ不 足刺戟 タ リ得

テ、氣候 順慮現 象不完 全 デア リ得 ル。叉時 トシ

テ例 ヘ バ蝕 リ高 キ海抜 デ ノ氣 側 頂慮現 象ノ・ソレ

ガ可能 デアツテモ治癒 的数果 ヲモ タラサ レナ ィ

デ アラウ。

右 ノ如 キ理 由 カ ラ,結 核 ノ高 山療法 ノ・病 者 テ選

ブ必要 ガ ア リ、特 二登 高直後 カラ2週 日迄 ノ・各

方面 カラノ氣候順 慮 ガ如何 二経過 シツ ・アルカ

斗十分 二知 ラナクテノ・ナ ラナ ィ。

此現象 二就 イテ ・・中杜 が近 ク詳細 ノ研究 ヲ嚢表

人ル筈 デアル。

第7章 高山二於ケル大氣開放療法

結核 性疾 患特 二肺結核 ノ治療 二大氣 開放療 法 ノ

著数 アル事 ノ・今 日ノ常識 デ アル。

大氣 開放療 法 ノ・保護 的療 法 テ ァル ト同時 二刺戟

i療法 デ'「リ得 ル。

人生生 活 ノタメニ汚染(塵 埃,煤 煙 、漁潤 、乾燥、

過熱 、「イオ ン」獲化1セ ラレタ室 内室氣 ヨリノ解

放 ノ・明 カニ保護 的 デ アル。特 二人生生活 ノ稀薄

ナ高 山 二於 ケル開放療 法 ノ・爾更 デアル。開放療

法 ノ・高山 二於 テノ・張烈 ナ輻射氣候 一鼻病船 二影響

セ シメル(日 光浴 ザ行 ノ・ズ トモ、反射旗散 ニ ヨ

ツテ短波長線 ガ病龍 二到達 スル)又 日中 ト夜間

トニ於 ケル皮膚 二封 スル外界 ヨ リノ熱 ノ出入差

(之 レノ・氣温 ノミデナク 日中ハ 輻射 ノ影響 モ ァ

ル)等'、 ソノ度 ニ ヨツテ生膿 二封 シ刺戟 トナル。

保護 的 与面 ハ問題 デナ ィガ、刺戟 的方面 ノ・過刺

第31表

戟4懸 念 サ レル黙 デ梢 胤問題 トナル。 私達 ノ・此

貼 ノ解決 ノタメ冬期間4選 ピ病 室 テ開放或 ノ・閉

鎖 シ、或 ・・媛房 斗入 レ或 ・・ソレテ取去 ツテ室 内

各部 ノ氣 温蛇 二1無度 「稠 査 シタ。實験 二使 ツ タ

病 室 ノ・6坪 ノ長方形 デ、南北 二長 ク、南 側ハ廣

イ「ドア」デ天井 ノナ ィ日光浴場 二出 ラレ、 且雨

開 キ ノ憲 ガア リ、此 雨者 テ開放 冒入ル ト南側壁 ノ

凡 ソ3分 ノ2ガ 完全 二外氣 二通 ズル事 トナル。

東西雨側 ノ・壁 デ、北側 ニノ・3尺 ノ「ドア」デ中廊

下 二通 ジ、 爾上 ゲ下 ゲ ノ硝子憲 ガアル。此北側

ノ憲近 ク1「 キ ロワット」ノ電氣媛房 ガ 置 カ レテ

アル。 開放 ノ・南側 ダケ デ全閉鎖、 開憲 、開窓 開

扉(全 開放)ノ3種 デ、 ソノ各々 ∴無媛 房、有媛

房 チ合併 シ、 自記 式 ノ寒暖漁 度計 斗室 ノ中央 ノ

机上 二置 イ タ。室外 ノ調査 ノ・百葉箱 内 ノ自記式

富士見 ノ冬季 ノ戸外戸内氣温蛇二氣漁

レ必 氣 温 戸 外 漏 度ll戸 内 載 温1戸 内顯
1

鋼駆
一 一一

巌差禰 最高最磁 差平均

一 一 　 一『-l
l

l_測 定 條 件 障 剖 駆一一
較差

一一 一 一一一一一 一 一 一 一 一1

鞠 離1麹霧
1ぴぱ 5。 7・駅薩i391

3.5りL聖2525

01391閉 筑 媛1吾 無 ・1げ2 1俳 11.5Q
嬰i4歌6"
師1亜

蕨歪
麹

6。 1。 50
1-i聾L墨 媛 房 有117・3臼2・ 駅!

11。 50…30

38,2810133E南 側 窓 開 放 、 媛 房 無1・1013}11gl'5.5。 1 壺
甦
堕
80

奪
堅
鐙
43

8。 「2。 10。 3。一
58 421酬 翻 撒 扁 、討 ℃丁、釧7.r80 一4。 12。 2り

1

-}昌 　 一 一'

26 32
[ 一

30南 側 憲 及 扉 開 放 、 媛 房 無 、21。13。118。112。16。13) 13。 9.54 381221 16

器i劉36南 側 窓 及 扉 開 放 、 媛 房 看7}12.5。tO.9。111.6。i6.7。1σ[ 5。 3.5。 3982.5 6.5
『

一
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装 置 乏用 ヒ タ。ソノ結果 ノ・第31表 二示 λ通 リデ

ア ル 。

氣温 二就 テ見 ルニ

(aノ 戸 外氣温 ト戸内氣温 ハ常 二拉 行 シ、戸内 ノ

氣温1日 李均 ・・常 二戸外 ノソ レヨ リ高 久

「b)氣 温較差 ハ常 二戸内 ノ方大
、

(cノ 開放 ト閉鎖 テ比較 ス レバ、準均氣温 ハ開放

ノ時 ノ方低 ク炉 外4一均 二近 ク1、 較差 モ開放 ノ

方小(戸 外 較差 二近 ク)

rdノ 焼 房 ノ有無 テ比較 ス レバ
、ZF均 氣温 ノ・媛房

アル方高 ク、較差 ノ・媛房 アル方大。

右 ノ事實 ノ中注 目スベ キノ・、 戸内較差 ノ方 ガ常

二大 デ特 二媛房 テ用 ヒタ時 ニ ー層 大 トナ ・レ事 デ

アル。 冬季間氣温較差 ノ大 キ イ事 ハ、感冒 ノ原

因 ノー ツ トナルベ ク、特 二氣 温 ノ最低 トナル ノ

ノ・睡眠 中 ノ未明 デ アル カラー層 都合 ガ悪 イ
。此

氣 温較差}小 ナ ラシムルニハ、先 ヅ媛房 ラ慶1ヒ

スベ キ デアツテ、同時 二開放 テ徹 底 セ シム〈ごキ

デ アル。氣温 ノ絶封値 ノ低 イ事 ノ・着衣布 團及布

團 内 ノ「ア ンカ」デ調 節 スル事 ガ出來 ルガ、較差

ノ調節 テ睡眠中 二行 フ事 ノ・不可能 デ アル
。若 シ

室 内温 ノ絶 封値 テ高 ク ゐル必要 ガ アルナ ラバ媛

房 テ入 レテ開放 入ベ キデ ァル。媛房 ヲ入 レテ閉

鎖 スレバ較差 ガ大 キ クナ ツテ危瞼 デ アル。

私達 ノ・昨冬原 則 トシテ媛房 テ慶 シタガ、殆 ン ド

全部 ノ患者 ガ堪 エ ラレ、 ソノ成績 モヨカツタ.

唯 布 團 ノ中 ニノ、「アンカ」テ入 レタ。

媛房 ラ入 レテ開放 スル ノノ・無意味 デアル ト考ヘ

ノしノノ・間違 ヒデアル。風通 シテ注意 ス レバ室温

ノ・相當 二高 クナルモ ノデアル
。即 チ媛房 卜開放

療 法 トハ相反 スルモ ノデ ハ決 シテナ イ、唯不経

1齊デアル ク ノrデアル。

實 際媛房 一惨 季 二使 用 シタ場合、室盗 ノ・ドンナ

状 態 一ナ ツテ居 ルカ、媛房 ヲ用 ヒテ開放 シタ場

合 ノ室温 テ知 ル タメ、私達ノ・北 壁 テ閉鎖 シ南面

グ グ ・開放 シ、媛房 テ北 面壁近 ク置 イテ、虜記

南北 二長 イ長 方形 ノ室 ノ天井 カ ラ「エ レク トロ.

ミクロテノLモメー ター」 ノ1エ レ メン ト」-11米

毎 ニツ リ下 シテ各部 ノ温度 サ～則ツテ見 タ。 ソレ

ガ第32表 デ アル。

第32表 冬季室内温度状況

　

測定條件,

1つト九1

陣1

南 、聖 北
了 一i

較
差

南

四

,
六

一
北

六
、
二

9
4
,
5洛5洛5乃5澄5

色鍾
一9

。
59

ー

堅

-

39ー
ト

,

あ01

一

歪

,

103939
'
89

薩
雛

⊥
洛11鴻11』

　
11
一
〇虹⑩10癬

完
全
閉
鎮
無
媛
房

一 皿 一

悪
駿

姦

埜.一一

南

午川1
完 荊時

llIll

61喪56.66.66.77.3
南
菖
四

i午 コ

塵L
l午五1

llllll

8.78.98。99.09.2

全

響

塗灘

llIlll 曹
10,010,010,010,010.2 北

二
九

ll!1」 _」

7.37.37.57.57.6

廷川酬 塑

一5・6憲

i午一開
綴 時

馨臨1

Illill

4.74.95.15.1 南1
llllIl

9.69.59.49,39.4

叩
七

穣騨
後時1

ll-llll

4.94.95.15.15.1 北

塁
二

111111

7.27.27.27.57.8

1前 時1「

午 一

、後 時

i祷i結「

前曜

午 九iI・1111

10,710,710,711,214.0 南
案
九
一一　 一}

北

些

1-一

llIlll

10,710,710,911,011.1

llllll

3.84.24.24.04.9

lllll

4.34;64.44.75.7

午 九lIl}711

7.37.37.37.17.1

!

南
七
四

扉 午一
開 後時

lllIll

13,213,213,7ユ3,213.2

憲

一 一

放1・膏1

蓮後時
房旨午十i後時

llllll

7.17.27.57.97 .9 北
六

左
南
二i

七

lllllI

5.86.16.16.36.3
-』 曹

i繍
　-r

llllI

6.16.36.15.65.6

扉 午 一後 時

1

lIlIll

6.86.86.86.87 .8

11

南
憲
扉
開
放
有
媛
房

1警羅63

霧軒r一

llllll

6,56.67.17.6 業

三
'

111111

後 時14.14.44.64.66.6
一

此調査成績 デ観 ル ト

(a♪ 完全閉鎖 ノ時r1♪ 無媛房 ナ ラバ、 日中 ハ



1138 正木=結 核 ノ高山療法 【第16巻

南 側程暖 ク、夜ノ・ソノ逆 デ、較差 ・・北側 ノ方 ガ

大 デアル。(2)媛 房 テ入 レル ト(北 壁近 ク)日 中

モ夜 中モ媛房近 イ北側程暖 ク、較差 ノ・北側 ノ方

ガ小 イ。

結核 ノ治療 ニノ・開放療法 テ行 フ ノガ常識 デ アル

ガ、事情 アツテ閉鎖 ラ強 ヒラ レル様 ナ場 合 ハ、

1日 ノ較 差 ヲ小 クスル タメニ・・媛房 テ入 レテ ソ

レニ近 ク「・㍉ ド」チ置 クベ キデ アル。

〈b)完 全 開放 ノ場合 ハ(1)無 媛 房 ナ ラバ日中

ノ・南側 ガ幾分暖 イガ室全膿局 部的 ノ差少 ク、夜

間ノ・明 カニ北側 ガ暖 ク、較差 ノ・北側 ノ方 小 トナ

ル。 此較差 ノ・閉鎖 ノ場合 ト逆 デ アル。較差 ノ大

ナル事ハ 冬季 ハ漱迎 出來 ナ ィカ ラ,無 媛房 ナ ラ

バ是非開放 スベ キ デアル。(2)媛 房 テ入 レル ト

日射 シノ強 イ時間 中 デモ夜間 デモ媛房近 イ北 側

ガ暖 イ、唯 日射 シノ射 シ初 メノ早朝 ダケノ・南側

ガ却 ッテ暖 イガ、 コ レノ・未 明 ノ最低氣 温 ガ室 内

ニマダ残 ツ テ居 ル特別 ナ場 合 ダケデ アル。 較差

ノ・勿論北側 ガ小 デアル。

媛 房4入 レテ開放 スル ノノ・無意 味 デ アル ト考 ヘ

ル ノノ・、此調査 デモ錯誤 デ アル ノガ分 ル。室 内

各部 ノ温度 ハ層 テナ シテ順次 二温度 ガ異 ツテ居

ル カ ラ、 「ベリト」ノ位 置二工夫 ラコ ラシテ、病歌

虹 二慣 レニ從 ツテ、温度 ト較差 ザ加減 人ル事 が

出來ル。

先 二述 くごタ如 ク自記式寒暖 計 デ戸 内戸外 ノ氣温

較差 ガ、媛房 ノ有 ルナ シ、又開放 ト非開放 テ論

ゼズ、常 二室外 ノソレガ室 内 ノソ レヨ リ小 ナル

事實 カ ラ見 ル ト、開放 ノ時 ノ戸外 戸内 ノ境界線

ノ・氣温較差 二關 シテノ特異 ナ攣換域 デアル ノザ

知 ル事 ガ出來 ル。即 チ氣温較差 ハ此境界線 二於

テ最大 デ、 ソレカ ラ戸外 ヘモ戸 内ヘモ較差 ハ減

少 スル モ ノデ アル。而 シテ此境界線 ノ大 ナル氣

温較差 ・・開放 一ヨツテ 幾分緩 和 サ レル ノデア

ルo

氣漁 ノ調査成績 ノ・通観 テ困難 ナ ラシメル程複雑

デアル。 ソレノ・同一 ノ絶封漁度 モ氣温 ノ高低 ニ

ョツテ氣漁 テ攣 ヘ シメル事 ト、 モー ツノ、氣温 ノ

高 マル ト共 二蒸登 ガ旺盛 トナル カ ラデァル。室

内二於 テ特 ニ ソ レガ著 シ{。

ソレ等 ノ因子 デ考慮 シテ、此成績 カ ラ決論 サ レ

ル事ハ

(a)氣 漁 卒均 ・・、(1)戸 内戸外 ノ・拉行 シ、(2)

戸 内 ノ・戸外 ヨ リ常 二高 ク、(3>媛 房 ナキ時ノ・閉

鎖 ノ時戸 内漁度特 二高 イ。

(b)氣 漁 較差 ハ、(1)戸 内 ト戸外 ハ原則 トシテ

拉行 シ、(2)戸 外 ノ較差 ガ戸内 ヨ リ小 ナルモ ソ

ノ差 ノ・媛房 一ヨ リ輕減 サ レ、(3)媛 房 ナキ時 ノ・

開放 ノ時 二較差 少 イ。

要 スルニ漁度李均 テ低 クシ且較差 ラ少 ク 入ル ニ

ノ・無媛房 ノ開放 デ アル。

開放療法 テ行 フ場合、室 内 二氣 流 ノ起 ル事 ノ・四

季 ヲ論 ぜズ避 クベ キ事 デ、特 二多期 間 二於 テ然

リデアル。

氣流 ノ・睡眠 中ノ・特 二熱 テ奪 ツテ感 冒 ノ原因 トナ

リ易 イ。室 ノ2方 テ開放 ス レバ 自然 室 内氣流 ガ

起 リ易 イ、 又1方 テ不 十 分二開放 スル時 モ所謂

隙間風 ガ入 リ易ク氣 流 ガ起 リ易 イ。 開放療法 ハ

1側 テ可及 的廣 ク開放 スベ キデ アル。私 ノ・1側

壁 ノ3分 ノ2以 上 一i開放 スベ キテ主張 シタ イ。

開放療 法 ノ刺戟 療法 トシテ ノ因子 ノ・氣温漁度 ノ

絶封値 トソノ較差 ガ主 ナル モ ノデアル。高 山氣

温 ノ寒 冷刺戟 ハ皮膚拉 二上層 呼吸器粘膜 テ通 シ

テ局所 的蛇 二全身的 ノ反慮 ヲ起 サ シメル.叉 一

日 ノ較 差 モ同様 デ アル。高 山 ノ氣 温較差 ノ・低 地

ヨリ小 デ アルガ、ソレノ・氣温 ダ ケ ノ事 デ、ワ レワ

レノ皮 膚 二及 ス寒暑感 ノ・氣 温 ノミナ ラズ、輻 射

氣候 モ關係 スル。高 山ノ・日中ノ・温 ク感 ジ日浸 ト

共 二急 二寒 ク感 ズル ノハ誰 デモ知 ル所 デアル。

コ ノ日中 ト夜間 トノ寒 暑感 ノ差 ノ・開放療 法 ラ行

ツテ初 メテ徹底 スル。

尚高山 ノ絶 封漁度 ノ低 キ事 ・・氣 漁 ノ低 サ ヨリモ

強 イモ ノデ、 ソレガ呼 吸器 上層 二特別 ナ刺戟 ト

ナ リ得 ル。 此貼 デ開放療法 ノ・高山 二於 テ特 二意

義 テ深 クスル、即 チ人類 ノ呼氣 ノ・膿温 二迄温 メ

ラレ殆 ン ド水蒸氣 デ飽和 サ レテ居 ル。高111ノ 絶

封 漁度 ノ・特 二低 イ ノデ、大氣 ラ吸 入 シテ呼 出 入

ル時、呼吸器 上層 ノ粘膜 カ ラノ蒸登 ノ・甚 シク旺
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盛 トナ ラナクテノ・ナ ラメ、 ソ レガ特 二多期 ハ大

氣 ノ寒冷 サ ト相挨 ツテ呼吸器 上層粘膜 二封 スル

刺戟 トナル。

右述 べ タ如 ク高lIlデ ノ大氣 開放療法 ハ低地 ノソ

レヨ リモ刺戟療法 トシテ ノ因子 ガ多 イモ ノデア

リ、從 ツテ冬期間 ノ・過刺戟 トナル可能性 ガアル

ガ、私達 ノ経験 ヂノ・富士見高原 二於 テノ・過刺戟

ト認 ノ ラ レル場合 ノ・冬期 間 二於 テモ稀有 ノ事 デ

アツタの

要 スルニ大氣開放療法 ノ・富士見程度 ノ標高 デノ・

冬期間 モ懸念 ナ ク實行 スルラ得 ルモ ノデアル。

第8章 高山二於 ケル日光療法

第1節 日光療法綜説

日光療 法 ガ科學的 二扱 ノ・レテ以來、既 二牛世紀

テ越 エル ノ気 ソノー般的文献 ハ省略 入ル。吾

國 二於 テモ今迄 日光療 法 二關 スル報 告・・ナ イデ

ノ・ナ{ガ 、 ソノ例症 ノ・決 シテ多 クナ イ。 ソ レハ

日光療 法 二適 スル地理的位置 二永 ク、的 ノ療養施

設 ガナ カツタ ノが4三ナル理由 デアツタ ト思 フ。

私達 ノ・過 去十撒年 、 日光療 法 テ實施 スルニ比較

的好適 デ アル富 士見高原 デ治療 ノ實際 二從事 シ

テ居 タノデ、結 核性疾 患 二 日光療法 テ實施 シタ

例 症例数 モ相當 ナ撒 二達 シテ居 ル。

高山 ガ 日光療 法 ヲ實施 λルニ好適 デアル理由 ハ

要 入ルニ高山 ノ輻射氣 候 ガ量的 二又質的 二優 レ

テ居 ルカ ラデ アル。 ソノ鮎 二就 イテ・・既 二述 べ

テ置 イ タ。

高 山 ノ輻射氣候 ガ標 高 ノ ミチ決 定 サ レルモ ノデ

ナ ク緯度 ハ勿論、地勢 ノ影響 ガ重大 デアル'!{ハ、

先 二述 べ タ富士 見高原 ト蓼科高原 ノ氣候 ノ比較

デモ知 ラレル。

日光療 法ノ・保護 的 ヨリ・・刺戟 ニマ ツモ ノデ ァ

リ、ソノ刺戟 ノ蓄 積J-1利 用 スルモ ノデ ァル ヵラ、

連績的 二好適 ナ輻射氣候 二恵 マ レル地貼 デ行 フ

ノガ理 想的 デアル。特 二多期 ハ太陽 ノ位 置 ガ低

イタメ、飴程 ノ輻射 氣候張烈 ナル地鮎 デナクテ

ノ・日光療 法ノ・實施 出來 ナイ。

又 日本 ノ・季 笛風 ノ影響 デ各地 ノ輻射氣候 ガ季節

ニ ョツテ甚 シク違 ツテ來 ル。例 ヘバ裏 日本 ノ冬

期 ノ如 ク日夜 テ分 タズ降雪 ヲ見ル地域 デノ・冬期

間 ノ日光療法 ナ ドハ思 ヒモ及 バヌ事 デアル。

右述ベ タ如 キ種 々 ノ條件 カラ日光療法 二適 スル

日本 内地 ノ地黒占ハ次 ノ如 クデアル。

(1)標 高 ノ大 ナル事 夏期 二於 テノ・低 地 モ亦輻

射氣候 ノ・良好 テアル ガ、氣温 一般 二高 ク シテ病

者 ニノ・堪 工難 イ。 多期 間ノ・氣 温低 ク、 且輻射氣

候薄弱 ニ シテ、之叉病者 ニハ堪 工難 キ場合 ガ多

イ。之 レニ反 シ高山 ノ・夏期氣温 低 キ事 ト漁度低

キタ メ、病弱 者 モ日光療 法 テ行 フテ懸念 ガナ イ。

多期間 モ高山 ノ・氣温 ノ・勿論低 キモ日光輻射強 キ

タメ、前述Hannノ 式 二示 入如 ク日光直射 下 ノ

皮膚温度ノ・相 當 トナ リ、病弱 者 モ亦 堪 工得 ル。

標高度 ノ・病弱農 二過大 ノ員澹 ナク到達 シ得 ル テ

限度 トスルハ勿論 デ アル。 日本 ノ現 在 ノ交 通状

態 デノ・先 ヅ2000米 以 下 デ アル。

(2)中 央 山脈 ノ東南側 之 レノ・特 二冬期間 ノ日

光療 法 テ顧慮 スル カ ラデ ァツテ、 中央 山脈 ノ日

本海側 ノ・冬期 ノ降雪期 二 日光療 法ノ、思 ヒモ ヨラ

ヌ弱 イ輻射氣候 デアル
。 中央 山脈 ノ南側 ノ・冬期

亦晴天 二恵 マ レ、夏期 ノ・東南 ヨ リノ季 節風 二恵

マ レテ、高温高漁 ノ・Hannノ 式 二示 サ レル如 ク
.

日光浴 ノタメ ノ皮 膚過熱 ガ阻IEサ レル。

(3)東 南 又ノ・南 ヘ ノ傾斜 面 卒地 ノ中 ノ離 レ山

ノII順 ノ・標 高大 デ ァツテモ雲 ガカ ・リ易イ
。相

當 ノ高 山 ノ裾 ノ傾斜 地 ガ理想的 デアル。 東南又

ノ・南 ヘ ノ傾斜 ノ・前述 山風谷風 ニヨツテ霧 ガノ・レ

易 イノデァル。輕非 澤 ノ様 ナ傾斜 地 ト云 フ ヨリ

ハ寧 ロ高毫 ト云 フベ キ 特 二西南 叉ハ 西 方ヘ ノ

緩傾斜)所 ・・霧 滑 リカ悪 イ。

一年 テ通 ジテ ノ日照時数 ハ 日光療法 テ行 フ地貼

ノ選澤 ノ重大 要素 デ ァル ノハ否定 出來 ナ イガ、
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實際的 一ノ・全 日曇 天 父ノ・雨天 ノr-1ノ少 キ事、特

一 カウ云 フ日 ノ連績 シナ イ事 ノ方 ガヨ リ大切 デ

アル。 日光療 法 チ實施r・ ル大部分 ノ患者 ノ・1日

3、4時 間 日光浴 ヲ行 ヘ バ十分 デ アリ、又 ソレ以

上 ノ長 時間 ノ日光浴 ノ・過刺戟 トナル虞 ガ多 イ。

叉 ソノ反面撒 日間 日光浴 ガ行 ヘ ナ イヤ ウナ悪 天

候 ノ・、 日光療法 ガ 溶積作 用 一マツ治療 デ アル瓢

カ ラ甚 グ不愉快 デアル。

日光療 法 ノ實施 二際 シ重要 ナル條 件 ハ次 ノ三 ツ

テ アル。

(1)日 光 ノ完全 性 日光療法 ノ・量的 ニモ質的 ニ

モ完全 ノ日光 デアル事 ガ理想 デ アル。 日光 ガ不

完全 トナ ル因子 二就 イテノ・既 二述 べ タ通 リデ ア

ル。 ソノ黙 カ ラ考 ヘテ高山 ノ・完全 二近 イ日光 二

恵 マ レテ居 ル。又午前 ト午後 トテ比較 スル ト、

午前 中 ノ日光 ノ方 ガヨ リ完全 デアル。但 シ日光

浴 ノ・タ ・"二日光 カラ直射 シテ來 ル輻射線 ノ ミヲ

皮 膚 ニ ウケル ノデナ ク、地上 カラノ反射光線及

大 室 カ ラノ旗散 二因 ル光線 モ、重大 ナ關係 ノア

ル ノテ忘 レテノ・ナ ラナ イ。此鮎 二就 イテモ翫 二

述 べ タ。

(2)日 光療 法ノ・直接 デナ クテノ・ナラヌ。 日光療

法 ノ・裸 ノ皮膚 テ直接 日光直射 ノ下 二曝 スノガ本

則 デアル、衣服或 ノ・布片 テ通 シ、或 ノ・硝 子 一・通

シテノ・日光療法 トノ・ナラヌ。 コレノ・被覆物或 ノ・

硝子 ニヨツテ日光 ノ完全 性 ガ失 ・・レル ノ ミナ ラ

ズ、 「1光療 法 ガ大氣療 法 ラ必然的 二兼 ネ テ居ル

黙 カ ラ不適 當 デ アル。

紫外線 チ ヨク通過 入ル ト云 フ「バ イタ」硝子、「ウ

ビオル」硝子 ラ使 用 スル トシテモ、ソノタ ノニ大

氣療 法 ノ併 用数=果 ガ失 ノ・レ、 又是 專 ノ硝 子 モ 日

本 ノ様 二夏期高 孫ナ地域 デノ・表面 二徽 ガ附若繁

殖 シテ紫外線 ノ通過 テ著 シク制限 スル。

(3)日 光療 法ハ漸進 的 ナルテ要 人ル。 日光療法

ノ・1種 ノ刺戟療 法 デ アル。從 ツテ過刺戟 テ警戒

スベ ク、不 足刺戟 デノ・意味 テナサ ズ.爾 叉 日光

療 法 ノ刺戟反慮 ニノ・若干 ノ時 テ要 スルモ ノデ、

從 ツテ刺戟 ノ定 量ノ・カナ リ困難 デアル。加之一

方 日光療法 ノ・刺戟 ノ蓄積 ニマ ツ所 多 イカ ラ、過

刺戟 テ特 二注 意 シナ クテノ、ナ ラヌ。

日光刺戟 二封 スル反慮 ノ・、個人 的 ノ差 ガ多 イモ

ノデアル。自ロチ個人 ノ素質、病型 病勢 ニ ヨツテ

反磨 ハ違 ツテ現 レル。

日光刺戟 ハ 日光 ソノモ ノ・量蛇 二質 ニ ヨツテ反

慮 二差違 アル事 ノ・常然 デ アル。又 日光直射 ノ時

間拉 二皮膚 ノ廣 サニ ョツテ反慮 テ異 ニ スル,

右 述 べ タ理 由 ニ ヨリ日光療法實施 ノ初 期 二於 テ

ノ・時 間 モ皮膚面 モ過小 ナル4寧 ロ可 ト ヘル。何

故 ナ レバ 日光刺戟 ノ眞 ノ反 慮 テ見,レニ ・・少 ク ト

モ2、3日 ノ時 日テ要 スルモ ノデアル シ、叉一方

ソノ蓄積作 用 テ利用 スル本 旨カ ラ、 日光療 法 ハ

連 日行 フテ例 トスル カラデ アル。

私達 ノ経験 ニ ヨル ト、 日光 ガ過刺戟 トナ ル可能

性 ノ・時間 ヨ リモ皮膚 ノ廣 サ ノ方ニ アル ト思 バ レ

ル。例 ヘバ蕪診 上全 ク所 見 ナキ初期 肺結 核患者

ノ下肢 ダケ41時 間近 ク 日光直射 二 曝 ヘヨ リ

モ、腹部以 下 ザ 十鍬分 日光 二 曝 シタ 時 ノ ノアガ

「ラ,セ ル」ガ出現 シ易 イ
。

日光療 法 二局所 的 ト全 身的 ノ別 ノアル事 ノ・誰 モ

知 ル所 デ アルガ、 日光 ガ直接 局所 二働 イテ数 果

ヲ現 入場合ノ・外傷 ノアル場 合 ノミデアツテ、 元

來 日光療法 ノ・罷質 改善 一 貢献 スル ノデ アルカ

ラ、全 身浴 テソノ本 旨 ド ヘベ キ デー'・7ル。皮 膚結

核 ノ如 キキ ノニ於 テモ亦私達 ハ全 身浴 デ ヒトシ

局所浴 ノ・ソノ補助 程度 ノモ ノ ト考 ヘ テ居 ル。

私達 ・・全 身浴 ・・殆 ンドRollierノ 式 二從 ツ テ來

タ。 ソシテ肺結 核 二於 テハ胸部 チ日光 二直射 サ

セル事 ヲ差控 ヘ タ.肺 ソ ノモ ノ ト胸部 ノ皮 膚 ト

ハ直接 閣係 ・・ナ イガ、胸部皮膚 二 日光 」f直射 セ

シムル ト、時 トシテ轍 逐進 ナ ドテ見 タノデ ア

ノレo

日光 ノ眞實 ノ過刺戟 ノタ メニ希望 セザ ル副作 用

ガ起 ル事 ハ勿論考 ヘ ラレルガ、時 トシテ日光刺

戟 ト他 ノ氣候要素 トノ合作 ニ ヨツテ希望 セザ ル

矧 犬ガ起 ツテ來 ル場合 モ アリ得 ル。 ソノウチ最

モ可能性 ノアルモ ノハ、夏季 ノ高氣温 ト高氣 漁

デ ア・レ,夏期 ノ日光浴 二於 テ全 身 日南 二出 デ テ、

日光 テ遮断 へ・ごキ胸部 ナ ドテ衣 服 デ覆 フ様 ナ場
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合 ニハ特 二副作 用 ガ起 リ易 イ、 ソ レノ・此部 ノ蒸

登 ガ阻止 サ レテ蛤 モ蒸風呂 二入 ツタ ト同檬 ノ結

果 トナ'しカ ラデ アル。 カウ云 フ場合 ノ・全裸膿 ト

ナ ツテ、 日光 チ遮断 スベ キ部位 テ遠 ク日覆 ノ如

キモ ノデ日蔭 ニ スベキ デアル。

日光療 法實施 二際 シテ ・・必要 二磨 ジテ牛乳番 茶

清水 ノ如 キモ ノテ揺 取 スベ キデ アル。 日光浴後

ノ頭痛 ノ・主 トシテ飲 料不 足 ノ結果 デアル。

第2節 日光療法 ノ治病機轄

日光療 法 ノ治病機轄 二就 イテノ・、今迄種 々論議

セ ラ レテ來タガ、注 目 ヘベ キノ・次 ノモ ノデ アル。

(1)日 光 ノ殺菌作用 日光二殺菌作用 ノアル事

ハ詳知 ノ事 デアルガ
、 ソノ役菌 作用ノ・日光 ノ熱

数 果 ト同時 二日光中 ノ紫外線 ノ化學作用 ・』モ ヨ

ル ノ浄 で一般 二認 ノラ レテ居 ル。 ソ シテ此殺菌

作 用 テ持'ソ紫 外線 ノ波長範園 ノ・4000-2200「 オ

ンゲ ∴トロー ム」デ 最強烈 ナ ノ・・3000「 オ ング

ス トロー!丸」デアル。

然 シ紫外線 ノ皮 膚透過率 ・・Hasselbalch:・:'`i實

験 ニ ヨル ト第33衣 二示 ス如 ク 實 二 微 々 タルモ

ノデ、結核性疾 患 中最淺表 二細菌 ノ占居 スル皮

膚結核 デモ此紫外線透過卒 二比較 シテノ・街深部

第33表 紫外線 ノ皮膚透過率

波 長
皮 膚 ノ厚 サ(mm)""6
.1

一il

o

一 欝!-一 影 0.5%

【「　 31巨σ7

0.08%

2970,,

2890,,

30%

_1____

6

2% 0

0.01% 0

ト認 ムベ キデ アル。從 ツテ此 日光紫外線 ノ殺菌

作 用ノ・日光 ノ治病機轄 ニノ・重大 ナ役割 テツ トメ

テ居 ル トノ、思 ノ、レナィ。

又 日光 ノ熱敷果 ノ・唯表皮 ノ損 傷 アル場合 二表在

スル細菌 ニ ノミ若干 ノ殺菌作 用 り及 ス可能性 ガ

アル ノ ミテ アル
0

(2)日 た ノ充血拉 二鰐血作用 日光 ノ・直射局所

二充血蛇 二鰺血 テ起 ス事 ハ事實 デアル
。全身 日

光浴 二於 テノ・、常時全血液 ノ1896以 上 ノ血液 テ

牧 容 なル皮膚血管 ノ旗張 テ來 ス ノデ アル カラ、

一時的 二全 身 ノ血液分布 二攣調 テ來 シ
、 ソレガ

原 因 トナ ・ソテ遠達病所 二若干 ノ影響 一・輿 ヘル可

能性 ノアル事ハ否定 出來 ナ ィ。又 局所浴 ノ・ソ ノ

部 一 ビー ル氏膠 血療法 二類 ス,レ数果 ガ アル デア

ラウ。

(3/日 光7刺 戟 作用 右 二述 ベ タモ ノヨ リー層

重大 デ アリ且本質 的 ノモ ノノ・日光 ノ刺戟 作 用 デ

アル。日光 ガ局所的 二刺戟 トシテ働 ク時、紅疹登

現 卜色素沈著反慮 テ起 へ事 ノ・著 明 ナ事 デ アル。

此紅疹 ト色素沈著 ノ出現 ガ日光 浴直後 二現 レズ

1日 乃至数 日後 一f-一現 ル ・ノハ日光 ガ刺戟 トシテ

働 ク離 左 デア リ、 ソノ刺 戟 二封 な・し生罷 ノ反慮

ガ紅疹蚊 二色素沈若 デ ア・し。

紅疹 二就 イテノ・日花 ノ治病機 轄 ト關係 ノ・認 メ ラ

レナ イガ、 日光刺戟 ノ反 慮中恐 ラク最 モ急速 一

出現 スル モノデアル タメ、刺 戟 ノ定量 ノー一指針

トシテハ利 用サ レ,し。一一般 二刺戟 二封 々レ反慮

ノ・カナ リ個人差 ノアル モ ノ故
、紅疹 ・出現 度合

ノ・日光刺戟 ノ度 ト個 人的感受 性 ノ綜 合 匹示 ヘモ

ノ トナル。 ソ レ4利 用 シテ今 日 ノ日た ノソ ノ個

人 二封 スル刺戟敬果 テ判定 スル事 ガ出 來ル。最

大 ナ注意 ノ下 二 日光療法 テ行 フ必 要 アル場合 ノ・

厚紙 二歎個 ノ穴4ア ケテ患者 ノ1二騰 内側 ニ アテ

テ 日光 テ直射 セ シメ、時 ト共 二穴 斗順次 日1℃カ

ラ遮断 シテ、一豊 夜後紅疹 ノ出現 一声検 シ
、 ソノ

日頃 ノ日光 ノソノ個人 二封 スル刺 戟度 一・知 ツタ

後・ 日光療 法 ノ調節 テ行 フ事 ガ出來 ル。

日光刺戟 ニ ョル紅疹 拉 二色素沈著 ・W脚 一一289(1

「オ ング ヘト・一 ム」 ノ範 園 二強 久2970rオ ン

クス トロー ム」ノ波長 二於 テ 最 モ強 ク現 レ,しモ

ノデ、 叉 「ヘモグ ロビ ン」 ガ 「メ トヘ モ クロ ビ

ン」二攣 ズ,レノハ3000「 オ ンゲス トロー ム」が最

強 デアル。 ソ レ等 斗示 シタ ノガ第8圖 デアル。
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第8圖 紫外線波長b生 物的反慮

ABCD一 殺菌作用

MNP一 色素沈着

CE一 深部殺菌作用 ノ減弱

EeOOA。sooe4〃 〃3eeo2eeo

昔 緑 青 篁 紫 タト 線 →

以 上 ノ如 ク殺 菌作 用 モ紅疹 出現 モ皮膚着色 モ亦

血色 素 二封 スル影響 二凡 ソ2900-3000「 オ ング

ス トロー ム」範 園 二集 中 シテ 居ル貼 ヵ ラ考 ヘル

ト恐 ラク日光 ノ治病数 果亦此範園 ノ紫外 線 二集

中サ レル モ ノ ト想像 サ レルガ、然 シ日光療 法 ハ

軍 ナル此範 園 ノ紫外線療法 デアル ト論断 入ル ノ

ハ早計 デアル。

須 永3"・ノ・人工 光線 ト千葉市 内 ノ日光 ノ人禮 二封

スル色素沈着数果 テ比較研究 シテ、 日光刺戟 ハ

色素沈着 テ指針 トシテ決論 ス レバ輩 ナル紫外線

刺戟 デナ ク、 ヨリ波長 ノ長 イ輻射線 モ與 ツテカ

アル テ設 イタ.

爾 私達 ノ・日光浴 ノタメ著明 ナ色素沈着 テ起 シタ

皮 膚 ガ、普通 ノ皮膚 トハ何 力免疫學的 二差 違 ガ

アリノ、シナiカ ト思 ツテ、2000倍 「ツベ ル ク リ

ン」、生理 的食盤水、100倍 稀 繹 「チフ ヘワクチ

ン」、同張臭化 「ナ トリウム」液 ノ夫 々O.1c・c・テ皮

内 二注 射 シテ見 タ。 ソノ結果前3者 ハ色素沈著

ノ有 無 二關係 ナ ク均 一 二反慮 シタガ、臭化 「ナ ト

リウム」ダケ ハ色素沈着部位 ダケニ反鷹 テ起 シ、

全 然 日光浴 ヲ行 ノ・ヌ患 者 ノ皮膚 ハ無反慮 デ アツ

タ。 ソノ意味 ノ・全 ク不 明 デ アル。

日光療 法 ノ治療機轄 中抗狗 縷病敷果 ガ皮膚 二於

ケル「ビタ ミン」Dノ 賦 活作 用 一 アル事 ダケハ今

日承認 セ ラル ・所 デアル ガ、抗結 核漱 果 ノ本態

ノ・唯大部 分 日光 ノ刺戟 ニ ヨル モ ノデ アラウ ト云

フ事以外 ノ・全 ク嗜 黒 デ アル。 又皮 膚 二與ヘ ラ レ

ル刺戟 ガ何 テ媒膿 トシテ深部 一及 ブカニ就 イテ

モ、或 ノ、沈着 セル皮 膚 色素 ガ媒膣 トナル テ想像

シ或 ノ・血色素 ニヨ リ数果叉 ハ敷果 素 ガ蓮 バ レル

ト詮 キ或 ノ・紫外線 ノー部 ガ深部迄 及 ブヲ假定 シ

テ居 ル ガ、私 ハ恐 ラク皮 膚 二分布 スル生活神経

テ通 シテ刺戟 が深部 二波及 スル ノデハナ ィカ ト

想像 シテ居ル。

第3節 「1光療 法 ノ適鷹 症

結核性疾患 ノ・一般 的 二日光療 法 ノ封稻 トナ リ得

ル疾患 デァル。 唯 日光刺戟 二封 スル反慮 ガ非常

二個人差(素 質病型病勢 テ綜 合 シタ意味 デ)ガ ア

ル タメ、 日光 ノ定景 ガ困難 デ アル事 ト、 日光療

法 實施 ノ際 ノ他 ノ氣候 要素例 ヘバ氣温氣漁等 ガ

併 合 シテ生艘 二影響 テ與 ヘル事 トノタメー、適

慮 症 ラ選 ビ叉 日光 ノ適 量 ノ決定 ガム ヅヵ シクナ

ル。此鮎 ノ、十分 ナル縄 験 二eタ ナクテノ、ナ ラヌ。

私達 モ 十 数年 ノ経験 デ相當 ノ治療成績 二 達 シ

タノデァルガ、尚 且 ツ富士見高原以外 ノ地 デ ノ

日光療法 二封 シテノ・殆 ン ド自信 テ持 チ得 ナ イ。

上記 ノ如 ク 日光療法 ノ・實施 上 ノ困難 テ件 フ療法

デ ァル事 ハ事 實 デ、從 ヅテ ソノ反面 日光療法 ノ・

失敗 シ易 イ ノモ事實 デアルガ、 ソ レダ ケ ノ理由

デ日光療 法 ラ放棄 スル ノノ・醤學者 トシテ正 シイ

態度 デナ イ。結核 ノ治療 法 ノ・今 日二於 テモ簡軍

デナク治療期間 モ亦長 イ。 ソ レ故 十分 ナル研 究

ト縄験 ノ下 二 日光療 法 ノ完成 テ期待 スル1ドガ必

要 デ アル。私達 モ過 去 二於 テ相當数 ノ失 敗例 テ

モツテ居 ル ガ、此失敗 ラ母 トシテ年 ト共 二 日光

療 法 ノ著数 アル例 チ塒 シ失敗例 ノ激減 テ見 テ來

タ。 是等 ノ事二關 シテハ既 二獲 表圃 シテ置 イ タ

カ ラ詳細 ノ、省 略 スル。

スベ テ ノ療 法 ノ適慮症 テ論 ズ ルニ當 ツテ ・・三 ツ

ノ條件 ガァル。 一 ツハ ソ ノ療 法 ガ数果 ガ アル ヵ

否 カデ、一 ツハ逆 二害 ガアル カ否 カデ、残 ルー
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ツハ敷 害共 ニナ ィ事 デ アル。然 ル ニ日光療法 ノ・

刺戟療 法 デ アル カ ラ、不 足刺戟 ノ・無反磨 デア リ、

適 量ノ・数果 アリ、過刺戟 ノ・害 ノアル事亦 當然 デ

アル。而 シテ有数刺戟 量 ノ範園 ノ廣 キ(有 数 下界

量 ヨ リ有害下界量 ノ間隔)疾 患 ガ 實行上 ニノ・理

想的 ノ適癒症 デアル。

叉一方刺戟 二封 シテノ・習慣性 デ アルタ ノニ、初

期 二於 ケル過刺戟 モ後 一ノ・不足刺戟 トサヘナ リ

得 ル。 又刺戟 二封 スル反磨 ノ現出 ニノ・若 干 ノ時

テ要 スル。 コレ等複 雑 ナ條 件 ニ ヨツテ、 日光療

法 ノ適癒症 ノ・ソノ患者 ノ今迄 ノ生 活 ガ日光 トド

レ程 ノ親 シミガアツタカデ動 キ、又 日光療法實

施 ノ初期 ノ・特 二注意 テ要 スル。

右 ノ如 キ前説明 ノ下 二 日光療 法 ノ適磨症 テ考察

スル ト最 モ理想的 ノ適雁 症ノ・外皮 又ノ・外皮近 ク

占居 スル結核性疾 患、例 ヘバ 「ルー プス・スクロ

フロデルマ」、結核性 潰瘍 デアル、手術 ニ ヨリ切

開 サ しタル痔痩 ノ如 キ最適 デアル。是等 ノ疾患

ノ・恐 ラク細菌 ノ・毒性弱 キ事 ト、局所 日光浴 ノ敷

果 ニ ヨツテ良好 ナ経過 ラ トルモ ノデアラウ。勿

論 力 ・ル場合 モ全身 日光浴 テ必要 トスル。

骨蛇 二關節結核 モ好適 ナル日光療 法 ノ封稔 トナ

ル。勿論早期 ニ シテ手術 可能 ノモ ノノ・手術 スベ

キデアルガ、 ソノ後 ノ再登 ノ阻 止、痩孔 ノ閉鎖

一 日光療法 ハ著敷 ガ ァル
。

關節結核 ノ手術 ノ・再褒 テ起 シ易キ タメー時顧 ラ

レナクナツテ保 存療 法 ニユダネ ラレテ居 タガ
、

手術後 二日光療 法 テ試 ミルナ ラバ再登 テ阻止 ス

ル事 ガ出來 ル。

保存療 法 ト日光療 法 テ合併 スル ト、或程度迄關

節 ノ蓮動範園 テ保 ツテ全治 スル黙 ガ喜 バ シイ。

又癒 用萎縮 テ日光療 法ノ・制 限 シ得 ル。

泌尿生 殖器結核 ノ・手術 可能 ノモ ノノ・手術 スベ キ

ノ・勿論 デア リ、 ソノ後療 法 トシテ日光浴 ノ・最適

デァ リ、又手術不 可能 ノ場合 ノ・手 ラ扶 イテ死 テ

待 ツ ノ愚 テ捨 テ ・、熱意 テモ ツテ日光療法 テ行

フベ キデ アル。籍 スルニ時 テモ ツテ ス レバ全快

モ亦 可能 デ アル。

外科的結核疾患 ガ最適 ナ日光療法封構 トナル ノ

ハ 日光 ノ定量 ガ容 易デ アル カラデ、勿 論漸進的

デナ クテノ・ナ ラヌ ガ、過 刺戟 トナ ツテ、失敗 ス

ル事殆 ン ドナ ク、慣 レタ後 ノ・終 日日光直射 下 二

裸身 テ曝 シテ懸念 スル ニ及 バ ナ ィ.勿 論 十分 ナ

検索 ニ ヨツテ合併症特 二肺結核 ノ有 無 テ知 ル必

要 ガアル。

次 ニノ・所謂虚弱禮質特 二小見期 ノソ レガ好適 ノ

封稔 デアル、所謂盧 弱禮質 ・・初感染結核 デ アル

場合 ガ多 イ。是等 ノ・驚 クベ キ程 度 ノ艦質改善 ガ

日光 ノカ デ逡 ゲ ラ レル。

急性期 デナ イ腹膜 、肋膜 結核又適慮症 デ アル。

腹膜 結核 中、廻盲腸部結 核 ノ手術後又 ノ・手術不

能 ノモ ノモ日光刺戟 ニ ヨ リ良好 ナ反磨 テ起 ス。

腹膜結核 ハ腹部照射 テ行 フガ肋膜 結核 ノ胸部 日

光浴 ノ・試 ミナ ィ方 ガ ヨイ。

肺結核 ノ日光療法 ハ相當 ナ注意 ノ下 デ行 ノ・ナ ク

テノ・ナ ラ ヌ。熱螢 アルモ ノ喀 血血疾 アル モ ノノ・

禁忌 デアル。早期型 又 ハ早期 浸潤 デ軟 化又 ノ・室

洞 ノナキモ ノ、硬化性檜殖 性 ノモ ノノ・適慮症 二

数 へ得 ル。勿論 日光浴 ノ影響 二十分細心 ノ注意

テ彿 ヒ、熱登、赤沈値増加等 アル時ノ・一時 中止

ス ベ キ ァ ア ル o

滲出性 ノモ ノハ無熱 デアツテモ特 二注意 テ要 ス

ル。晩期 型 ノモ ノハ又十分 ノ注 意 ノ下 ニ ノミ日

光浴 テ行 フ。

入ベ テ過刺戟 ヨ リハ不 足刺戟 二止 メ
、蓄積作用

一タヨル テ可 トスル
。胸部 ノ日光浴ノ・行 ハヌ、

唯稀 二十分 二 日光 ニナ レ経過良好 ノ場 合 二不 足

刺戟 トナル懸念 アル時 ニ ノ ミ胸部浴 テ行 フ事 ガ

ア ル 。

禁 忌症 ノ・熱獲 アルモ ノガ第1デ アル夙 「レン ト

ゲ ン」所見 一 懸念 ノモ ノナ ク 且膿重 赤沈値 ナ ド

ニ亦異攣 ナ ク37度2
、3分 ノ畿熱 ノ長 ク纏 績 ス

ルモ ノノ、・ 日光療 法 テ行 ツテ却 ツテ解熱 シタ場

合 ガ アツタ。(昭 和13年6月 號 結核所載學會報

告参照)喀 血血疾 ハ禁 忌 デ アル。赤沈値 ノ=檜悪 ス

ルモ ノ又禁 忌 デ アル ガ
、 ソノ絶封値 ノ・40(Wes。

tergreen)以 下 ノ・必 ズ シモ禁 忌 ト思 ノ・ナ イ
。

禮重 ノ・特 二夏期 二於 テノ・、 ソノ減少 モ禁 忌 ト思



1144 正木=結 核 ノ高山療法 【第16巻

ヘ ナ ィ
。

第4節 高山 二於 ケル 日光療法 ノ特徴

先 二高lll二 於 ケル 日光 ノ特異 サニ就 イテノ・詳細

二詮 ク所 アツタガ、 日光療 法 ノ立場 カラ見 テ高

1"ノ 日光 ノ・完全 デアル。

且叉高山 ノ低氣漁 ハ日光浴 中 ノ皮 膚 カラ ノ蒸登

テ容 易 ナ ラシ メル ノデ、 日光療法 ノ副作用 ト見

ル・ごキ過熱 斗避 左 シメル。 冬期高山氣温 ノ低 キ

事 ・・先 二 且annノ 公式 デ示 シタ如 ク日射量 ノ

強 キ ト相倹'ソ テ、 口蔭 ト日南 ノ温度 ノ差 テ大 ナ

ラ ーiメル タ メ、 日光浴 ・・一+行フ場合 二・・快適 デ ア

ノレo

又 日光療 法 ノ失敗 ノ1三因 デアル過熱 ハ高 山 デ ハ

稀 デ アル。

要 スルニ高 山ノ・失敗 ノ懸念 ナ ク四季 テ通 ジテ 日

光浴 ガ行 ヘ ル ノデ アル。

私達 ノ富 士見 デ ノ調査 デノ・、裸 身 テ日光直射 ノ

下 二曝 ス場合、皮膚温 度ノ・15-20分 後 二最高 二

達 シソレカ フ下降 シテ來 ル。 コ ノ事實 カラ見ル

ト高 山 二於 テノ・日光直射 下 ノ皮 膚 ガ過熱 テ阻 止

一、ル タメニー時的攣態 二陥 ル ノノ・日光浴 子初 メ

テカ ラ20分 程迄 ヂ アツテ、ソ ノ後 ノ・適切 ナ調衛

ガ行 バ レルモ ノト考ヘ ラレル。

恐 ラ ク如上述 べ タ理 由 一ヨ リ高山 デノ日光療 法

ノ適 慮症 ハ低地 二於 ケル ヨ リモ ソ ノ範 園 ガ廣 ク

ナル7ア ラウ。

第5節
へ

高山 二於 ケル日光療法 ノ敷果

骨拉 二關節結核 二見 ラレル疹痛 ノ、日光療 法 ニ ヨ

リ簡輩 二輕減 シ、 各種疾 患 二封 シテ食慾歪曾進安

眠等 チ見 ル。 各種疾 患 ノ治療 成績 ∴就 イテノ・昭

和1:S年 ノ 結核病學會(昭 和13年6月 號結核 所

載)二 登表 シタガ外科的疾患ノ・一般二良成績 デ、

内科的疾患中肺結核 デノ・早期型早期浸潤肺門結

核硬化性 ノモノ成績良好 宏 滲出性 ノモ ノガ最

モヨクナィ。詳細ノ、前記報告 ニアル。

第9章 高 山二於ケル症候 ノ推移

私達 ガ富士見高原 デ扱 ツタ結核性疾患患者 ノ種

々 ノ症候 ノ動 キノ・、低地 ノソ レ ト大差 アル トノ・

思ノ・レナ ィガ、大 多数 ノ患 者 ハ低地 カラ登 高 シ

タモ ノデァル カテ、低 地氣候 ヨ リ高 山氣候 二移

ッ タ ト云 フ理 由 デ、或程度症候 ノ推移 二特 異 サ

ガナ イ トハ五 ヘ ナ イ。

前章迄 二喀 血膿重等 二就 イテハ既 二述 ベ タガ尚

2、3弦 二総括 的 二記 載 スノレ必 要 ノアルモ ノガ ア

ノレo

(1♪熱麓 一般 二低地 デ緬 イテ腎タ熱獲ハ高地

到著後1、2週 間内二解熱傾向ガ現 レテ來 ル。特

二梅雨期 カラ夏期 一ノ・此解熱傾向ガ著明 デア

ル。之 レハ恐 ラク過敏ニナツテ居ル温熱中櫃 ガ

低地氣候 ノ刺戟 二反慮 シテ熱畿 テ見セテ居タモ

ノデ、 ソレ び高山氣候 ニ ヨツテ刺戟 ガナ クナ ツ

タ結果 デ アラウ。此解熱 傾 向ノ・一部 ノ患者 デハ

ー時的 デ3
、4週 後 高山氣候 二慣 レル ト共 二再熱

蕨 λルガ、大部 分 ノ患者 ノ・永緬 シテ居 ル。

(2)食 慾1ヒ ニ高 山 二於 ケル物 質代 謝 ノ章 二食

慾 ニ フレテ置 イタガ、対ll分 ノ患者ノ・登高 直後

カ ラ3、1日 デ食慾 が増 進 λル。夏期 二於 テ特 二

著 シイ。之 レノ・恐 ラク低 地氣候 ノ腿迫 デ減退 シ

51、tl一タ食慾 ガ、高 山氣候 デ解放 サ レタタ メデ ァ

〉ウ。此 食慾曾進 バー時的 デアツテ1、2週 デ低

地 同様 ノ貧慾 二立 チモ ドルモ ノモ アル ザ、又此

旺盛 ナ食慾 ガ永績 スル モ ノモ少 クナイ。 富士見

ノ入所患 者 ノ實 際巖 取 「カロ リー」ガ可成 リ多 イ

貼 カラ見 テモ大部 分 ノ患者 ノ食慾 ガ アル ノガ想
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像 サ レル。

一部 ノ患者 ガ登高後 モ特 二食慾 ノ増加 ラ見 ナイ

ノモ先 二述 ベ タガ、 コ レハ食慾増進者 二比 シテ

遙 カニ少 イ。

(3)赤 血球沈 降速 度 低 地 二於 ケル健 康人 ノ赤

沈 ノ・男子1-5.5、 女 子2.5-10.5ト 云 ノ・レテ居

ル ガ、富士 見永往者 デハ男子0.5-6・0、 女子

2.0-8.0デ ア ・ソタ.同 一 入 デ東京 ト富士 見デ比

較 ≒テ見ル ト凡15-30%ノ 短縮 ガ 富士見 デ 見

ラレタ。此短縮 ノ・低氣駆 ガ試験操作 二影響 スル

ノデノ・ナ ク、低 氣塵下 ノ生活 ノ影響 デアル。

從 ツテ低地 デ ノ赤沈償 ト登高後 ノ赤沈 償 トテ比

較 スル ノノ・病勢判定 ニノ・意 味 テナサ ナ イ。 私達

ハ必 要 ア レバ人工氣胸 モ日光療法 モ行 ツタノデ

アル カ㌧、赤沈 ノ動 キノ・低 地 ノ ソレ ト殆 ン ド同檬

二(1)早 期 浸潤 ノ・一般 二赤沈 ノ推移良好 デ、早

期型 父同 ジク(2)増 殖 性肺結核 ハ低 地同檬赤沈

慣少 クソノ推 移良好(3)滲 出 性 ノモ ノ・・糸{ll過良

好 ノモ ノノミ赤沈 慣 ノ推 移良好、(4)混 合 性蚊 二

晩期型ノ・入院時赤沈慣大 デ経過 ニヨ リ赤沈推 移

良又ノ・否 デ アル。(5)肋 膜 炎蛇 二腹膜 炎ノ・一般

二赤沈債大 デ、(6)骨 拉 二關節結核 ノ・或 ノ・赤沈

償大或ノ・小 デ ソノ推移 ハ経過 ト拉行 シテ居 タ。

(4)マ ン トウ氏反慮 入所患者 ノ大 多数 マ ント

ウ氏反磨陽性 デ、順 次陽性度高 マル モ ノノ・縄 過

良好 デアル事低地同様 デアル。

(5)喀 疾 喀疾量 ハ肺結核 ノ病型程 度 一 ヨル事

低 地 ト差 ナ ク、唯梅雨期 ノ如 ク大 氣漁度高 キ時

喀疲 量 ガ露骨 二増加 スル ノニ氣 付 イタ。肺結核

患者 ノ30%ノ ・開放結核 トシテ入所 シタガ ソ ノゥ

チ80%ノ ・非開放患者 トシテ 退所 セ シムル テ得

タ。

(6)室 洞 肺結核 患者 ノ30%ノ ・大 小 テ論 ゼズ室

洞 テ謎明 シタ。 ソノ室洞 ノ・高山氣候 ニヨ リ特 別

ノ影響 テウケタ トノ・思ヘ ナ イ。人工氣胸 等 ニ ョ

ツテ縮小又 ノ哨 失 サセル 子得 タモ ノ相當 ノ数 テ

得 タ.

第lo章 富士見高原療養所治療成績

昭和元年12月 以來 ノ入所 患者 ノ治療成績 テ 最

後 二読 クニ際 シ、先 ヅ私 ・・牧容患者 ノ入所前 ノ

居住地別表 テ第33表 二掲 ゲルt)ソ レノ・高山療法

ガ前居住地 トノ標高差 ニ ヨツテ左右 サ レル所大

テ アル カラテ アル。

第34表 入 所 患 ・者ノ原 居 佳 地

(自"召 和2年1月 一 至II召和13年3月)

睡野縣
13δL東 京 府 285山 梨縣 57

-一}r鴫 噛

24

紳奈川縣 32

埼玉縣
㎝
34静 岡縣 28愛 知縣 新潟縣_一 一

21
-}

一.璽

9

大阪府
　 i

3
ヨ

京都府

岩手縣

13陵阜縣 1ユ 兵庫縣
一

千葉縣 _璽
8

10 北海道 一璽
7

富山縣
一一r-一 一 一

秋田縣群馬縣
一
輻島縣 7 岡山縣

一
6

,栃木縣 6
ヨ
茨城縣 6

一 一 レi廣島縣
5 大 連 1勾

}

1
1宮城 縣 4稀 井縣

旨

41徳島縣3 青森蜘31

朝 鮮 二 2…石川 縣 2曝 太 2

一一　塵_

和歌山縣2

滋賀縣 21山 口縣
ヨ
進重縣 一1葦歎

1

,

奈良縣 1稿 岡縣 、慶 媛縣}一

入所患者 ノ日常生活中特記 スベキハ

ほ)徹 底的大氣開放療法 ノ強請 デ アル。寒冷刺

戟 ガ直接悪影響 テ病艦 二及 ス虞 アル稀 有 ノ場合

(急性腎臓 炎、急性咽喉 炎)以 外 ハ四季 日夜 ヲ問

ノ・ズ全患 者二開放療法 テ弱満 シタ
。夏期 日中ハ

時 トシテ南方 ノミナ ラズ北側 ノ憲扉 テ開放 シテ

吹 キ通 シテ行 フ事 モアツタガ、 他 ノ・南側壁 ノ3

分 ノ2以 上 テ開放 シタ。冬期 ナ ドシバ シバ枕 頭

二雪 ガ散 リ積 ム ノテ見 タ
。

夏期 ノ・南側扉外 ノ「ベ ランダ」二「ベ ッ ドJテ 出 シ

テ星 ノ下 二眠 ル患者 ガ アツタ。

(2)日 光 浴 禁 忌 デナ ィ限 リ患者 ノ・日光浴 テ行

ツタ。 勿論漸進 圭義 テ トリ過刺戟 トナ ラナ イ様

二注意 テ怠 ラナカツタ
。

「3)食 餌1日 量蛋 白質100瓦 純1「ヵ ロ リー」

3000ヲ ・標準 トシテ輿ヘ タ。

全患者 ノ治療成績 ノ・第34表 ノ如 クデアル。又充

分 二観察 シ得 タ肺結核患 者 グケ ノモ ノテ第35表

、
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第35表 富士見高原療養所治療成績

祠 肺結核隙 炎 腹臓1難 尿劇 痔 副 骨結核健 姻 腸結核關節綱 其 回 合 計

纏数
『

全治

643
55.3%

62
5.5%

19
1.7%

45
4%
161
1.4%

16

1.4%

83
7.4%

1
0.1%

31

2.7%

230
20.5%

1146

142
22.1%

29
46.9%

11
57.9%

10

22.2%

●13

81.2%

8
50%

25
30.3%

9
29.1%

144

62.6%

391
34.2%

輕快
360
56%

27
43.5%

8
42.1%

26

57.8%

一

2

12.5%

8

50%

47

56.6%

16
51.6%

48
20.9%

542

47.3%

培悪
67

10.5%

一l

l

1
100%

68

5.9%

事故
24
3.7%

5
8%

6
13.3%

1

6.3%
薗一 一

8
9.6%

6

19.3%
12
5.2%

62
5.4%

i

l死 亡

1

50

7.7%

1
1.6%

3

6.7%

3

3.5%

26

11.3%

83
7.2%

昭 和2年 … ・4年 昭和5年 … ・7年 昭 和8年 ・・11年

}97日
150日 207日

「

一

第36表 肺結核 ノ治療成績(自 昭和9年 一11召和11年)

豫良
後好

全 治 輕 快
病 名(例 数)

不 墾 培 到 死 亡
1

豫不
後良「

開放性1閉鎮性開放性閉鎖性 開雄 融 性開測 閉矧 開雄 融 性
100% 100%

1初 感 染 群3 1
95% 45% 50% 肺 門 淋 巴腺 炎20 5% 1

-_一

79% 31.6% 5.3% 42.1タ 。肺 尖 結 核19 21%

1 早期浸潤 症(空 洞)1
1

▼ 冨　 一

1『一}『 一

}___

}

66.6%
馳

16.7% 16.7% 33.2% 同(空 洞無)6 16.7%
116

.7タ.」 33.4%
ら

85% 15% 12.5% 57.5%
早
期
型

増殖性肺結核40 15%1

55.6%1 55,6ラ6 滲出性肺結核18 、27.8%15.6%1
11.0% 11.0%

22% 2% 20% 硬化性肺結緩 　51 60%

100% 20% 60% 20%
晩
期
型

塘殖性肺結核10
1一

31.5% 28.5% 3% 滲出性肺結核35 22.8% 14.2% 3・0%i28・5% 45.7%

44.4% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 硬化性肺結核9 33.4%
}

122.2%
}

55.6%

1.8% 16.3%,20.5% 29.5% 合 計166 7.8% 9% 6.6% 1.2%,7.2% 15.0%

100%
1肋 膜 炎 ・・1

卒 均 滞 在 日 倣(自 昭和9年 至昭和10年)

二 刀くス 。

此治療成績 ノ・別 二特記 スベ キ事 モナ ィガ、全治

卒 二比 シ輕快退院率 ノ多 イ事 ガ遺憾 デ ァル。 コ

1ノノ・主 トシテ患者 ノ経濟 的理由 カ ラ來 ル事 ト、

モー ツノ・病氣 二封 スル理解 ノ低 キニ ヨル事 デ、

漸 ク年 テ追 ツテ患者 ノ滞 在 日撒 ガ長 クナツテ來

ル カラ、年 ト共 二治療成績 モ ヨクナル ノデ アラ

ゥ事 テ私達 ノ・豫想 出來 ル ノラ 幸福 二 感 ジテ 居

ノレo

第11章 結 語

私ハ如上頁 ヲ費 シテ結核 ノ高山療法二就 テ設 イ タ。何分 ニモ私達 ノ経験 ノ・10年 絵 二過 ギズ、且
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本邦 二於 テノ・唯一 デアル 高 山療 養所 デアル ノ

デ、 ソノ記述 モ相當 二欧洲 ノ文献 テ引用 シナ ク

テノ、ナ ラナ カツタ。

高山療 法 ガ氣 候療 法 ノー部門 デ アル根本理由 ノ

タノ、本邦 二於 ケル高山療 法 ハ、種 々 ノ黙 二於

テ氣候 ラ異 ニ スル欧洲 ノ文献 テ顧 慮 ・入ル事 ノ・實

ノ・正 シクナ イノデアル。 此鮎 二於 テ本報 告ノ・カ

ナ リ無盆 ノ文献渉猟 モアツタ ト思 ハ レル。然 シ

ソノ反面 二於 テハ本邦 ノ高 山療 法 ノ掲 自性 テ主

張 シ得 タ ノラ思 ヒ、著者 ノ・相當 ノ満 足 テ畳 エタ。

巷 間梢 ≧トモ ヘレバ、本邦 ト欧洲 トノ氣候 ノ差

違、特 二欧洲 ノ夏 乾冬漁 ト本邦 ノ夏漁 冬乾 ノ相

反 スル氣候 カラ ノミ割 リ出 シテ、本邦 ノ高 山療

法 ノ必要性乃至重要性 テ疑 フモ ノガアル ガ、 ソ

レノ・机 上 ノ想像論 デアツテ、本邦 ハ本邦 トシテ

高山氣候 ノ治病的慮用 二掲 自性 ノアリ得 ベキ事

テ知 ラヌ ノデ アル。

本邦 ハ島國 デアル ト同時 二山嶽國 デモ アル。 正

シキ認識 ノ下 二地鮎 テ選揮 スルナ ラバ、高 山i療

法 二適 スル地黙 ノ・容易 二求 メ得 ルデ アラウ。 カ

ウ云 フ黙 カラモ吾國 ノ高 山療 法 ノ登展 ノ可能性

ノ・十分 アル ト信 ズル。

又本邦 ノ高山氣候 ノ生 物學 的研究 ガ進歩 シサヘ

スレバ、治療成績 モ亦+分 二進展 ノ絵 地 ガ残 サ

レテ居 ル ノデアル。

若 シ本報告 ガ本邦 ノ高 山療 法 二封 スル理解 ノー

助 トモナ リ.高 山療法 ノ進展 ノー鮎 火 トモ ナル

テ得 タナ ラバ、著者ノ・望外 ノ幸 幅 デ アル。

(筆 テ欄 クニ當リ本報 告 ノ機會 テ與 ヘ ラ レタル西

野會長 二感謝 ト敬意 ノ誠 テ披 涯 シ、大 谷博士、高

木學士、蚊 二富士 見高原療養所職員 ノ多大 ナル援

助 テ深謝 ス。(昭 和13年7月10日 脱稿)

文 職

1.一 般 丈 獄

1)岡 田武松著,氣 象學講話.2)岡 田武松著,氣

象學3)福 井英一朗著,氣 候學.4)關 口鯉

吉著,太 陽.5)山 田幸五郎著,紫 外線.7)

中央 氣 象 垂 年 報.8)Geige1,Wetteru.Klima

9) Rollier, La cure de soleil. 10) Verhandl-
ungen d. klimotologischen Tagung in Davos 
1925. 11) Zuntz, Loewy,  FlOhenklima  and 
Bergwanderungen.
2.引 用 文 献

1) Dorno, Mosso, Der Mensch auf den Hohe-
nalpen. 1899. 2 Zuntz, Loewy,  HOhenklima 
u. Bergwanderungen. p. 43. 3) Zuntz, Loewy,
W.0.p.52.4)岡 田,氣 象學講和(昭和 三年)

27  A. 5) Frankland, Lehrbuch d. Meteologie . 
(1892) (Verf.  Hann). 6)Hann, W O. 7) 
Regnard, La cure d'altitude. Paris 1897.  8) 
Hill, Measurement of the biologicaly active 
Ultraviolet-Rays of sunlight(Roy . Soc. Ac. 1927 
B. 116). 9) Tuma, Berichte d. Wiener Aka-
demie d. Wissenschaft. 1899. 10) Elster, Phy-
sik. Zeitschr. B. 2, 1900. 11) Constantin, Le 

 Congres internat. du thermalisme et Climatisme . 
Paris 1937.  12) Cattier, Comme haut . 13) 

 Straus, Zeitschr. f. Hyg. u. Infektionskr. 114, S. 
42, 1932.  14) Moerikofer, Acta Davosiana .

No. 3, 1933. 15) Zuntz, Loewy,  Hohenklima
u.Bergw.S.176.16)大 里 内科 教 室 員 ,十 全

會 雑 誌.34卷,2號,35卷,8號,etc.17)大 里

内 科 教 室 員,日 本 温 泉 氣 候 學 會 雑 誌.1卷
,1號.

18)熊 谷 内 科 教 室 員,グレン ツ ゲ ビ ート 第7年
,

2號.19)大 里 内 科 教 室 員
,十 全 會 雑 誌.34,卷,

2號..20)Horneffer,Verhandlungend
.Klim.

atol.TagunginDavos1925 .21)Hess,W .

O.p.262.22)Str・h1
,Hegar,Lampen,W.

O.d.264.23)Oordt,Verhand1 .d.kl.Tagung

etc.p.268.24)正 木 ,二 川,日 本 温 泉 氣 候 學 會

雑 誌.第4卷,第1號.25)Walter .Beitr.kl.
Tbc. 1927. 26) Schumburg , Zuntz, Studien 
zu einer Physiologie des Marsches Berlin . 1901. 
27) Aron, Virchows  Archly . 143, 1896, S. 399. 
28)  Kronecker, Die  Bergkrankheit . Berlin 1903. 
29) Liebig, Deutsche Vierteljahrschrift  fur  Off-
entliche Gesundheitspflege 1905. 30) Zuntz, 
Loewy,  HOhenkl. u. Bergw. p. 89. 31) Aron .
W.0.32)大 谷,日 本 温 泉 氣候 學 雑 誌 .第3卷,
2號.33)近,結 核 .3卷,3號.34)渡 邊 ,結核.8卷.

2號.35)上 田,結 核.6卷 ,8號.36)
Hasselbalch,Arch.f.Physiol .25,1911.37)

須 永,東 京醫 事 新 報.2721-2722(昭 和6年) .381

正 木,中 村,二川,結 核.第16卷,5號 .




